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　　　プロローグ　終わりの始まり





　彼かの女じよは、幸せの中にいた。

「その、健すこやかなる時も、病やめる時も、喜びの時も、悲しみの時も、富める時も、貧しい時も」

　出会いこそ父親の紹しよう介かいという、幼い頃ころに焦こがれていた理想のストーリーとは違ちがっていたが、それでも運命の人と呼ぶに相応ふさわしい、そう彼女は思う。

「これを愛し、これを敬い」

　彼かれがふとした瞬しゆん間かんに見せる優しさへ触ふれる度、心が温かくなっていった。時を経へるにつれ、彼のことを知り、その深い場所へと誘さそわれる度、どうしようもなく惹ひかれていく自分がいる。今まであった別れの全すべては、この人と結ばれるためにあったと、本気でそう思えるほどに。

「これを慰なぐさめ」

　だから、彼女は胸を張って言えた。これは、祝福された結けつ婚こんなんだと。もし、神様が本当にいるのだとすれば、彼かの者は、自分と、そして彼に微笑ほほえみかけたのだ。

「これを助け」

　穏おだやかな声で、投げかけられる質問があった。

「その命ある限り、真心を尽つくすことを、誓ちかいますか？」

「誓います」

　彼は、はっきりと告げる。少しの迷いもなかった。そのことが、うれしくなる。彼女とて同じだ。彼を見上げ、少しだけ頬ほおを赤くさせて。そして、素す直なおな気持ちで答える。

「……はい、誓います」

　希望に満ちた将来が約束されている、なんて驕おごったようなことは思わない。誰だれにだってそうであるように、自分たちにも苦難や悲しみは待ち受けているだろう。それでも──それでも、彼となら大だい丈じよう夫ぶだと思える。これから先、ずっと一いつ緒しよにいられるのなら、どんなことだって乗り越こえていけるはずだと。

「それでは」

　彼女の胸が高鳴る。いよいよだ。牧師が、微笑みながら言った。

「誓いの、口付けを」

　共に向き合い、彼女は目を閉じた。彼がゆっくりと、ベールを上げる。彼女は自分の心臓が、驚おどろくほど大きな音を立てているのを感じた。落ち着け、落ち着け、そう何度も言い聞かせる。しかし、ちっとも治まってはくれなかった。

　そして、心の準備が出来ぬまま、その時は少しずつ近付いて──、

「…………」

　不意に。水すい滴てきが、顔に当たった。どこか窓でも開いていて、雨でも降ふっているのだろうか。彼女はそんなことを考える。……しかし、遅おそい。期待していた瞬間は、いつまで経たっても訪おとずれない。どうしたんだろうか、と思う。さすがに不ふ審しんに思って、彼女はゆっくりと目を開けた。

　首が、なくなっている。

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとした。

　彼の【首】が、どこにもない。

　鮮あざやかなまでにすっぱりと切断され、噴ふん出しゆつする血がぼたぼたと流れ落ちていた。牧師の頭部もまた消失しており、背後の壁かべにある十じゆう字じ架かには、大おお振ぶりのナイフが突つき立っている。

「あ……え……？」

　現状を把は握あく出来ず、ゆっくりと振ふり返った。

　式場の入り口は開かれており、そこには、一人の男がいる。

　これと言って特とく徴ちようがなく、どこにでもいるような人物に思えた。痩やせぎすな体へ仕立てのいいスーツを纏まとい、その上からトレンチコートを羽織っている。歳としは恐おそらく二十代半ば。紳しん士し然とした、穏やかな笑みを湛たたえていた。知らない相手だ。

　彼は、足を踏ふみ出す。

「だ──」

　誰？　と問いかけようとした、その時。彼女と同じように誰すい何かの声を上げていた式場の人間ほとんどが、一いつ斉せいに【吹ふき飛んだ】。

　男はただ、バージンロードを歩いているだけだった。だがそれだけで、彼の周囲が肉につ塊かいとなって散っていく。びちゃびちゃと音を立て、人間であった【物】が壁に張り付いていった。神聖な雰ふん囲い気きに合わせて作られた純白の部屋は、瞬またたく間に真っ赤に染まっていく。

　脳は、とっくに理解しようとすることをやめていた。全身の力が抜ぬけ、その場にへたり込こむ。

「な……に……？」

　呆ぼう然ぜんと尋たずねるその言葉に、答える者は既すでにない。男はゆっくりとミンチになった人間の欠片かけらを踏みしめながら、彼女に近付いた。

　カタカタと奇き妙みような音が鳴っている。それが自分の歯が鳴らしているものだということも分からず、彼女は、ただ、涙なみだを零こぼした。

　男は、彼女の目の前で頭上高く足を上げる。小さく、漏もれる声。

「た、助け──」

　次の瞬間、彼女は、自分の体がひしゃげる音を聞いた。



「…………」

　男は、壁に突き立ったナイフを抜くと、コートを翻ひるがえす。腰こし元もとにあるベルトにはいくつものホルスターが下がっており、それぞれ違う種類のナイフが差し込まれていた。彼は大振りの得物を仕し舞まう。そしてポケットから取り出したハンカチで、片手にもった血濡ぬれのナイフを拭ぬぐうと、それもまた収めた。やがて無言で振り返り、悪あく趣しゆ味みな前衛芸術のごとく、血と臓ぞう腑ふで彩いろどられたグロテクスな空間の中、一歩踏み出す。そして、

「……っ！」

　突とつ如じよ、激しい音と共に、頭ず蓋がいが半はん壊かいした。そのまま、ゆっくりと倒たおれこむ。

　ばたばたと荒あらい音。抱かかえるほどに大きな銃じゆうを持った黒服の者たちと、遅おくれて、壮そう年ねんの男が現れる。彼らは仰あお向むけになっている男の周りを取り囲んだ。

「やったか!?」

　黒服の一人が、軽く頷うなずく。

「そのようです」

「……そうか」

　壮年の男は、そこでようやく、安あん堵どの息をついた。だが、すぐに顔をしかめる。

「しかし、遅かったようだな……。生き残ったのは、私だけか」

　首を振って、

「……それにしても、連れん絡らくをした私が言うのもなんだが、本当に、こいつがそうなのか？」

「情報通りであるとすれば、そうでしょう。信じ難いことではありますが……」

「くそっ、大人しく眠ねむっておけばよかったものを」

　毒づいて、壮年の男は無残な最期を遂とげた花はな嫁よめを見下ろす。

「内ない藤とうくんも哀あわれなものだ……。まさか、娘むすめの結けつ婚こん式しきで、とはな。……まあ、いい。これだけの傷を与あたえていればしばらくは大丈夫だろう。拘こう束そくして、急ぎ例のところへ連絡しろ」

「はっ」

　壮年の男と黒服たちは、その場を立ち去ろうと踵きびすを返した。だがその時、鈍にぶい音がする。

　彼らはその場で硬こう直ちよくした。信じ難い想おもいで、振り返る。そんな馬ば鹿かなことが、と頭は否定していた。だがその一方で、彼らは確かに見る。

　頭部を粉ふん砕さいされたはずの男が、ゆっくりと立ち上がっていくのを。

「……！」

　動どう揺ようしながら黒服たちが再び銃の照準を合わせるも、そんな行こう為いは無意味であることに、その場にいた誰もが気づいていた。

　──再生している。

　目の錯さつ覚かくかと思ったが、間ま違ちがいはない。

　脳が、頭ず蓋がい骨こつが、髪かみの毛が……音を立て、少しずつ元に戻もどろうとしていた。

「……馬鹿な」

　男が、コートを払はらい除のけた。ナイフを抜いて、それを突きつける。

　そのほぼ復元した顔で──変わらぬ、穏やかな笑みを浮うかべたままに。







　　　第一章　死なない男と明日への思索





　それで、お前はどうしたいんだ。

　目の前の男は、そう尋ねた。

「乃の出では確か、進学を希望していたな」

　放課後の教室。時刻は午後四時過ぎ。いつもなら、クラブへ向かう奴やつらが着き替がえたり、ＨＲの延長でなんとなく居残って雑談を交わしている生徒がちらほらといるはずなのだが、今日に限ってはその姿はない。

　それどころか机や椅い子すは隅すみの方に寄せて片付けられ、中央に二組だけが残されるのみだった。

　椅子に座すわっているのはオレと、そして、所属しているクラスの担任だ。五十は過ぎているであろうその男に対する印象は、殊ことの外ほか薄うすい。一年近く毎朝顔を合わせていたはずで、国語の時間にも授業に来ていたはずなのだが、どんな考え方をもっていて、どんな性格をしていたのか、さっぱり見当がつかない。オレの他人に対する捉とらえ方は、二人を除いて半年前となんら変わっていなかった。実を言うと、彼の名前すら思い出せない。

「……まあ、一応、そのつもりです」

　短くそう答えると、担任は軽く頷いた。

「うん。お姉さんの希望もあるし、北ほく欧おう大だい学がくならお前の成績でいくとまず問題ないだろう」

「そうですか」

　明めい答とう学がく園えんでは、三年次に限り、毎年十二月に入ると二者面談が行われる。

　最もこの時期になるともう、進路がどうだとかいう問題はとっくに終わっており、それらを決めるための三者面談は随ずい分ぶんと前に済んでいた。

　今回は、進学を希望する者には、大学や専門学校を卒業した後にどうしたいのか、なんの職に就つきたいのか。就職する者には、どのような仕事を希望しており、それに対してどのような資格が必要で、面接では何に気をつければいいのか。そういったことに対する担当教師からのアドバイスを含ふくめた、いわば最後の詰つめの面談、というわけだ。他で同じようなことが行われているというのは聞いたことがないので、恐らくはメイガク独自のものなのだろう。

「それで乃出、お前は、どうしたいんだ？」

　担任は、もう一度そう尋ねた。

「どうしたいんだ、ですか……」

　オレはオウム返しに呟つぶやいて、わずかに視線を逸そらした。

　大学への進学を希望したのには、特に理由があるわけではない。本当なら家計のために高校を卒業してすぐ働きたかった。しかし昨今の不景気を鑑かんがみると、高卒で就職という壁がどれほど高いものか、オレにだって想像はつく。それだったらせめて大学くらいは出ておいた方が、いくらか条件がマシにはなるだろう……という、その程度のものだったのだ。

　だから卒業して何になりたいかという具体的な案を問われると、どうにも答えようがなかった。

「乃出は出席率もいいし、成績の方もまあ、そんなには悪くない。授業態度も真面目まじめだし、しっかりと学ぶべきことを学べば、希望する職業に就けると思うぞ」

「……そうですか」

　と言われても、別に嬉うれしくともなんともない。オレの出席率が高いのは授業料を出してくれる姉さんへの配はい慮りよだし、授業態度もいちいち教師に注意されて面めん倒どうになるのが嫌いやなので真面目な【振り】をして受けているだけなのだ。成績の方は多分、桐きり崎さきのおかげだろう。あいつと試験前に勉強をするようになってからというもの、徐じよ々じよにではあるがテストの点も上がってきていた。

「乃出のお姉さんは、確か警察官だったな」

「ええ」

「どうだ、警察官になるというのは」

「……警察官、ですか」

　想像もしていなかったアドバイスをされて、オレは目をしばたたかせる。自分が姉さんと同じ明答署で働いている様子を想像してみた。……どうにも違い和わ感かんがある。

　オレが黙だまり込んでいると、担任はわずかに苦笑した。

「まあ……お前の歳で将来を明確に持て、という方が難しいか」

「……はあ」

「だが、いずれ考えなければならない時が、必ず来るぞ。大学の四年間というのは長いようで短いんだ。しっかりと先を見み据すえて行動しろ。後こう悔かいするのはお前なんだからな」

「……どうも」

　お決まりとも思える言葉を受けて、オレは曖あい昧まいな答えを返した。



　教室の扉とびらを開けて、廊ろう下かに出る。

　なんだかんだでそれ以降も担任の人生観やら、他の生徒のことやら、果ては自分の息子のことまでも聞かされ、世界一どうでもいい情報を得てしまった。挙句、終わった頃には既に五時前だ。正直、この面談になんの効果があるのかさっぱり分からない。

　外は既に薄うす暗ぐらくなっており、校内に人の影かげはない。校庭ではまだクラブ活動をしている連中がいるかもしれないが、少なくとも今この場所は静かだった。

　オレは欠伸あくびを噛かみ殺して、歩き出す。

　──それで、お前は、どうしたいんだ？

　担任の言葉を、頭の中で繰くり返した。なんでもない台詞せりふのはずなのに、どこか奇妙な重さをもって、心の中に沈しずんでいた。

　最悪な生まれ方をして、だらだらと生きて、ただなんとなく、ここまで来てしまった。その中で、誰かについて考えたことは、何度かあった。それもここ半年間、その数は飛ひ躍やく的てきに増えている。

　だけど自分は？　と考えたことは、それほどなかったような気がした。

　数週間前、名な栗ぐりと早さ苗なえのことがあって、初めてオレは自分のことについて悩なやんだ。オレはどうしたいのか。どうあるべきなのか。なにを選せん択たくすべきか。

　だけどそれは、もしかすれば、その場限りのことだけではなかったのかもしれない。

「将来、か……」

　意識したことなど、なかった。いつか訪れるとは分かっていたものの、もっとずっと先のことだと思っていた。そういう意味で言えば、死と同じようなものかもしれない。誰の元にも平等に現れるのに、それが間近にならない限りは、誰もはっきりと認識しないのだ。生きるとはつまり、避さけられないものと真正面から戦う、ということなのかもしれない。

　まあ、そこまで大げさなものではないような気もするが。ともかく──、

「クギちゃん」

　思索に耽ふける内、いつのまにか靴くつ箱ばこまで来ていたようだ。オレは、聞き覚えのある声に我へ返った。

　俯うつむけていた顔を上げると、入り口でりんが手を振っている。その度に、うすぼやりとした照明の下、長い三つ編みが揺ゆれた。

「よぉ、どうした」

「ん？　なにが？」

　小走りで駆かけ寄よってきたりんが、小首を傾かしげる。

「こんな遅くまでなにやってたんだ。また校内清せい掃そうか？」

「うん、それもあるけど。クギちゃん今日、二者面談だったでしょ」

「そうだけど……もしかして、わざわざ待ってたのか？」

　上うわ履ばきを仕舞って靴くつを取り出しながらそう訊きくと、りんはにこにこと頷いた。

「うん、一緒に帰ろうと思って」

「奇き特とくな奴だね、お前も」

　思わず苦笑する。清掃といっても、三十分かそこらで終わるものだろう。そこから更さらに待っていたというのだろうか。

「一人で帰ればいいじゃねえか」

「どうせなら、クギちゃんと一緒の方がいいもん」

「なんも得なんてねーぞ。オレなんかと一緒にいても」

　軽口を叩たたいて、前を歩きながら手を振る。

「……あるもん。たくさん」

「なんか言ったか？」

　呟きが聞こえたような気がして振り返るが、りんは慌あわてたように首を振った。そのままオレの後ろについてくる。

　身を凍こおらせるような風が吹いた。オレは、ぞくりとして首をすくめる。もう、すっかり冬だ。

「そろそろ今年も終わりだな」

「うん、そうだね……」

　りんは白い息を吐はいて、毛糸の手て袋ぶくろで頬をさすった。

「一年、あっという間だったね」

「なんか年々、時間が経つのが速くなってる気がすんな」

「クギちゃん、おじいちゃんみたいだよ」

　ほっとけ。せめておっさんにしといてくれよ。いや、妥だ協きようする部分が違ちがうか。

「にしても二者面談も終わったし、後は冬休みで、正月が来て、そんで、卒業か……」

　薄うす闇やみに覆おおわれた空を仰あおぐ。光こう陰いん矢のごとし、だったか。本当にそんな感じだ。

「……ねえ、クギちゃん。クギちゃんは高校卒業したら、どうするの？」

　不意に、りんがそう尋ねる。

「オレ？　オレは一応、進学だよ。大学行く」

「そうなんだ」

「お前は？」

　りんはオレの質問に、しばらくの間答えなかった。顔を伏ふせて、地面を見つめている。二人の足音だけが、微かすかに聞こえていた。やがて、呟くように言う。

「……あのね。わたし、大学には行かないんだ」

「そうなのか。それじゃ、就職するのか？」

「ううん。わたし、看護専門学校に行くつもり」

「看護専門学校？」

　というと、看護師になるわけか。

「……へえ、お前がねえ」

　頭の中で、ナースになったりんを想像してみる。そう妙みような感じはしなかった。少なくとも警察官になったオレよりは、ずっと現実感がある。

「わたしね、ずっと前、入院してたでしょ？」

「……ああ」

　じくりと、胸の奥おくが疼うずくのを感じた。そうだ、あれは今年の初めだったか。オレが、桐崎と初めて会った時。【三月ウサギ】と名乗る猟りよう奇き殺人者によって、りんは重傷を負った。幸いながら経過は良好で、後こう遺い症しようもなく復帰できてはいる。しかし、未いまだにこいつを巻き込んだことに、苦い後悔があった。

「その時、看護師さんたちのことを見て、なんだか、いいなって。あんな風に怪け我がした人を助けたり、病気で苦しんでいる人たちを励はげましたり……。わたしも辛つらかったから、すごく嬉しかった。看護師さんたちから声をかけられたりすると、不安がね、すっと消えていくの。だから、わたしもあんな人たちみたいになりたいなって、そう思って」

「……そうか」

「うん。……わたしなんかがちゃんとやれるかなって、心配だけどね」

　照れくさそうに笑ってそう言ったりんに、オレは答えた。

「いいんじゃねえの」

「……そう？」

「ああ。お前にはぴったりだと思うぜ」

　本心からな。

「しかし、久く遠おんは偉えらいな。ちゃんと明確な目的があって進学するわけだ」

「別に偉くなんかないよ。本当になれるかどうかなんて、まだ分からないし……」

「それでも何も考えずにふらふらしているよりはマシだろ。……オレはなんになるのかねえ」

「クギちゃんは、なりたいものとかないの？」

「……さてなあ」

　少し真面目に考える。無難にいけばサラリーマンか。だが、サラリーマンも別になるのが簡単というわけではない。無数の面接を受け、自分を飾かざり、相手に気に入られるように必死で頑がん張ばる。社会の歯車と俗ぞくに言われるが、その努力や精神的苦痛は充じゆう分ぶんに評価されて然しかるべきだろうと思う。

　オレにそれが出来るか、と問われれば、首を傾げざるを得ないのが現状だった。

「まあ、なるようになるだろ。人生なんてよ」

「うーん。そうかもしれないねえ。これから色んな出会いがあるかもしれないし」

　りんはそう言った後で、「でも……」と小さく呟いた。

「そうなると、後少しで、クギちゃんともお別れなんだね……」

「そうだな」

　長いようで短かった高校生活、か。去年、三年が卒業式で叫さけんでいた言葉を思い出す。

「なんだか、ちょっと寂さびしいな」

「すぐ慣れるだろ。オレのことなんてとっとと忘れて、イケメンの彼かれ氏しでも作れよ」

「……作れないよ、そんなの」

　頬ほおを膨ふくらませて、りんは何な故ぜか少し、尖とがった声で言った。

「それに、クギちゃんのこと、絶対に忘れないもん」

「中学の時、そんな風に言い合ってた奴らがいたけど、そういうのって大たい概がいがすぐ疎そ遠えんになるんだよなぁ」

「もう！」

　りんが怒おこったように両手を上げる。

「なんでそんなこと言うの！　ずっと仲良くしてもいいじゃない！」

「無理すんなって言ってんだよ。お前にはもっといい知り合いが出来る。オレなんかと親しくしてるのがアホらしくなるくらいの、な」

「……そんなこと、ないよ」

　そうこぼして、りんはそれ以降、無言になってしまった。……なんか変なこと言ったか？　オレ。実際、オレなんかと仲良くしても一ミクロンも得なんてないし、りんにはもう少しいい友達が出来た方がいいと思っているんだが。

　しばらくの間、二人で歩く。そろそろ校門が見えてくる頃ころだった。

「ねえ」

　りんがオレを見上げた。

「クギちゃん、桐崎さんは？」

「あ？　……ああ」

　オレは、頭を掻かいて言う。

「あいつ、なんか最近、妙なんだよな」

「妙？」

「いや、普ふ段だんはいつもと変わらないんだけどよ。妙に言葉少なになる時があったり、変に考え込んでるような感じになったり。最近、独りでさっさと帰ってるしよ」

「そうなんだ……。もしかして、また喧けん嘩かとかした？」

「してねえよ。少なくともオレが知る限りではな。あいつが勝手に怒ってるんなら話は別だが」

「思い当たる節とかないの？」

「まったくねえなあ」

　りんは唸うなり、「なにか、悩み事かなあ」と考え深げに呟いた。

「悩み事、ねえ……」

　確かに言われてみれば、そんな雰ふん囲い気きがあったような気がしないでもない。

「……そういやぁ」

「どうしたの？」

「ああ、いや、なんでもない」

　記き憶おくを探ってみるに、桐崎の様子がおかしくなったのは、名栗と早苗のことがあってからだったような気がする。……あいつ、また独りで何か抱かかえ込んでるのか？

　と……ふと、オレは視線を逸らし、なんとなく上を見て、目をしばたたかせた。

「あれ？」

　桐崎が、いる。

　屋上のフェンスの向こうに、物もの憂うげな顔をしたまま立ち尽つくしていた。

「あいつ、あんなところで何してるんだ……？」

　どうにも思い詰めているような印象さえ受けるその姿が、妙に気にかかった。わずか迷ったものの、オレは足を止め、先を行くりんに声をかける。

「悪い、久遠、先に帰っててくれるか」

「どうしたの？」

「少し用事を思い出したんだ」

「そう。……うん、分かった」

「待っててもらって悪いな。今度、詫わびするからよ」

「ううん、気にしないで。それじゃ、また明日ね」

「ああ。じゃあな」

　そう言って踵を返すと手を振ふって、オレは小走りに駆け出した。



　屋上の扉を開けると、一ひと際きわ強い風が吹ふく。

　オレは目を細め、桐崎の姿を探した。……いる。フェンスに指をかけ、下を眺ながめながら、考え込むような顔をしていた。

「おい、桐崎」

　オレの声にも、振り返らない。やれやれと首を振って、近寄っていった。すぐ後ろに立つが、桐崎にしては珍めずらしく、なんの反応もない。……変だな。

「桐崎って。聞こえてんのか？」

　再度声をかける。それでも、ぴくりとも動かない。

「おい桐崎」

　無反応。

「桐崎この刺し殺さつ狂きよう」

　答えなし。

「変態サド刺し殺さつ痴ち女じよ！」

　微び動どうだにせず。

「……ばーかばーか！」

　早くもバリエーションが尽きた。

「なんか虚むなしくなってきたぞ……、おい、桐崎って。いい加減にしろよ」

　言って、その肩かたに手を置く。──その瞬しゆん間かん、

「気安く触ふれるなこの下げ郎ろう！」

　ぶうん、という風の音が鳴ると同時、顔面に衝しよう撃げき。そしてオレは、宙を舞まっていた。は？　と現実を必死で受け入れようとするが、その暇ひまさえ与あたえず、ばづんっ、という音と共に強きよう烈れつな痛みが背中を襲おそう。

「い……ってっ！」

　思わず声を上げると、視線の先に、はっとする桐崎の顔があった。

「……クギト？」

「……ええ、乃出さんで御ご座ざいますよ」

　背中と顔を摩さすりながらどうにか上体を起こしたオレの前へ、桐崎は慌てたように跪ひざまずいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　すまん、てっきり痴ち漢かんかと」

「お前は肩に触れただけであのレベルの回し蹴げりをかますのかよ……しかもど顔面に」

　オレじゃなかったら顎あごが砕くだけてるぞ。

「何度か夜中に帰っていて、襲われそうになったことがあったのでな。背後からの接近には敏びん感かんになっていたんだ」

　どこの暗殺者だてめえは。

「……ところで、どうして貴様がこんなところにいるんだ？」

「それはこっちの台詞だっつーの」

　オレはため息をつきながら立ち上がり、制服についた埃ほこりを払はらった。

「帰ろうとしたらお前が神しん妙みような顔して屋上に突つっ立ってるからよ。何事かと思って来たんじゃねえか」

「……心配してくれたのか？」

「悪いかよ」

　オレが若じやつ干かん、不ふ機き嫌げんになりながらそう言うと、桐崎は「いや……」と答え、

「その……すまん。ありがとう」

　何故か顔を逸らして、呟いた。薄暗くてよく分からないが、少し頬が赤くなっているように思える。

「なに照れてんだ。そんな恥はずかしいことでもやろうとしてたのか」

「なっ！　や、やっているわけないだろう。大体、恥ずかしいこととはなんだ！」

「いや、ほら、青春の叫びでもしようとしてたのかと……」

「そういったものは胸の内に仕し舞まっておかなければ、十年後に同窓会で追及されて後悔する羽目になるのでやらん」

　まあ、確かに……。

「しかし、それが貴様の言う恥ずかしいことか。まだまだ甘あまいな」

「あ？　そう言うからには、お前にはもっと高度な羞しゆう恥ち行こう為いがあるというんだな？」

「勿もち論ろんだ」

「聞こうじゃないか」

「そうだな、まず、一枚ずつ服を脱ぬいで」

「もういい」

「見られているかもしれないという恥ち辱じよくと、見られているからこそという一種の快感が熱を帯び」

「やめてください」

「次第にその手は露あらわになった下半身へと」

「それ以上口にすると屋上から放ほうり投げる。躊躇ためらいなくだ」

「……ちぇ」

　なにがちぇ、だ。

　オレは、不満げに唇くちびるを尖らせる桐崎へ、呆あきれたように言った。

「それで、どうかしたのか？」

「ん？」

「いや、なんでもないんだったらいいけどよ。お前、ちょっと普ふ通つうじゃなかったぞ」

「私は大体の場合、普通ではないが？」

「冷静に返されると、そうですねとしか答えられないのがなんとも言えないところだが……」

「まあ、冗じよう談だんはさておきだ」

　桐崎は息をつき、視線をフェンスの向こうへとやった。しばらくの後、小さく言う。

「少し、考えていた」

「……なにを？」

「うむ」

　桐崎はそのまま目を細めて、先ほどとは違う、真しん剣けんな顔をする。若干の時間を置き、そして口を開いた。

「……クギト、貴様と出会って、もう半年以上になるな」

「そうだな」

「その間、幾いくつもの出会いがあり、様々な出来事があった」

「……おう」

「その中で、私はいつからか、ある一つの悩みに付き纏まとわれるようになったんだ」

　本題に入ったらしい。オレは、桐崎の硬かたい口調にただならぬものを感じ、ゆっくりと頷うなずいた。

「私は、常にそれを解決するべく、様々な方法を取った。だが、それでも完全に苦しみから抜ぬけ出せたわけではなかった。いや、やればやるほど、その悩みは大きくなるばかりだったんだ」

「……桐崎」

「クギト、私はな。随ずい分ぶんと前から、思っていたんだ」

「……おう」

　深呼吸。

　桐崎はフェンスを掴つかむ指の力を強めながら、静かに、こう言った。

「──そろそろ、刺さし方がワンパターンになってきた」

「じゃ、明日学校でな」

「帰らないで！」

　颯さつ爽そうと踵きびすを返したオレの体に、桐崎がしがみつく。

「ええい放せ、人が珍しく心配してやったら予想以上にどうでもいいことで悩んでいやがって！」

「ひ、ひどい！　私にとっては死活問題だぞ!?　文字通りに！」

「上う手まいこと言ったつもりか！」

　ちょっと上手いと思った自分に腹が立つ！

「だって、だってだって、貴様と半年以上付き合って、本当に色んな方法を試せて、それはもう大満足だったんだ。でも最近、さすがにパターンが尽きてきて、どうしたものかとずっと考えてたんだぞ！　そんな私を見捨てるつもりか!?」

「そのまま考え続けて脳がオーバーヒートしとけお前は。ちっとはマシな思考回路になるわ」

「恋こい人びとだろう!?　彼かの女じよの悩なやみには誠心誠意付き合うのが筋というものじゃないのか!?」

「どこの世界に自分が刺される方法を一いつ緒しよに考えるアホがいる！」

「こ・こ・に・い・る、ウフッ」

　桐崎の手を掴むと、オレはそのまま、なんの躊躇ためらいもなくぶん回して投げた。

「そぉい！」

　華か麗れいなまでに飛んでいって、桐崎はフェンスにぶつかる。















「ぎゃん！　あ、あまりの仕打ち……」

「当然の処置だ」

　アホくせえ。心配して損した。オレは大きくため息をつくと、歩き出す。

「しくしく……最近、彼氏の暴力が酷ひどいんですって電話相談室に連れん絡らくしようかな」

「彼女の殺傷行こう為いが度を超してるんですって相談してえよオレは」

　冗談としか取られないだろうが。

「それじゃあな。風か邪ぜ引かない内に帰れよ」

　オレはそう言い残して、屋上の扉とびらに手をかけた。やれやれ、とノブを握にぎって開ける。

　だが、そこで、ふと止まった。

　……本当にそうか？

　頭に、疑問が過よぎる。本当に、桐崎はそんな下らないことで悩んでいたのか？

　主観でしかない。それでも、ここ最近のあいつが、そんなどうでもいいようなことで思い煩わずらっていたとは、少し考えにくい。そんな態度には見えなかったが。

　振り返る。桐崎は、ようやく立ち上がったところだった。

「おい、桐崎」

「……ん？　なんだ？」

「お前──マジで、それが悩みだったのか？」

　オレの言葉に、桐崎は目をしばたたかせる。

「なんだ、突とつ然ぜん」

「いや……」

　頭を掻いて、オレは言った。

「本当は何か別の悩みがあって、誤ご魔ま化かしてるんじゃねえだろうな」

　我ながらストレート過ぎるかと思ったが、遠まわしに言っても仕方のないことだと、直球勝負へ出ることにする。

　その言葉に、一いつ瞬しゆん……本当に一瞬、多分、オレにしか分からない程度に、桐崎は顔を強こわ張ばらせた気がした。

　だがすぐに、元の表情を取り戻もどして、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「なにを言う。貴様に隠かくし事など、する理由がないだろう」

「……まあ、そうだけどよ」

「それともなにか。やはり、さっき新しく思いついた抉えぐり方に付き合ってくれると？」

「さようなら」

「逃にがしませんわよ」

　オレはそのまま常にない速さで走り出そうとした。が、異常なまでの脚きやく力りよくで追いついた桐崎によって、その体を掴まれる。

「ウフフ、もう一生逃がさないぞぉ」

「ひいいい！」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせた桐崎は、三日三晩餌えさを食べていない肉にく食しよく獣じゆうのように、口元の涎よだれを拭ぬぐって言った。

　その後オレは、一週間以上接せつ触しよくを断っていたが故ゆえの暴走っぷりに付き合わされ、桐崎に思う様嬲なぶられることになる。つくづくも、こう思った。

　やっぱり、こいつに悩みなんてない、と。







　　　第二章　死なない男と微かな平和





　静せい謐ひつと呼ぶに相応ふさわしい部屋だった。一つだけ存在するテーブル以外、照明を落とされた室内には、濃こい闇やみがわだかまっている。

　やがて、男が口を開いた。

「……それでは、報告を聞こう」

「はい」

　そう短く答えたのは、小こ柄がらな女だった。その体には不ふ釣つり合あいなほど大きなスーツ、そこから覗のぞく肌はだは陶とう器きのごとく白く、そして冷たい。表情に乏とぼしい、いや、ほとんど無に等しい顔は、いかなる感情も窺うかがわせない。

　女は手元にある書類に目を落とし、内容をもう一度把は握あくするかのような間を置いた。

　呟つぶやく。

「先日行われました、内ない藤とう議員の娘むすめの結けつ婚こん式しきですが。一時間の予定時刻を越えてもなんの連絡もなく、不ふ審しんに思った式場関係者が現場に向かったところ──関係者全員が殺害されているのを目もく撃げきした模様です」

「……全員？」

「はい」

　書類から視線を上げて、女はあまりにも淡たん々たんとした声で話した。

「内藤議員と娘を始めとして、その家族、親類、そして彼かれをサポートする者たち、献けん金きん絡がらみでコネクションのあった企き業ぎよう関係者」

　ただ事実のみを並べ立て、その結果以外に興味はないというように。

「新しん郎ろう側も含ふくめ、式に参加していた関係者、総勢、百二十七名の死亡が確認されました」

「…………」

　男は手を顔の前で組んだまま、なんの反応も示さなかった。

「何らかの事故という可能性は低く、また、内藤議員を幾いく度どか狙ねらっていたテロ組織の犯行とも考えにくいとのことです」

「その根こん拠きよはなにかね？」

「殺害方法が銃じゆう器きや爆ばく発はつ物ぶつではなく、全すべて刃は物ものによって行われているからです。通常からすれば考えられない事態であると判断しました」

「……刀か？　あるいは剣けんか」

「いいえ、ナイフです」

　女は答えた。

「様々な種類のナイフによる犯行かと思われます。死体のほとんどは細かくバラバラに解体されており、また、かろうじて原形を留とどめているものも、無数の傷があるもの、手や足の指が切り取られているもの、腕うでや脚あしが切断されているもの、眼球や内臓が抉り取られ、それらを口内に押おし込められているもの、とその種類は多た岐きに渡わたっているようです」

「まるで子どもが人形を弄もてあそぶかのようだな」

　手元だけを照らしたライトの下で、男の口元に薄うすい笑みが浮うかんだ。

「……また、事件現場には幾つかの薬やつ莢きようが残されていました」

「銃じゆうは使っていないのではなかったのかね？」

「ええ。被ひ害がい者しやの血は検出されませんでした」

「とすると」

「警察側からの情報によれば、犯人は少なくとも数十の弾だん丸がんを受けた可能性があるとのことです。後……」

「なんだね」

「中には、アンチ・マテリアル・ライフルと呼ばれる種類の大型銃器で射しや撃げきされた形けい跡せきもあると」

　その言葉を聞いて、男が失笑する。

「……ふむ。どうやら、式場に事情を理解している人間がいたようだな。それで、犯人は？」

「関係者が式場である教会に駆かけつけた時点では、姿を消していました」

　その事実から導き出される答えは、到とう底てい、考えられないことではあった。だが男は、得心がいったというように口元を歪ゆがめ、「なるほど」と呟いた。

「複数のナイフが使用されていることから、単独犯ではないという見方が出ていますが」

「警察にはその方向で捜そう査さするよう伝えてくれたまえ。だがテロというのは平和な日本国民にはいささか刺し激げきが強過ぎるだろうから、マスコミにはその辺りを上手く誤魔化して発表するように」

「承知致いたしました」

　そう答えた後で、女は少し沈ちん黙もくを置いた。そして口を開く。

「……それでは複数犯ではないと？」

「だろうね。あまりにも手口が【似通い過ぎて】いる」

　腕を組み、男が言った。

「ＤＮＡ鑑定の結果が、明日にも出る予定ですが」

「聞かなくても分かるよ」

　ぎしり、という鈍にぶい音が鳴る。男が、座している椅い子すの背に体を預けたのだ。

「複数のナイフを扱あつかい、それのみで百を超こえる人間をたった一時間で殺害、尚なお且かつ無数の弾丸や対物ライフルの射撃を受けた形跡があるにもかかわらず、見事現場から逃とう亡ぼうせしめた」

　そこで、男はテーブルにある何かを手にとった。それを、女に見せ付ける。

「──加えて、これだ」

　それは、なんの変へん哲てつもない一枚の紙だった。だがそこには、赤、それも絵の具やサインペンのような鮮あざやかなものではなく……黒々とこびりつくような鈍い血の色で、短くこう書かれている。

【殺人、始めました】

　殺害現場に残されていた、犯人からのメッセージだった。

「全てが十数年前と同じだ。まず間ま違ちがいなく、【彼】の仕し業わざに相そう違いないだろう」

「……やはり、ですか」

　女の声は、先ほどと変わりない。だが、聞く者が聞けば、感じ取っただろう。その中へわずかながら、緊きん張ちようが含まれていたことに。

「ようやく動き出した、というわけか。なんとも気まぐれな男だ」

「それでは……？」

「まあ、まずは時を待とう。【彼】ならば恐おそらくは、このままただ殺人を繰くり返すに留まらないだろうからね」

「何らかの接触を図ってくると？」

「【あの時】もそうだった。【彼】はね、非常に飽あきっぽいんだよ。最初は殺すことだけを楽しみ、その次にはただそれだけでは満足がいかず、必ず【敵】を求めてくる。十数年前、それは我々──即すなわち、【国家】だった」

「今回も同じだと？」

「恐らくは、ね」

　組んだ手に力をこめて、男は言った。

「だが、以前と違ちがうことが一つだけある。こちらも、それ相応の準備を進めてきたということだ」

「では、あの二人を？」

「いや、それはまだ早い。我々【組織】が【彼】の力にどれほど近付けているのか、それを確かめる意味でも別の誰だれかを向かわせよう。二人を使うのはそれからだ」

「……承知致しました。それでは、そのように準備致します」

　女は深く頭を下げた。そして、体を起こし、ゆっくりと踵を返す。歩き出そうと足を踏ふみ出し、

「【ハルちゃん】」

「……なにか」

　その姿勢のままで止まる。

「感かん慨がい深ぶかいかね？」

「……どうでしょう」

「君はこれまで非常によく尽くしてくれた。一つの目標に対し、自分の出せる全てで努力する。それはとても素す晴ばらしいことだ。そして今、その悲願が果たされようとしている」

「…………」

「君は、【彼】をどうしたいんだ？」

　女──花か王おう曽そ根ね宮みや春はる香かは、しばらくの間なにも言わなかった。そして、

「……分かりません。そういった考えも、【彼】に対する感情も、持続させるには時が経たち過ぎました」

　軽く息をついて口を開く。

「私は今、【組織】の一員です。……言えることは、それしかありません」

「……そうかね」

　男は、くつくつと笑い、

「だがね、【ハルちゃん】、憎にくしみとは過去から生まれるものだ」

　何か巨きよ大だいなものへ訴うつたえかけるかのように、手を広げて言った。

「そして人は、過去を忘れたように見せかけることは出来ても……決して、消すことは出来ないんだよ」

「…………」

　女は沈黙する。そのまま、どれほどの時間が経っただろうか。やがて彼女は、短く答えた。

「……そうかも、しれません」



　今日の夕飯は、何にしようか。

　そんなことを考えるのに楽しみを見み出いだしたのは、いつ頃ごろからだっただろうか。

　もっと昔のオレは、一体、なにに興味を持っていたのだろう。薄うつすらと覚えているようでいて、それは明確な形を持たない。わずかに存在する記き憶おくでさえもどこか現実的でなく、まるで過去の自分が他人であるようにさえ思える。それを成長と呼ぶのかどうかは分からない。ただ、そうやって少しずつ変わっていくものなのだろう。自分では無意識のままに。

　そんなことをつらつら考えながら、オレは買い物袋ぶくろを提さげて歩いていた。学校帰りの空は紫むらさきに染まり、ある種の寂せき寞ばくさを持っている。

　オレは一人、思し索さくに耽ふけった。

　先日、オレは桐きり崎さきに悩みなんてない、と断じた。

　だがそれから数日が経ち、ややその考えも揺ゆらいできている。

　やはり、変なのだ。

　傍はた目めにはそうと分からないかもしれない。あいつはいつも通りにあいつで、シモネタ交じりの冗談を飛ばし、隙すきあれば人のことを遠えん慮りよなくぶっ刺そうとし、相も変わらずオレ以外の人間の前では深窓の令れい嬢じようがごとき気持ち悪さを発揮している。

　それでも、どこか……上手く表現できない【なにか】があいつには付き纏っているように思える。

　ふとした瞬間、ある時に見せる表情、言葉の端はし々ばし。様々な場面で、その【なにか】が感じ取れることがある。

　別になんでもかんでも話し合えるような仲だ、とは言わない。オレにだってあいつに隠していることはある。桐崎だってそうだろう。その辺の分は弁わきまえているはずだった。

　……弁えているはず、だったのだが。

　どうしてこんなに気にかかるのか。あいつがオレに相談しないということは、その必要がないということで、つまり関かかわってもなんの役にも立たないということなのだ。

　それでも何な故ぜか心のどこかがささくれ立つような気がする。あいつが独りで抱かかえていることに触ふれたいという想おもいがある。

「……くそ」

　どうしたんだ、オレは。頭を掻かいて、ため息をついた。どうも最近、オレも変だ。あいつのことが心配になる。桐崎が本心から笑っていないと不安になる。それは、説明しにくいが、りんに対するものとは違うベクトルだった。大分と前からこの感情は続いている気がする。いつまで経っても正体が掴めないだけに、無意味な焦しよう燥そう感だけがあった。

「ん？」

　気がつけば、目の前には児童公園があった。市が税金対策に作ったとしか思えないような、貧相な遊具しか置いていない小さな場所。オレは、なんとなくそちらへ足を向けた。

　中に入るが、遊んでいる子どもの姿はない。もう五時を過ぎているので、家に帰ったのだろう。利用者のいない公園は、住む人間を亡くした部屋のようで、どこか薄ら寂さびしさを覚えた。

　公園内に自動販はん売ばい機きがあるのを見つけて、コーヒーを買う。缶かんのプルトップを開けながら進み、すべり台に腰こし掛かけた。

　一口飲んで、缶を横へ置き、オレはぐるりと辺りを見み渡わたした。

「懐なつかしいな……」

　普ふ段だんこちらは通らないから、訪おとずれるのは数すうヶか月げつぶりになる。

　そう……以前この公園に足を踏み入れたのは、まだ寒さの残る初春の頃ころ。姉さんとの席が気まずい空気になり、オレは逃げるようにしてコンビニへ行った。その帰り、ここで、オレは出会ったのだ。

【午ご前ぜん零れい時じの殺さつ人じん鬼き】──桐崎恭きよう子こと。

　それからあいつの素性を知り、擬ぎ似じ的てきに付き合うということを了りよう承しようし、【三月ウサギ】と対決して、【組織】に連行されて。

　冷静に考えて、とんでもない事態の連続だったなと思う。正直なところ、よくもここまでやってこられたものだ。オレの精神も、図太いんだかなんだか分からない。

　そう思って一人苦笑していると、

「……クギト？」

　声がかかって、オレはそちらを見た。桐崎が、驚おどろいたような顔で公園の入り口に立っている。

「よぅ」

「貴様、どうしてここにいる？」

「さあ、なんとなく。通りかかったもんでな。お前は？」

「いや……私も、その、なんとなく」

　どうしようか、と迷うような素そ振ぶりで、桐崎は目を泳がせた。オレは立ち上がると、コーヒーの缶を振ふった。

「飲み物、奢おごってやろうか？」

　その言葉に目をしばたたかせ、桐崎は小さく首を振る。

「……いや、すぐに帰るから」

「そうか」

　オレはコーヒーを飲み干すと、ゴミ箱へ放ほうり、桐崎の方に歩み寄った。

「にしても、オレは近所だから分かるけど、お前、どういう風の吹き回しでこんな公園に来たんだ？」

「だから、なんとなくだと言っているだろう。気分に理由もなにもないよ」

　肩かたを竦すくめてそう言う桐崎に、まあ、そうだけど、とオレは返した。

「……だが、懐かしいな」

「ああ、だな」

　桐崎は、目を細めて公園を眺ながめながら言う。

「私はここで、貴様に出会った」

「……ま、あんまりいい出会いじゃなかったけどな」

「そ、それはまあ、確かに、そうだが」

　動どう揺ようするかのように口ごもる桐崎へ、オレは更さらに続けた。

「そりゃまあ、びっくりするわな。いきなり押し倒たおされてぶっ刺されたわけだからな」

「……うむ」

　なんと答えていいか分からず、桐崎は頬ほおを掻いた。

「でも、私も驚いたぞ。次の日に、平然と貴様がクラスにいるのを見た時はな」

「まあ、そりゃそうだ」

　わずかに口元を緩ゆるめる。

「思えば、あれから始まったんだよな。お前との付き合いは」

「……そう、だな」

「色んなことがあったよな。まあ、ほとんどろくでもねえことばっかりだったけどよ」

「なにを言う。バラ色にも思えるほど素晴らしい日々の連続だったではないか」

「ある種バラ色ではあるけどな……」

　それはもう血に塗まみれるという意味で。

「お前と出会ってからすっかり変わっちまったよ、オレも」

　空を仰あおいで、そう呟く。本当に、そうだ。以前とは明らかに違う。あれほど腐くさって見えた自分の人生でさえ、考え方一つで結構面おも白しろいもんになるんじゃねえかなんて、そんな幻げん想そうさえ抱いだくほどに。

「本当、面めん倒どうなことばっかり起こるようになってよ。なんでこんなことになったんだなんて、ぼやくこともあったっけか」

　まあ、今でもたまに思うけどな。こいつが、刃物を持ってはあはあ息を乱している時なんて特に。

「……後こう悔かい、しているか？」

「あん？」

　視線を隣となりへ向ける。

「クギトは、私と出会ったことを後悔しているか？」

「……なんだよ、いきなり」

　オレは、怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめる。

「お前、やっぱりなんかおかしいぞ。最近」

「いや、特に意味はないさ。ふと、そう思っただけだ」

　オレは首を傾かしげながら、「そうだな……」とこぼした。

「……まあ、後悔ばっかりってこたぁなかったよ。結構、面白いこともあったしな」

「そう、か？」

「ああ。色々発見できたこともあったし。そういう意味じゃ、お前と出会えてある意味、良かったのかもな」

「…………そう、か」

　何かを考え込むように、沈黙を置く。だがそれ以上は何も言わずに、桐崎は小さく呟いた。

「……さて、悪いが、そろそろ帰るとするよ」

「もう、か？」

「ああ」

「……そうか」

　オレが答えると、うむ、と頷うなずく。そして、そのまま辺りを見渡した。

　──その時。オレは確かに見た。

　また、桐崎の表情に影かげが差すのを。思わず口を開く。

「……、桐崎」

「どうした？」

「この後、どうすんだ」

「どうするって……夕飯を買って帰る予定だが」

　オレは頷き、頭を掻いた。どうやって切り出そうかと思いながら、いちいち考えるのも面倒だと思い、素直に言うことにする。

「……なんだ。桐崎、予定がないならこれから付き合えよ」

「刺し傷しよう行こう為いに？」

「本気のパンチが行くぞ」

「冗じよう談だんだ。なんだ？」

「晩飯だよ」

　オレは体を伸のばし、買い物袋を見せる。

「よく考えりゃ、お前と一いつ緒しよに晩飯食ったことなかったなと思ってよ」

「……確かにそうだな」

「ああ。まあ、味は保証しないけどな」

「クギトが作るのか？」

「不満か？」

　桐崎は慌あわてたように首を振った。

「い、いや、そんなことはない。ただ、以前、朝に貴様の家へ行った時には帰れと言われたから」

「不法侵しん入にゆうした奴やつに食わせる飯はねえよ」

「……返す言葉もないな」

「で、どうすんだ？」

　問いかけに、桐崎は顔を伏ふせる。そして指先を合わせながら、わずかに頬を朱しゆに染めた。少しだけ上うわ目め遣づかいでオレを見る。

　そして、こう言った。

「……うん、行く」



　ほうれん草のゴマ和あえ。ナメコと大根の味み噌そ汁しる。それに鶏とりのから揚あげと、付け合わせのキャベツにポテトサラダ。当然、最後に白ご飯。

「飯の上になんかかけるか？　ふりかけか、海の苔りの佃つくだ煮にくらいしかねえけど」

「あ、ああ、いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　桐崎はテーブルの上に並んだ夕飯を見て、驚いたような声を出した。

「……すごいな」

「なにが。ああ、そういや、梅干もあったか。オレが漬つけたもんだから大した出来じゃねえけど、いるか？」

「クギトが漬けたのか!?」

「そうだけど。どうかしたか？」

　冷蔵庫を開けながら振り返ると、桐崎はゆっくりと首を振った。

「い、いや。ちょっとびっくりしただけだ」

「そんなすげえことでもないだろ。姉さんが茶ちや漬づけ好きでな。市し販はんのやつは塩味が薄くてあんまり美う味まくねえから自分で適当に漬けてんだよ。まあ、あんまり食わせると塩分過多になるから、量はわざと少なめにしてるけどな」

「……主夫のようだな」

　うるせえ。

「さて、食うか」

　オレは麦茶の入った瓶びんをテーブルの真ん中に置くと、箸はしをとった。

「いただきます」

「……いただきます」

　桐崎はまず、味噌汁の碗わんを手に取った。猫ねこ舌じたなのか、少々過か剰じようなほど息を吹ふきかけて、ゆっくりと啜すする。そして、目をしばたたかせた。

「……美お味いしい」

「そうか？　ならよかった」

「カップの物とはやはり、味が違うな」

「似たようなもんだろ。最近はよく出来てるものも多いしな」

「いや、全然違う。すごいな、クギトは」

　微笑みながら、次にから揚げを箸でつまんで頬ほお張ばる。こちらもご期待に沿える味だったらしく、その顔が綻ほころぶのが見えた。

「思えば、クギトの手料理を食べるのはこれが初めてだな」

「そういや、そうか。あんまりお前をオレんちに連れてこねえからな」

「こんなに美味いなら、もっと頻ひん繁ぱんに来ていればよかった」

「そう晩飯をたかられてたまるかよ。つか、お前を呼ばないのは、家に来たら高確率で犯罪行こう為いに勤いそしむからだ。反省しろ」

「分かった。今度から二回に一回にする」

「ゼロにしようとする努力を怠おこたるんじゃねえ」

　桐崎はポテトサラダを呑のみ込んだ後で、うむ、と頷いた。

「私も最近、料理をするようになったのだが、とてもではないがこんな上う手まくは出来ないな」

「……お前、料理すんの？」

「うむ」

「食べてんの？」

「当たり前だろう」

「そうか……」どうやらこいつの味覚は信用に足りないらしい。褒ほめられてもうかつに喜ばないようにしよう。

「ところで」麦茶を飲んで、桐崎が時計を見る。「貴様の姉は、まだ帰ってこないのか？」

「姉さんは警察に勤めてるからな。時間が不規則なんだよ」

　つられてオレも桐崎の視線を追うと、時刻は八時前になっていた。

「つっても、最近は大きな事件もないから、大体、この時間には帰っているはずなんだけどな……」

　と、オレが言ったちょうどその時、玄げん関かん先さきで間の抜ぬけた音が鳴った。

「噂うわさをすればなんとやら、か」

　オレは立ち上がると、玄関に向かう。ドアのノブを握にぎって開けた。

「おかえり、姉さ──」

「マイ、スウィート、ブラザアアアアア！」

　いきなり力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめられる。

「うぶっ！」

　思わずたたらを踏むと、追い討ちをかけるように、そのまま姉さんが顔を摺すり寄せてきた。

「今日もお仕事終わったわよぉぉ、可愛かわいいクギトぉん」

「……酔よってんのか」

「やぁねえ、あたしはご立派なアダルティよぉ。たかだかビールの一杯や二杯で酔っ払ぱらうわけないじゃあん」

　うむ、これは酔っている。

「姉さん、酒に弱いの自分で知ってんだろが。チョコレートボンボンでもほろ酔いになる癖くせにビールなんて飲んでんじゃねえよ」

「だってぇ、珍めずらしく定時でお仕事が終わったからあ、ちょっと、ほんのちょこっとだけ、ね？　お酒飲んだのよぉ」

　姉さんはへべれけ極まりない様子でまくし立てた。その顔は茹ゆで上がったタコのようで、目は据すわっている。

「それともぉ、なんですかぁ。クギトちゃんはぁ、お仕事で疲つかれているぅ、お姉さんでもぉ、お酒は飲んじゃダメって言うれすかぁ！」

「言ってねえけど限度ってもんがあるだろうが」

「限度なんて言葉ぁ、超こえるためにあるのだぁ！」

　手がつけられねえ。

「というわけでおやすみぃ」

「当然のように寝ねようとすんな。ここは玄関だ」

「玄関でも敏びん感かんでも倒れてしまえば一緒よぉ」

「大いに違うと思うので今から寝しん室しつに運ぶぞ」

「クギトのお味噌汁飲むぅ」

「分かった、分かった」

　オレは大きくため息をついて、姉さんの肩を担かつぐと、キッチンに向かって歩き出した。

「……クギト？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　暖の簾れんをめくって、桐崎が顔を出す。その瞬しゆん間かんだった。

「桐崎さん!?」

　それまで俯うつむいたまま、「クギトのクーはぁ、クールビューティのクゥ」などとわけの分からないことをほざいていた姉さんが、がばりと顔を上げた。

「こ、こんばんは。お邪じや魔ましています」

「あらぁ！」

「いでっ！」

　思いっきりオレを突つき飛ばすと、姉さんは酔すい拳けんのようなふらついた動きで桐崎に近付き、

「桐崎さんじゃなぁい、今日もかーわうぃー！」

　奇き声せいを上げて抱きついた。

「ウフフフフフフ、やっぱり女の子はいいわぁ、柔やわらかいわぁ」

　そのまま、なんの躊躇ためらいもなく胸や尻しりを触さわりまくるセクハラ親父おやじと化す。

「ひっ……！」

　あまりに唐とう突とつな展開に、桐崎が硬こう直ちよくした。相手が相手だけに逆らうことも出来ず、そのまま為なすがままとなっている。

「やめんかこの変態」

　姉さんの襟えり首くびを掴つかんで引き剥はがした。

「なにすんのよぉ、桐崎さんをぉ、触らせなさいよぉ」

「それで『はいどうぞ、遠慮なく』って言う奴がいたら見てみたいわ」

「そういう人に、あたしはなりたい」

　宮みや沢ざわ賢けん治じも浮うかばれない。

「桐崎、ちょっとそこどいてくれ。この誰にとっても迷めい惑わくな存在をとりあえず椅子に座すわらせる。後、コップに水入れてくれ」

「あ、ああ、分かった」

　桐崎がキッチンに向かうのを見ながらオレは苦労して姉さんを運び、どうにかこうにか、席へつかせることに成功した。それと同時にタイミングよく、桐崎が水の入ったコップを置く。

「ありがとぉ！」

　姉さんはコップを掴むと、物もの凄すごい勢いで中身を飲み干し、「あぁー！　このために生きてるぅ！」とおっさんくさい台詞せりふを吐はいた。そのまま、崩くずれ落ちるようにその場に伏せる。

「やれやれだな……」

　どっと疲れが出て、オレは桐崎の隣に腰掛けた。姉さんの隣にいると、何をされるか分からない。

「大丈夫か？」

「あんまり大丈夫でもないが、まあ、たまにこういう時もある」

　体を伸ばして、自分の分の料理をとる。

「悪いな。食事の続き始めてくれ」

「姉はあのままにしといて大丈夫か？」

「酔うのも早いけど醒さめるのも早いんだ。ほっときゃ三十分くらいで少なくとも普ふ通つうの行動はとれるようになる」

　桐崎は、「そういうものか……」と得心がいったように頷いて、食事を再開した。

「ねぇ、クギトォ」

　姉さんが、テーブルに伏せたままで呼びかける。

「へえへえ、なんですか」

「今日はぁ、なんでぇ、桐崎さんが来ているのぉ？」

「たまたまだよ」

「そうなんだぁ」

　ウフフ、と不気味な笑いを漏もらしながら、姉さんは顔を上げてオレたちを見た。何故だかとても嬉うれしそうである。

　オレは、少し冷めてしまった味噌汁を啜った。偶ぐう然ぜん、桐崎も同じような行動をとり、

「ところでさぁ、桐崎さん」

　姉さんの問いかけに、視線だけを上げる。そして、

「いつクギトと結けつ婚こんするの？」

　二人同時に吹いた。

「あら汚きたない」

　激しく咳せき込みながら、オレはテーブルを叩たたく。

「寝ね言ごとをわめくならベッドの上でしろ！　この酔っ払い！」

「なによぉ、照れることないじゃないぃ」

　微笑ほほえみながら頬ほお杖づえをつき、姉さんは尋たずねた。

「ねえ、桐崎さん、弟と添そい遂とげる気あるぅ？」

「わ、私は、その、別に、その、あの」

　桐崎はしどろもどろになる。耳どころか、額まで真っ赤に染まった顔で、膝ひざの上で固めた手に視線を落とした。

「こいつ、まあ、付き合いづらい奴だけどさぁ。性しよう根ねまでは腐ってないのよぉ？　大たい概がいの家事は出来るしぃ、まあ、やらなきゃいけないことに対しては真面目まじめだしぃ、そこそこいい結婚生活は送れると思うけどなぁ」

「え、ええと、あの、えっと、その」

　珍しく、桐崎が大いに動揺していた。妙みような奴だなと怪訝な顔をする。適当に流しておけばいい、たわ言のような気もするが。

「の、乃の出でさんは、と、とてもいい人ですし、あの、その、でも、いきなりそう言われましても……」

　そんな桐崎を見て、まるで小動物でも慈いつくしむかのような目をした後、姉さんはオレの方に視線を移した。

「ねえ、クギト、あんたはどうなのよぉ。桐崎さんと結婚する気あるのぉ？」

「十八かそこらで結婚とか言われても」

　本気でどうにかしないといけねえなこの女、と思いながら、オレは言った。

「オレはまだ自分のことだけで手て一いつ杯ぱいだって」

「あんたねぇ、そんなことばっかり言ってるとぉ、桐崎さん、どっか行っちゃうぞぉ」

「……気ぃつけるよ」

　ため息をついて、オレはほうれん草を口に放り込んだ。



　酔っ払いながらも、姉さんは桐崎をきちんと家に送っていくように、と念を押おすことだけは忘れなかった。その忠告に従って、オレは夜道を桐崎のアパートまで一緒に歩いている。

「悪いな、変なもんに付き合わせちまって」

「自分の姉を掴まえて、変なものはないだろう」

　そう言って笑う桐崎に、オレは言った。

「ま、あんまり気にしないでくれ。多分、姉さんも明日には覚えてねえんだ」

「……うむ」

　唸うなるような北風が、一ひと際きわ大きく吹いた。桐崎は寒さに身を縮める。オレはそれを見て、自分のマフラーを外した。薄うす手でのコートしか身につけていない桐崎の首に、それをかける。驚いたようにこちらを見るので、肩を竦めた。

「女の方が冷えやすいって言うからな」

「……ありがとう」

　マフラーに顔を埋うずめて、桐崎は目を閉じた。しばらくそのままで、二人とも、言葉もなく歩く。

「……さっきの話だが、な」

　不意に、桐崎が言った。

「私は、気にしてなどいない」

「そりゃ結構」

「……どだい、無理な話だからな」

「あん？」

　目をしばたたかせると、桐崎は少しだけ笑った。

「夢物語にも、ほどがある。私と貴様が結婚だなんて、な」

「……まぁ、そうかもな」

　非現実的という意味で言えば、だ。

　少しだけ、未来を想像してみる。もしかなにかのはずみで、オレが桐崎と結婚したとして。例えば、どんな生活になるだろうか、と。

　仕事で疲れて帰ってきたオレに、エプロン姿の桐崎が駆かけ寄よってくる。

『よく帰ってきたな』

『ああ』

『疲れただろう？　先にお風ふ呂ろ？　それともご飯？　あるいは……』

『その先は想像できる。風呂にしてくれ』

『お風呂は壊こわしたんだ』

『壊れたんじゃなくて壊したのかよ……堂々としてていいことだな。じゃあご飯』

『分かった、ご飯だな』

『ちょっと待て。どこに連れていく』

『寝室だが』

『ご飯だろ!?』

『ああ。ご飯だ。

　──そう、私のな！』

　……あまりにリアル過ぎて泣けてきた。なに想像してんだオレは。ため息をついて、桐崎を見る。そして、オレは小首を傾げた。

　まるで、死ぬか生きるか、そんな選せん択たくを迫せまられた人間のように、ひどく思い詰つめた顔をしていたからだ。

「……おい、桐崎？」

「ん？　どうした？」

　すぐに明るい顔を取り戻もどして、オレに笑いかける。だが、それで先ほど見たものが帳消しになるわけではない。

「お前……」

　やっぱり、なにかある。そう確信した。だが、それを問うていいものか？　と迷いが生まれた。桐崎が話すその時まで、待つべきではないのだろうか。

「どうした？　クギト」

「……ああ、いや」

　その判断がつかぬまま、やがて、桐崎の住むアパートが見えてきた。どちらともなく、足を止める。

「もう、この辺りでいい。今日は世話になったな」

「ん、気にすんな」

　頭を下げる桐崎に、手を振った。その後に続く言葉もなく、黙だまり込む。それは、桐崎も同じのようだった。オレたちの間に、不自然な無言の時が流れる。

「……なあ、桐崎」

　口火を切ったのは、オレの方だった。

「なんか、こういうこと言うの、性に合ってねえんだけどよ」

「……うん？」

　頭を掻かいて、言いたいことをきちんと整理出来ないもどかしさを感じながら言う。

「オレがなんでも出来るだなんてことは言わないし、言えねえけどよ。それでも、そこそこは手伝えると思うんだよ」

「…………」

「だから、なんつうか……。なにかあったら、何でも言えよ。出来る範はん囲いで、どうにかしてやるからよ」

　桐崎は、すぐには答えなかった。

　まるで、自分には抱かかえきれない何かを突とつ然ぜん渡わたされたかのように驚き、そして……微笑んだ。

「ありがとう。何かあれば、クギトにはきちんと言うから」

「……おう」

　だが、それは、自然に漏れたものではなかった。どこか無理をしたような、苦しさを隠かくすが故ゆえに出る、どこか感情とちぐはぐな笑み。オレは、自分の言葉が桐崎にとってなんの解決にもならなかったことを悟さとった。なんとかしなければ、と思う。正体不明の焦あせりが、オレの背中を蹴け飛とばしているかのようだった。オレは、「えー」とか「あー」とか、形にならぬ言葉を漏らし、

「桐崎」

「どうした」

「あのー、その、なんだ」

　必死で自分のとるべき選せん択たくを探ろうとするも、中々見つからない。心の引き出しというものがあるのなら、それを必死でかき回す。そしてオレは、取り出したものを、特に吟ぎん味みもせずに言ってしまった。

「──とりあえず、少し刺さしていくか？」

　おい。

　なにを言ってるんだ、オレは。

「…………は？」

　桐崎が、あまりの事態に脳みそがついていってないらしく、目をこれでもかというほど丸くしていた。

「え……あ、え？」

「いや、忘れてくれ。なんでもない。気の迷いという名の冬に流離さすらう遥はるかか気高き妖よう精せいの名な残ごりだかなんだかこれから帰宅します」

　オレはトチ狂くるったとしか思えないような自分の言動を鑑かんがみるに、ここは逃にげた方がいいだろうと踵きびすを返し、

「……待て」

　手を掴まれた時点で、いつかタイムマシンを発明して過去の自分を殺すことに決めた。

「い、いいのか？　本当にいいんだな？」

「い、いやー、いいのか悪いのかって言えば、いいような悪いような、多分悪いんじゃないかなーって……」

「き、貴様が望んだんだからな」

　桐崎は、オーバーヒートした体で小刻みに呼吸を繰くり返した。潤うるんだ瞳ひとみが、オレを見つめている。

「今日は大人しくしておこうと思ったのに、貴様がそんなことを言うから、見ろ、興奮してきたじゃないか」

「桐崎さん、最近、発情するまでの段階が速くないですか……？」

　それは進化なの？　それとも退化なの？

「貴様のせいだ。貴様の体があんまり具合がいいものだから私のモノもすぐうずくんだ」

　物凄い勢いで記き憶おくを消去したくなる言葉を聞いたので色んな感覚をシャットダウンしたい。

「い、いいか、言ったのは貴様だぞ！　貴様だからな!?」

「ひぃ、すんません！　訂てい正せいします！　あらゆる手を使ってさっきの言葉を取り消します！」

「無理だ、私の記憶力は主に貴様に限ってのみ完かん璧ぺきになる！」

　なんという限定的かつ意味のない能力……！

「も、もう、ここでいい」

　耐たえ切れないというように、桐崎が言う。

「ええ!?」

「ここでいい」

「だ、誰だれかに見られますよ？」

「見せ付けてやればいい」

「通報されるぞ!?」

「公然猥わい褻せつくらい軽いものだ！」

　いや、もっと重い罪になること確定ですけども!?

　桐崎は自分のコートのボタンを緩ゆるめながら、オレの首筋に顔を埋めて舐なめた。ぞくぞくと、寒さとは違ちがう感覚が這はい登る。

「……クギト、あったかい」

　オレは血の気が引いて凍こおりつきそうだった。桐崎がオレを地面に押し倒たおし、馬乗りになる。そして、艶なまめかしい舌で唇くちびるを舐めた。その背後には、星の見えない夜空に妖あやしく光る、見事な満月が浮かんでいる。

　これは、どこかで、見た、風景……。

「ダメだこりゃ……」

　オレは、最早もはや全すべてを諦あきらめた。

　──が、その時。

　甲かん高だかい音が響ひびく。

「ちょ、ちょっと待て！　電話だ！」

　今にも喰くいかからんと自身の牙きばという名のナイフを振ふり上げていた桐崎は、オレの言葉に手を止める。そして、興を削そがれたという感じに唇を尖とがらせた。

　オレは慌てたようにポケットを探って携けい帯たい電話を取り出す。発信者の番号を見て、目を見開いた。

　通話ボタンを押して間もなく、向こうから、

『路上で変態行為も程ほど々ほどにしておいた方が良いかと思われますが』

「……見てんのかよ」

『貴方あなたがたは常に監かん視しされていますので』

　最早、名前を確認する必要もない。その棒読みみたいな口調で話す人間で、オレの電話番号を知っているのは、一人しかいない。

『単刀直入に申し上げます。──任務です』

　本当に簡潔に、そいつ……花王曽根宮春香は言った。

「……今か？」

『いえ、貴方がたもやることがおありでしょうから、今週の日曜日、午後二時半に駅前の【シャトワール】という喫きつ茶さ店てんでお待ちしております』

　オレは出来ればヤることを中止してもらいたいんだが……。

「……分かった」

『それでは、お楽しみ下さい』

　微み塵じんも楽しんだことはねえよ！　過去も今も未来も！

　と、いう叫さけびを放つ前に、案の定、電話は切れてしまった。

「……ハルか？」

「あ、ああ、そうだ。今週の日曜日、【シャトワール】って喫茶店で午後二時半に待ってるって」

「そうか」

　桐崎はそう言って、ナイフを握っていた手を下げた。ハルからの連れん絡らくで、冷静さを取り戻したらしい。あいつもたまには役に立つものだ。

　が、桐崎はそのまま、一向に動こうとしない。さすがに不ふ審しんに思い、オレは尋ねた。

「おい、桐崎？　そこ、どいてくれねえか？」

「……少し待て」

　目を閉じて、息を吸い込んでは、吐く。なにかに集中するかのように。

「なにしてんだ、お前」

「うむ。少々散ってしまったのでな。今、全部取り戻しているところだ」

「なにを」

　桐崎は、平然と言った。

「興奮」

「捨ててこいそんなもん！」

　──が、結局、正気を失ったままだった桐崎に再びエンジンがかかり、オレは縦じゆう横おう無む尽じんに嬲なぶられたのであった。

　合がつ掌しよう。



　自動ドアを潜くぐると、軽快な音楽が出で迎むかえた。詳しよう細さいは不明だが、恐おそらくは流は行やりのポップミュージックだろう。

　恋こいと孤こ独どくと触ふれ合いをなくした社会の虚むなしさを訴うつたえているその曲をオレは耳みみ障ざわりと捉とらえながら、ハルの姿を探した。

　しかし日曜日だというのに少ない客の中には見当たらない。不思議に思ってきょろきょろと見み渡わたしていると、

「五分遅ち刻こくです」

「うわぁ!?」

　全くなんの気配もなく声がしたので飛び上がった。周囲からの視線が集まり、オレは軽く睨にらんでそれらを霧む散さんさせる。

　振り返ると、大方の予想通りハルがいた。何度見ても慣れない無表情を携たずさえて、口を開く。

「午後二時半とお伝えしておいたはずですが」

「ちょっとくらい遅おくれる時だってあるだろ……。大体、なんでわざわざ背後から現れるんだよ」

「それではこちらです」

　無視かよ。まあ、意味なんてないんだろうけど。オレはため息をつきながら、ハルについて歩こうとして、それが店の入り口へ向かっていることに目をしばたたかせる。

「おい、店、出るのか？」

「ええ」

「じゃあなんでここで待ち合わせしたんだよ」

「別に場所は何ど処こでも構わなかったのですが、貴方がたの知っている場所を指定しておいた方が都合が良いかと思いまして」

「だったらこの店で話せばいいだろ。今までもそうしてたじゃねえか」

　足を止める。ハルは、前を向いたままで言った。

「ここでは人目につき過ぎます」

「そこはお前の妙な能力でどうにかなるんじゃねえのか？　ほら、前の海外任務の時、喫茶店で見せたやつ」

「貴方がたの反応でさえも、出来るだけ第三者に聞かれたくはありませんので」

　……やけに今回は警けい戒かいが厳重だな。

　オレは首を傾かしげながらも、再び歩き始めたハルに続いた。

　店を出て、前の大通りを右に。そのまましばらくまっすぐ進んだ後で、路地裏へと入った。

「……クギト」

　薄うす暗ぐらく、狭せまいその場所には、既すでに桐崎が待機していた。

「よぅ、お前も来てたのか」

「待ち合わせ時刻の十分前には」

「……悪かったよ」

「反省すれば許されるものでもなく、その内容の実行こそに意味があると思いますが、今ここでそれを確かめる術すべはないのでひとまずは謝罪を受け入れておきます」

　そりゃどうもありがとーごぜーました。

「さて……まずは、お集まり頂いてどうも有難う御座いました」

　ハルは軽く頭を下げた後で、オレと桐崎をまっすぐに見て、口を開く。

「桐崎恭子、及および乃出狗くぎ斗と、貴方がたにはこちらの命に従い、様々な任務をこなして頂きました。いずれも完全に成功したとは言い難いものばかりですが、ひとまずはそのことへのねぎらいの言葉を送りたいと思います」

「なんだよ……いきなり」

　いくら感情がこもっていないとはいえ、唐突にお前らにねぎらわれても気持ち悪さしか感じないわけだが。

　だが、怪け訝げんな顔をするオレや桐崎には構わず、ハルは更さらに続けた。

「最初に言っておきます」

　その、予想外の言葉を。

「恐らくは──」

　あまりにも、あっさりと。

「──これが、最後の任務となるでしょう」







　　　第三章　死なない男と夜の微笑み





「……最後？」

　最初に声を上げたのは、桐きり崎さきだった。訝いぶかしげに続ける。

「どういうことだ」

「先に言った通り、額面通り受け取って頂いて結構です。【組織】から、貴方がたに下す命は、恐らくこれが最後になるでしょう」

「……その任務をこなしたら、どうなるっつーんだ？」

「それは分かりかねます。あくまでも私はメッセンジャーに過ぎませんので」

　ただ、と前置きする。

「【組織】はこの任務の成功如何いかんによって、その存在そのものが解体される可能性もあります」

「はあ？」

　オレは、想像だにしない言葉の連続で、脳がついていけず間ま抜ぬけな声を漏らした。

「ちょ、ちょっと待てよ。どういうことなんだ、それは」

　ハルが、その冷たく何も映さぬ瞳でオレを見る。

「そもそもが、【組織】はこれから貴方がたに伝える任務の為ために創設されたと言っても、過言ではないからです」

「…………」

　桐崎が、眉まゆを顰ひそめる。

「それは……【組織】は元々、たった一つの目的を果たすためだけに作られた、ということか？」

「その通りです」

「……やはり、そうだったか」

　一人、合が点てんがいったように頷うなずくのに、オレは物問いたげな視線を送る。それを受けて、桐崎が口を開いた。

「クギト、随ずい分ぶんと前になるが、私が【組織】について話したことを覚えているか？」

「ええと……なんだっけか」

「犯罪者を使って犯罪者を裁く──一種、荒こう唐とう無む稽けいともされるこの【組織】という存在が作られた背景には、恐らく何かあると。この国は、というよりも政府というものは、危機が間近に迫らなければその重い腰こしを上げることはない。つまり【組織】が既にある、ということは、それを立ち上げなければならないほどこの国を追い詰めた【何か】が過去にあったからだ、と」

　ああ、そういえば、そんなことを聞いたような気もする。もう随分と前のことだから、記憶が曖あい昧まいだが。

「そこまで察しがついているなら話は早いですね。つまりは、そういうことです」

「その【何か】が、姿を現したってことか？」

　ハルが、オレの言葉に頷く。

「正確には、【再び】ですが」

「……テロ組織か？」

「いいえ」

「大規模な宗教組織か」

「違います」

「他国からの密ひそかな侵しん略りやく、というわけでは勿もち論ろんないだろうな」

「ええ」

　その手にもった鞄かばんを開けると、ハルは写真を二枚取り出した。それをオレたちに手て渡わたす。

「ご覧下さい」

　そこには、温和そうな顔つきをした、いかにも優やさ男おとこと言えるような人物が写っていた。全体から漂ただよう雰ふん囲い気きも穏おだやかで、オレと違い、会っただけで誰もが心を許しそうな、そんな空気を纏まとっている。

「こいつを護衛でもするのか？」

「いいえ」

　ハルははっきりと言い放った。

「その男を、行動不能にして下さい。もちろん、殺害出来ればそれに越したことはありませんが」

「……こいつを、か？」

　さすがの桐崎も、小首を傾げながら問いかける。

「この男を殺害することが、貴様らが【組織】を立ち上げた理由だと？」

「その通りです」

「……いまいち掴つかめねえな」

　オレは、写真をぺらぺらと揺ゆらした。

「この何処にでもいるような奴やつが、一体なにしたっていうんだ？」

「殺人です」

「……そりゃまたびっくりだ」

　人は見かけに寄らないとは言うが。いや、まあ、今までの相手だってそうだったか。

「また、アンネのような人間なのか？」

　桐崎が、不ふ穏おんなものを感じ取ったかのように、沈しずんだ声で話す。だがハルは、ゆっくりと首を振った。

「系統としては似ているかもしれません。ですが、規模が違い過ぎます」

「……規模？」

「殺した人間の数です」

「何人だよ」

　ハルはわずかに息を吸い、ゆっくりと吐はいた。

「──記録されている限りでも、七百八十九人」

　オレは目を見開く。

「……まじか？」

　桐崎も、睨みつけるようにして写真の男を見ていた。

「記録されている限りは、ですから、実際はもっと多いのでしょう。千人以上と見る者もいます」

「ちょっと待てよ。こいつが？　千人？　それも一人で？」

　平然と挙げられる数字に、オレは動どう揺ようして質問を繰り返す。当然だ。一人殺したなんてのはよくある話だ。十人というのも聞いたことがある。それが千人？　漫まん画がじゃあるまいし、そんなことあるのか？

「……アルバート・フィッシュという人物をご存知ですか？」

　オレの疑問に答えを差し出すがごとく、ハルが言った。

「一九三四年に逮たい捕ほされたアメリカの殺さつ人じん鬼きです。彼かれは誰からも好かれる穏やかな風ふう貌ぼうをもつ紳しん士しでしたが、逮捕後、実に四百人の子どもを殺害してその肉を食したと語りました」

「ヘンリー・リー・ルーカスという男もいたな」

　桐崎が、その後を繋つないだ。

「【羊たちの沈ちん黙もく】で有名なハンニバル・レクターのモデルと言われている。彼は思い出せる限り三百六十人の殺害を告白したが、記憶を正確に辿たどるとその数は五百を上回ると言われている」

　桐崎はオレを見て、

「アメリカと日本という違いはあるものの、数百を超こえる人間を殺したという殺人鬼は過去にもいた。頭のイカれ具合ではこの国にそういった輩やからがいてもおかしくはないだろう」

　そこまで言って腕うでを組むと、壁かべに背を預けて小さく呟つぶやいた。

「……実際、私のような人間もいるんだ」

「……、でもよ。そいつらは、皆みな、普ふ通つうの警察に逮捕されたんだろ？　それがなんでお前ら【組織】が出てくることになるんだよ」

「その男も先に挙げた者たちのように、精神状態はともかく、肉体が普通の人間であれば何の問題もありませんでした」

「肉体……？」

「順を追ってお話しします。貴方がたにはこの男のことをよく知って頂く必要がありますので」

　そう前置きして、ハルは言った。

「彼には恐らく、桐崎恭きよう子こ、そして、乃の出で狗くぎ斗と。貴方がたしか対たい抗こうすることは出来ないでしょう。強さは勿論、その身に持つ尋じん常じようならざる能力故に」

「……能力？」

「彼は桐崎恭子、貴方と同じように何者をも寄せ付けぬ卓たく越えつしたナイフ技術をこなし、そして何より、【細さい胞ぼうの異常再生能力】という特異体質の持ち主です」

　細胞の、異常再生能力。

　小難しい言葉を並べ立ててはいるものの、それが意味するところを、オレはすぐに察した。当然だ。オレが知らないわけがないのだ。

「……おい、まさか」

「そうです、乃出狗斗」

　ハルは信じられぬ想おもいでいるオレを真っ直ぐに見み据すえ、

「この男は、貴方と同じ」

　そして、抑よく揚ようのない声ではっきりと告げた。

「──【死なない】、という能力を持っています」

　場に、沈黙が下りる。

　オレは、唐とう突とつに訪おとずれたその展開に、息を呑のんだ。

　死なない。不死。オレと同じ力を持つ、数百を超える人間をその手にかけた、猟りよう奇き殺さつ人じん鬼き。

「ハル……」

「……ご説明致いたします」

　ハルはオレの言葉を遮さえぎるように口を開いた。

「この男の、全てを」

　そして、ゆっくりと語り始める。

「まずは、最初の事件から──」



　その男の名を、緋ひ央おう刹せつといった。

　現在の年ねん齢れいは二十七歳さい。事件当時は弱じやつ冠かん、十四歳だった。

　彼は関かん東とう圏けんのある地方都市で生を受けた。父親は医い療りよう機器メーカーに勤めるサラリーマンで、母親は週三でスーパーのレジ打ちのパートをしている専業主婦。兄妹きようだいは上に兄が一人、下に妹が一人。極ごく々ごく一いつ般ぱん的てきな家庭だった。

　だが、平へい凡ぼんを絵に描かいたようなこの緋央家で、ただ一人異質だったのが、次男の刹。

　彼は、彼だけは何な故ぜか、【不死】という力を持って生まれてしまった。

　事が発覚したのは、刹が四歳の頃ころ。それまでも傷が早く治ったりしたことはあったのだが、誰も特に気には留めていなかった。だが、ある日彼の通っていた幼よう稚ち園えんの通園バスがトラックと正面衝しよう突とつするという大事故が起こる。相手側がかなりのスピードで走っていたこともあってか、園児のほとんどは死亡。残った者も重傷で意識不明となった。

　しかし、刹だけは、全くの無傷で発見される。それも救命に駆けつけた救急隊員たちの話によれば、自分たちの見ている前でみるみる内に傷が塞ふさがっていったのだという。

　当初は両親も様々な医療機関に刹を診みせ、体質の改善を行おうとした。それは息子に起こったことの真実を知りたいという想い、そして何より、その身に宿った異常な能力から彼を救ってあげたいという願いも勿論あっただろう。だがそれ以上に、彼らは自分たちの子どもが普通でなくなることを恐れていた。【不死】という力を、完全に隠し通すことなど出来ない。いつかどこかで、バレてしまうかもしれない。近所や勤め先で噂うわさになるかもしれない。息子だけでなく、そんな人間を産んだ母親や、その夫までもが不気味がられ、周囲から疎うとまれるかもしれない。平凡な家庭、なんの問題もない環かん境きよう、障害のない人生──それらが緋央刹という一人の人間によって、壊こわされてしまうかもしれない。彼らは何よりも、そのことに怯おびえた。

　だが、誰に診せても治ち療りようする方法どころか、その原因さえ特定されない。

　いつしか両親は疲つかれ果て、やがて、刹のことを遠ざけるようになった。

　そして、常識の下で生きていた自分たちの中に入り込んだ異分子を、彼らはやがて拒きよ絶ぜつすることとなる。事故から何年か経たち、遂ついに彼らは、刹を自分たちの息子だと認めることを放ほう棄きしたのだ。当時、不景気により父親が会社をリストラされ、母親が重い病気にかかったために職場を辞やめざるを得なくなり、長男がバイク事故によって左ひだり脚あしを失うという、連続した不幸に見み舞まわれたことも祟たたったのかもしれない。理り不ふ尽じんな出来事にそれでも理由を探し、両親はその全てを刹のせいであると考えるようになっていった。

　間もなく、刹は両親、そして兄から虐ぎやく待たいを受けるようになる。化け物と罵ののしられ、悪あく魔まの子だと誹そしられ、お前のせいでうちはこうなったのだと、謂いわれのない責任を押おし付けられた。度重なる暴力に曝さらされ、それでも一向に傷を受けない刹に、その頻ひん度どは次第に増していく。

　他に頼たよる者もいない刹はそんな中で育ち、やがて彼は、ある考えにとり憑つかれるようになった。

　目の前の、自分を殴なぐり、蹴けり、罵ば倒とうし、果ては殺そうとする厄やつ介かいなモノを、片付けるにはどうすればいいのだろうか、と。

　その考えは、時を経て【殺人】という一つの行こう為いに結びついた。邪じや魔まなものなら殺せばいい。鬱うつ陶とうしい存在は消せばいい。単純なことなのだと。

　しかし彼は、年齢不相応なほどにその知能は優すぐれていた。自分が今のまま殺人を実行しても、彼らに逆に取り押さえられてしまうかもしれない。そう考えたのだ。故に彼は、自分自身を鍛きたえることに没ぼつ頭とうした。それから約二年間、彼はひたすらにナイフで人を殺す訓練をし続けることになる。そこで挫ざ折せつしたならば、まだ良かった。しかし不幸にも刹には類たぐい稀まれな才能があり……それは見事開花することとなった。

　そして緋央刹は、最初の殺人を犯おかす。

　十四歳の頃、いつものように虐待を受けていた刹は、隙すきを見て兄の喉のど笛ぶえを掻っ切った。血ち飛沫しぶきを上げて倒れる兄を見て叫んだ両親の両目をナイフで抉えぐり取ると、そのまま押し倒して頚けい動どう脈みやくを裂さく。その後、彼は両親と兄の死体をバラバラに解体し、それらを部屋中に飾かざると、内臓でデコレーションしたという。

　その中で彼は、自身にあるもう一つの異常性に気付いた。殺人という行為に、たまらない性的興奮を覚えていたのだ。人の体を突つき刺し、その身を裂き、抉ることは、彼に今まで体験したことのない快感を与あたえた。

　緋央刹は瞬またたく間まにその魅み力りよくにとり憑かれ、常じよう軌きを逸いつする行動をとることとなる。

　その証明ともいうべき事件は、その後に起こった。

　彼は両親と兄を殺害した後、自宅の二階へ上がると、就しゆう寝しん中の妹を包丁で突き刺したのである。彼かの女じよは、緋央家の中で唯ゆい一いつ、刹に懐なついていた理解者であった。彼も妹を心から愛し、慈いつくしんできたはずだった。しかし、殺人という鬼おにに憑かれた刹は、突とつ如じよとして襲おそい来る衝しよう動どうに抗あらがいきれない。妹も同じように体を解体して部屋に飾りつけたが、その心臓だけは、小さく刻んでポケットに入れたという。

　そして計四名、血の繋がった親兄妹を殺害すると、緋央刹は家を出ることとなった。



「……狂くるってやがる」

　ハルの説明を聞きながら、オレは呟いた。その背景から考えるに、緋央刹が両親を殺そうとする気持ちを抱いだくことくらいは理解することが出来る。

　だが、その方法はあまりに残ざん虐ぎやくだった。最早、緋央の中にあるのは、両親や兄に対する復ふく讐しゆうではなかったのかもしれない。途と中ちゆうから、ただ殺すという行為だけに惹ひかれていたのかもしれなかった。そうでなければ、妹まで殺す理由がない。

「最も異常なのは、彼があくまでも正気であったということです」

　ハルが言った。

「桐崎恭子のように、極度の興奮状態の中、自身の意思とは別に殺害を行っていたのではありません。そういう意味ではアンネ＝ルドシィークと似ているのかもしれませんが、緋央刹は自分のそういった行為になんら後ろめたさを覚えていません。彼女のように、自分の中に枷かせを作ることもしていない。正しよう真しん正しよう銘めい、本物の快楽殺人者です」

「……何故、緋央の生おい立たちがそんなに詳くわしく分かったんだ？」

「彼が一度、警察に捕つかまっているからです」

「最初の事件の後に？」

　オレの言葉に、ハルは深く頷いた。

「家族を殺してきたから捕まえてくれ、と」

「……自首したのか」

　桐崎が尋たずねると、

「ええ。彼は自分の生い立ちを話し、その後取り調べの際、こう語ったそうです」

　自分を逮捕するなら、死し刑けいにした方がいい。滅めつ多たなことでは【死なない】から、あらゆる方法を試し、徹てつ底てい的てきに殺し尽つくした方がいいかもしれない。

「ですが、緋央刹が未成年であること、精神状態が極めて不安定であること、また、家族から度重なる虐待を受けてきたことなどの事情を鑑みて、裁判所では施し設せつによる再教育が必要であると判断されました」

「……まあ、そうだろうな」

　ただでさえ、日本は死刑には批判的な国だ。子どもに対してそういった判決が出ることはまずないだろう。

「そういえば、幼い頃にそんなニュースがあった気もするな。詳細はさほど記憶にないが」

　桐崎がそう言った。十三年前だから、オレと桐崎は五歳だ。だけど、オレは覚えていない。覚えていてもよさそうなくらいショッキングな事件だったが、ちょうどその頃、オレは親父おやじから虐待を受けていた。そんなもの、気にしている暇ひまはなかったのだろう。

「自分への処分が決定した時、緋央刹はこう漏もらしたそうです」

　今殺されないと、自分はもう、止まることが出来ない。

「そしてその言葉を裏付けるかのように、彼は、収容された更こう正せい施し設せつの人間を殺して脱だつ走そうしました」

「……全員、か？」

「ええ。調理室にあった包丁を何本か盗ぬすみ、総勢、百五十名の人間ほぼ全員を殺害したようです」

　恐らく、そこまで殺す必要はなかったに違いない。

　それでも緋央は、全ての命を奪うばった。

　そこにはもう、奴を最初の殺害に至らせた感情はなく──ただ、悦えつ楽らくだけが存在していたのだろう。

「そのまま、彼は追ってきた警官三名を殺害、その後、一時的に行方ゆくえをくらまします」

　それから三年間、事件は全くというほど起こらなかった。警察では捜そう査さが続けられていたが、世間では緋央刹による異常な殺人劇は、幕を下ろしたとさえ思われていた。

　しかし、緋央が十七歳になった頃、再びその悲劇は起こる。

「政界で大きな発言力を持ち、次期総理とも謳うたわれたある政治家が、その家族諸もろ共とも殺害されました」

　自宅で、その議員は娘むすめ、妻と共に、死体となって発見された。三人の死体はちょうど真ん中から裂かれ、まるで標本であるかのようにその皮の端はしをピンで留められて中身が曝さらされていたという。ただし内臓や心臓は存在せず、それらはまるでゴミであるかのようにトイレに放ほうり込まれていた。当時、その議員宅には三十名を超えるガードマンが常じよう駐ちゆうしていたが、その全員が惨ざん殺さつされている。

「それから間もなく、今度は第九条の改正案などで過激な発言をしていたとある野党の議員が、休きゆう暇か中のホテルで殺害されているのが発見されました。その体は滅めつ多た刺ざしにされており、内臓全てが持ち去られていました」

「それも、緋央がやったっていうのか？」

「現場に彼の指し紋もんが、はっきりと残されていました」

　まるで、そんな小細工にはまったく興味がないというように。

「しかも、緋央刹はその議員が泊とまっていた階の人間全てを殺害しています。彼らは皆、内臓を抉り取られ、それらはエレベーターホール前に山となって積み上げられていたそうです」

　想像したくもない事件だった。吐き気がこみ上げてきそうになる。

「……なんで、無関係の人間を殺した？」

「理由など、ないのだろう」

　桐崎が首を振った。

「もう、緋央刹に殺害をする理由はない。ただ自分の快楽のために、気の向くまま殺し続けたのだろうな」

「恐らくはそうでしょう」

　その後、緋央は様々な人間を様々な方法で殺す。それは大会社の社長であったり、または、テレビで人気のアイドルであったり、あるいはホームレスや一いつ般ぱん人じん、広域暴力団の幹部であったりと、人間のタイプや職業も様々であった。

「そんなに派手にやったんだったら、マスコミが黙だまってないんじゃねえのか」

「勿論、そうです。しかし、政府は無差別大量殺人による民衆のパニックを恐れ、報道管制を敷しきました。関係者には監かん視し付きの緘かん口こう令れいを出し、それぞれは別個の事件として、あるいは事故として報道されていたそうです」

「でも、それだけじゃ……」

「ええ。政府は最終的な判断を下します。緋央刹の、速すみやかなる抹まつ殺さつを」

　極めて例外的な処置であるとして、緋央刹に超ちよう法ほう規き的てき措そ置ちを講じ、その人権を全て剥はく奪だつ。裁判無しの現場での射殺を認めた。その判断に反対を訴える者もいないではなかったが、彼らはその意見を強く押し通すことは出来なかった。誰も、完全に否定することは出来なかったのである。政治家さえ容易にその手にかける緋央の、次の被ひ害がい者しやが自分であると。

「異例とも言える数の警官隊の出動により、人の目に触れぬよう、緋央刹の捜そう索さくが始まりました。時間がかかると思われましたが、その予想は外れることとなります」

「どうしてだ」

「……緋央刹が、警察側に手紙を送りつけてきたからです」

　そこには、短くこう書かれていた。

【殺すなら早く殺してくれ。止められるまで止まることは出来ない】

　そして、その文章の後に、とある廃はい工こう場じようの住所が記されていた。

「警察は機動隊を含ふくめ多くの人間を引き連れて、緋央刹の指定した場所に赴おもむきました」

　何故、たった一人の人間のためにそこまでしたのか。それは、偏ひとえに政府が緋央の身体能力に恐れを抱いたからである。緋央はどのような厳重な警戒さえも物ともせずに、既に数百を超こえる人間を殺害していたからだ。その中には、銃じゆう器き類を所持していた者もいた。

　果たして緋央刹は手紙の通りそこにいて、彼らは交こう渉しようもなく一いつ斉せいに自らの持つ銃器を発はつ砲ぽうした。普通の人間であれば、瞬く間に粉こな微み塵じんとなるほどの勢いだったという。

「ですが、緋央刹は死ななかった。彼は警官隊の目の前で、撃うたれた傍そばから傷を修復していったそうです」

「……非致死性の、例えば睡すい眠みんガスのようなもので行動不能にすることは出来なかったのか？」

　桐崎の問いかけに、ハルは首を振った。

「緋央刹は、ただ殺しが得意なだけの犯罪者ではありません。指定してきた場所も包囲するには規模が大き過ぎ、建物自体も半はん壊かいしていてそういった類の兵器が使用出来ないようになっていました。警察側を嘲あざけり、わざわざ呼び寄せるような真ま似ねをしたのも、自分に都合のいい場所で邪魔なものを一斉に始末する意味があったのでしょう」

　狂きよう人じんでありながら、理性的。そこは、今まで出会ってきた奴と同じだ。だが、今回の場合は、持っている力があまりにも大き過ぎる。

「警官隊は、全ての弾たまを撃ち尽くしました」

　だが……それでも尚なお、緋央は生きていた。

「そして──その場にいた、百を超える警官の半数以上が殺害されました」

　そこには、俗ぞくにＳＡＴと呼ばれる特とく殊しゆ部隊も含まれていたという。彼らは予想外の被ひ害がいに、このままでは全ぜん滅めつもありうると撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　緋央は自分を捕まえに来た人間の命を奪った後、また、短い間に大量殺さつ戮りくを繰くり返し始めた。報道管制を敷くのにも限界があり、徐じよ々じよに、徐々にではあるが一いつ般ぱんにも緋央の存在は知られつつあった。

「最早もはや、表おもて沙ざ汰たになるのを覚かく悟ごで自衛隊を投入するしかない。政府はそこまで追い詰つめられていたそうです」

　だがある時から、緋央による殺害は目に見えて数を減らしていった。そして、遂には全く行われなくなったのである。

「なんで、いきなり終わったんだ？」

「分かりません。ただ、最後となった殺害現場には、血で書いた紙が残されていたそうです」

　そこには、たったひと言。

【飽あきたので、ひとまず、休きゆう憩けいとします】

「……それだけ、か？」

「ええ。本当にその事件以降、緋央刹は殺人を行わなくなりました。警察では捜査が続けられましたが、その後の行方は知れません」

「理由もなく殺人を始めて、理由もなくそれを終わらせた、ってわけか……」

　まさに気まぐれだ。どういう心理をもっていたのか、全く読むことが出来なかった。

「ひとまず、一連の事件は終わりを告げました。しかし、政府にとってはそれで全すべてを済ませるわけにもいきません」

　当然だろう。飽きたから休憩する、その言葉通りだとしたら、本人的にはこれで全てを終わらせるつもりはないのだ。ただ、今は休んでいるだけ。いつまた再開するか分からない。

「国会内では様々な、表には出すことの出来ない議論が交わされました。政治家たちにとっても、緋央刹が起こす事件は他ひ人と事ごとではありません。被害者の中には、多数、議員が含まれていましたから」

　そして、あらゆる案が出尽くした頃のことだった。

　ふと、誰だれかが言ったのだ。

　緋央刹は、果たして、一人なのか──？　と。

「日本には彼以外にも、知られていないだけで同じように尋常ならざる能力をもった者がいるのではないか。緋央刹に敵かなうことはなくとも、出来うる限り近づける存在がいるのではないか。そんな風に考えられたそうです」

　そんな犯罪者を見つけ出し、確保し、もしもの時の尖せん兵ぺいとしたら。もしかすれば、緋央に対抗することが出来るかもしれない。少なくとも、彼を追い詰め、身動き出来ぬよう捕とらえることの出来る、大きな隙を生むことが可能となるのではないか。

「……もしかして、それが？」

「ええ」

　ハルは深く顎あごを引いた。

「それが、そもそもは──【組織】の始まりでした」

　犯罪者を使い、犯罪者を裁く。ともすれば常識外れとも呼べる存在は、そうして生まれた。

　たった一人を殺すために。緋央刹という男を亡なき者にするためだけに。

「なるほど、な」

　全てに納得したというように、桐崎は頷いた。

「この国が、そんな大それたものを作るはずがないと思っていた。あまりにふざけていると。だが、そもそも相手にしていたのが、ふざけた輩だったわけだ」

「そういうことになります」

　ハルは頷き、しばらく間を空けた。やがて、口を開く。

「……ですが、【組織】としての体てい裁さいが整った後も、緋央刹は一向に姿を現さなかった。一年経っても、二年経っても、なにも起こりませんでした。時は経ち、それが六年になっても。やがて、事件そのものが、皆の記き憶おくから消えつつあった。一部では、緋央刹は死んだのではないか、そんな噂さえもまことしやかに流れていました」

　そうして、段々と、【組織】はその目的を違ちがえていった。

「そもそもが、本来なら必要のなかった物です。批判も多かった。【組織】は何人かの有力議員たちによって支えられていましたが、彼らの口くち添ぞえによってかろうじて存続していたようなものです。……ですがその代わり、彼らは【組織】を私的に利用し始めました」

　何しろ、抱かかえているのは公的には死んでいるはずの者や、あるいは行方不明になっている犯罪者たちだ。何に使っても、そう簡単にバレるもんじゃない。

　故に、議員たちは【組織】を自分たちの都合のいいように使った。私し怨えんのため。地位を守るため。あらゆる自己利益のために。

「そして四年が経ち、【組織】は今の形になりました」

　最早、当初存在していたその意義は、形だけのものとなっている。

「【組織】存続のため、ボスは甘あまんじてその事態を受け入れていました。しかし着々と、来るべき時のために準備は進めていたようです」

　それが、オレと桐崎であった、ということだ。

「桐崎恭子の天才的な身体能力とナイフ捌さばき。そして……なにより、乃出狗斗、貴方あなたの【不死】という能力。この二つをこちら側に引き込んだおかげで、こちらとしては大きな力を得ることとなりました」

「……なにが、償つぐないだよ」

　オレは舌打ちした。桐崎が初めて【組織】のおっさんに呼ばれた時のことを思い出したのだ。

「便利のいい言葉を使いやがって。ようは、てめえらに都合のいい人間を利用しただけじゃねえか」

「勿論そうです。私たちは慈じ善ぜん団体ではありませんから。しかし、桐崎恭子に償いが必要であるということは、事実ではないでしょうか」

「…………」

　言葉に詰まる。ハルはそんなオレを見た後で、桐崎へ視線を移した。

「そして、つい先日。ある議員の娘の結けつ婚こん式しきで、参加者全員が殺害されるという事件が起こりました」

　桐崎が目を見開く。しかし、なにかを喋しやべるより前に、ハルが言った。

「貴方の考えている通りです。現場に残されていた犯人の血液をＤＮＡ鑑かん定ていした結果──緋央刹のものであることが分かりました」

「……再開したってのか。殺人を」

「はい。現場には、彼が唐突に殺人行為を止めたのと同様に、紙に血文字でこう書かれていました。……【殺人、始めました】と」

　ふざけてやがる。

　十年もの間、【飽きた】という理由で人を殺すことをやめ、再び、やる気が出たから開始するというのか。

「桐崎恭子、及および、乃出狗斗。貴方がたに、【組織】として最後の指令を与えます」

　ハルは順じゆん繰ぐりに、桐崎、オレに目を合わせた。

　そして、続ける。

「大量殺人鬼──緋央刹を捕ほ縛ばくして下さい」

「……場所は分かっているのか」

「事件から数日後に、緋央刹の名で警察側へ送られてきた手紙があります。そこにはある住所が書かれていました。恐おそらくは彼が住居としているところでしょう」

「とことん嘗なめてやがるな。殺せるもんなら殺してみろってか」

「一応、緋央刹本人であるか確かめるため組織員を向かわせましたが、全員が殺害されました。死亡する前に現場から送られてきた写真で確認する限り、間ま違ちがいないようです」

　決行は、一週間後の土曜日。

「恐らく、いえ、高い確率で、今までとは格の違う相手となるでしょう。勝てる見込みは、貴方がた以外にはありません」

「…………」

　桐崎は唇くちびるを噛かんで俯うつむいた。手を強く握にぎる。

「要求としては、行動不能。……本来なら殺害と言いたいところですが、恐らくは不可能でしょう。それでは、宜よろしくお願いします」

　ハルが深く頭を下げた。そして踵きびすを返し、来た時と同様、音もなく立ち去ろうとする。そんなハルに、重い任務の内容にため息をついていたオレは、ふと疑問を覚えた。

「……なあ、ハル」

「なんでしょう」

「【組織】が、十年前に作られたって言ったな」

「ええ」

「じゃあ、お前、そんな小さい頃から【組織】にいたのか？」

「…………、ええ、そうです」

「そうだったのか……」

　ハルの年齢は分からないが、少なくともまだ子どもであったことは確かだ。そんな歳の女が、なぜ政府が急きゆう遽きよ立ち上げた【組織】に所属していたのだろうか。訊きいてみたくはあったが、答えてくれるかどうかは分からなかった。

「……他にご質問は？」

「ああ、いや、別に」

　そのまま再び歩き出し、しかし、路地裏の入り口で足を止める。

　そして、ぼそりと呟いた。

「……緋央、刹」

　気のせいかもしれない。

　だが、その言葉にわずか──ハルの感情がこめられているように思えた。



　明答市から車で三十分ほど行くと、とある廃工場がある。緋央刹が書き残した住所に従うと、そこに辿たどり着ついた。

　持ち主が放棄して既すでに長い時間が経っているようで、建物は朽くちる寸前と思えるほどに錆さび付いている。しかしその規模は中々で、外部からの完全包囲は難しそうに見えた。おまけにあちこちに大きめの穴が空いているため、毒ガスや睡眠ガス等、相手の動きを止める物も使えなさそうだ、と桐崎が言った。つまり、潜せん伏ぷくするのに都合のいい建物ということになる。なるほど。ハルの言う通り、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手のようだ。

【組織】より寄よ越こされた迎むかえの車から、オレと桐崎は降りる。空は鉛なまり色いろに埋うめ尽くされ、胸中にある不安感を否いや応おうなしに高めた。

「緋央刹……ハルの話を聞く限りでは、並なみ大たい抵ていの奴ではなさそうだな」

「……ああ、みたいだな」

　空き地の目立つ周囲を見み渡わたしながら、オレは言う。

「【天才的なナイフの腕】に、【死なない体】──まるで、オレとお前を合わせたみたいな奴だな」

「油断は出来んな」

　桐崎は唇を引ひき締しめた。オレは、そんな、緊きん張ちようで強こわ張ばる背中を軽く叩たたく。

「まあ、いつも通りにいこうぜ」

「……クギト？」

　虚きよ勢せいと思われてもいいだろう。それでもオレは、口元を緩ゆるめる。

「今までだって、とんでもねえ奴らとばっかり戦ってきたんだ。それでもオレたちは潜くぐり抜ぬけてきた。お前だけならどうしようもない奴でも、オレがいる。お前は独りじゃねえ」

「…………」

「とっくに覚悟は出来てる。これで最後だって言うなら、ちゃっちゃと倒たおして【組織】から抜けてやろうぜ」

「……しかし、【組織】での任務が終わるなら、私はどうすればいいのだろうな」

　考え深げに呟き、桐崎は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「【組織】がその意味をなくしたとしても、私の償いが終わるわけではない」

「……まあな」

　それは、その通りだろう。元々、半ば脅おどしで従わされたとはいうものの、【組織】での任務は桐崎の贖しよく罪ざいともなっていた。それがなくなるということは、自らで罪を償う方法を探さなければならないということだ。

「でも、それは今考えても仕方ないことじゃねえか」

「それはそうだが……」

「全部が終わってからにすればいい」

　そう言って、オレは桐崎の頭に手を置いた。

「オレも一いつ緒しよに考えるからよ」

「……クギト」

　桐崎の瞳ひとみがオレを見据える。だが、すぐに目を逸そらすと、瞼まぶたを閉じた。ぎゅっと拳こぶしを作り、細く、長い息をつく。まるで、何かに迷うかのように。だが、やがて口を開いた。

「クギト」

「ん？　どうした」

「この任務が無事に終わったら──話したいことがある」

「……なにを？」

「私と、貴様の、今後に関かかわることだ」

「オレとお前の？　なんだよ、やけにかしこまるな」

「今はまだ詳しく話すことは出来ない。ただ、大切なことだ」

　オレは思わず、桐崎の顔を覗のぞき込んだ。だが、目を合わしてはくれない。桐崎の視線は、ただ前を見つめていた。

「……分かった」

　だが、その真しん剣けんな表情にある種の決意のようなものが窺うかがえ、オレは何も言わずに頷うなずいた。恐らくは、これまで桐崎が時折見せていた態度に関係するものなのだろう。

　やがて、廃工場の入り口へと着いた。

「……おはようございます」

　既にハルは到とう着ちやくしており、軽く頭を下げる。

　だがその場には、他にも見知らぬ奴らがいた。

　長い袋ふくろを担かついだ男が一人。擦すり切きれたジーンズに黒のシャツ。口元を覆おおい隠かくした長いマフラーが、北風にたなびいて揺ゆれた。額に大きな傷が刻まれている。

　そして、厚手のジャケットを羽織った女。色素の薄うすい金きん髪ぱつをツインテールにしており、くちゃくちゃと音を立ててガムを噛かんでいた。

　他にもバンダナを巻いた長身の男と、明らかに高校生くらいだと思われる制服の女の二人組。

　オレたちとそう歳が変わらないか、少し上程度の男女が四人、そこには待機していた。桐崎と一緒に何人もの常識外れの奴を相手にしてきたオレには分かる。全員のかもし出す雰ふん囲い気きが、常人のそれではないことに。

「おい、ハル、こいつらは……？」

「彼らは【組織】に所属している人間です」

　と、いうことは桐崎と同じ、元犯罪者ということになる。それもそこらにいるようなレベルの連中ではなく、恐らくは全てが尋じん常じようならざる能力の持ち主のはずだ。

「私以外の組織員か……初めて見たな」

　今まで他の奴やつらと共きよう闘とうしたことがないということは、本来、任務は組織員一人で行われるものなのだろう。それなのに今回はオレを含め六人もの人間がここにいる。

　それだけ、今回の相手が並大抵のものではないということだ。

　ハルは近寄ると、オレたちに向かって囁ささやく。

「念ねんの為ために彼らを連れてきましたが、本命は貴方がたです。彼らがある程度、緋央刹の体力を消しよう耗もうさせるまで、戦せん闘とうには参加しないで下さい」

「……大だい丈じよう夫ぶなのか。以前、組織員を向かわせたが、全員殺害されたと聞いた」

「あれは様子見の戦闘です。ここにいる彼らは桐崎恭子には劣おとるものの、いずれも【組織】においてその利用価値は高い人間ばかりです。そう易やす々やすと殺されることはないと見ています」

　利用価値、な。別に今いま更さらどうこう言うつもりはないが、嫌いやな言葉のチョイスだ。

「連中が殺されるのをみすみす見ていろということか？」

「……自らの命を危険にさらしてまで救う必要のある人間ではないと思われますが」

「犯罪者だから死んで当然ってか」

「率直に言えばその通りです。貴方にも分かりやすく言いますと、自業自得ということになるかと」

　気に入らねえな、相変わらず。正論なだけによ。

「……今回に限っては、貴方がたのその無意味とも呼べる人道的配はい慮りよは慎つつしんで頂くよう申し上げます。余計なことに気を回して勝てるほど緋央刹は甘くはない」

「それでも本当に危ないと見たら助ける、と言ったら？」

　桐崎の言葉に、ハルは一いつ瞬しゆん、黙り込んだ。だが、軽く息をついて答える。

「その時はお好きにどうぞ」

　……まあ、あいつらだって命は惜おしいはずだ。いよいよやばいと思ったら逃にげるなりなんなりするだろう。

「それと、これをお渡わたししておきます」

　そう言って差し出されたものは、イヤホン付きのインカムだった。

「これは？」

「もしもの時のためにつけておいて下さい」

　オレは頷いて、言われた通りにイヤホンを耳にはめた。

　ハルは、「それでは宜しくお願い致いたします」と頭を下げ、

「私は遠方から貴方がたをサポートする役目に回りますので、それでは」

　と言い残して、去っていった。

「……さて」

　いよいよだ。果たしてどんな相手なのか。話を聞く限りではぞっとしないが、やるしかないんだろう。

　そんなことを考えていると、不意に声がかかった。

「お前が、桐崎恭子か？」

　額に傷のある男だった。近寄ってくると、無言で桐崎を上から下まで眺ながめる。

「……女だとは聞いてたが、まだガキじゃねえか」

　鼻を鳴らして、肩かたを竦すくめた。

「お前みたいなのが【組織】のナンバー１ってのは、どうにも納得いかねえな」

「……別に好きでなったわけではない」

　無表情のまま、桐崎は歩き出す。

「悔くやしければ緋央刹でも倒して順位を抜いてみろ」

「……へぇ」

　可お笑かしそうに口元を歪ゆがめると、傷の男はオレの方をちらりと見る。が、すぐに興味をなくしたように桐崎へ続いた。……どうやら【死なない】ということまでは伝わっていないらしい。大方、組織員の誰かだと思われたのだろう。

　六人は、それぞれが廃工場の中へと進んだ。元は自動車のプレス工場だったのだろうか、大型の機械や鉄骨を剥むき出しにした車体が並んでいる。

「伝説の殺さつ人じん鬼きだかなんだか知らねえが、とっととぶっ殺して酒でも飲みてぇよ」

　傷の男は、どうも話し好きのようだった。さっきから下らないことばかりをほざいている。それを鬱うつ陶とうしそうに見て、ツインテールの女が口を開いた。

「ぐだぐだ抜かしてないで黙ってやることやれよ」

「……なんだと？」

「あんまりべらべら喋ってると頭が悪く見えるって言ってんだよ」

「てめぇ……ぶっ殺されてえのか」

「やれるもんならやってみればいいだろ、ブタ野や郎ろう」

　途と端たんに場の空気が張り詰める。オレは、やれやれと頭を掻かいた。そういえばオレが出会った奴らは、大たい抵ていの場合、本性を現す前は一応のところ社会常識みたいなものは持ち合わせていた。だがそんなものは稀まれであり、普ふ通つうはこういう輩やからばかりなのだろう。極きよく端たんなまでに法を犯している人間なのだから当然だ。

「……どうした？　クギト」

「いや……」

　オレはわずかに苦笑した。

「ある意味、出会うのが運命なんだとしたら、オレはお前で良かったと少し思ってるだけだ」

「……なんだそれは」

　桐崎は怪け訝げんな顔をした後で、目を逸らしてため息をついた。睨にらむようにして前方を見み据すえる。そして、

「私だって……似たようなものだよ」

　小さく呟つぶやいたその言葉の詳しよう細さいを、オレが問いかけようとしたその時だった。

「止まれ」

　先頭を歩いていた傷の男が足を止め、片手を横に伸のばしてオレたちを制した。しばらく視線を巡めぐらせていたが、やがて鼻を鳴らす。

「……いるんだろ、出てこいよ」

　オレは目を見開き、辺りを見渡した。なんの気配もない。だが、桐崎も気付いているようで、警けい戒かいするように体勢を低くしていた。

　傷の男が背せ負おっていた袋を下ろし、ツインテールの女がジャケットの懐ふところに手を入れる。バンダナ男が何かを構えるように姿勢をとると、制服女も両りよう腕うでをだらりと下げて手を開く。

　しばらくの間は、何事も起こらなかった。気のせいだったのではないかと思えるほどに。

　しかし……やがて、わずかに物音が響ひびいた。

　それは、徐々に大きくなっていき、はっきりと聞こえるようになる。

　革かわ靴ぐつが、地面を叩く音だった。コツ、コツ、コツ、と静せい寂じやくに高く。

　そして、積み上がった廃はい材ざいの陰かげから──男が姿を現した。

　写真で見た通りの姿だった。痩やせぎすな体にトレンチコートを羽織り、整った顔立ちに微び笑しようを携たずさえて歩く様は、一見すると何ど処こにでもいるような人間に見える。それこそ、営業先を回るサラリーマンと言っても差さし支つかえないほどに。

「やぁ、こんにちは」

　挨あい拶さつもどこか気が抜けていて、もしもこんな場所で出会っていなければ、誰もこいつが最さい狂きよう最悪の殺人鬼であるなどとは夢にも思わないだろう。事実、周りにいる連中のように、見る者を怯おびえさせるような異様な雰囲気を持っているわけではない。こいつが群衆の中に紛まぎれ込めば、次の瞬しゆん間かんにはもう見分けがつかなくなっているに違いなかった。

「先日は三人だったけど、今日は六人か。割に多いね」

「……お前が緋央刹か？」

　傷の男が、手に持った袋のチャックに手をかけながら問う。男はその質問を受けて、小首を傾かしげた。

「なんだ、聞いてやってきたんじゃないのか？」

「一応の確認だ。もし違ったら、一瞬で粉微塵になっちまうからな」

　傷の男は微かすかに笑い、肩を竦める。

「せっかく手て応ごたえがありそうな相手なんだ。ちょっとは楽しみたいだろ？」

「なるほど。あんたは自信家だな。それが過か剰じようでなければいいけど」

　頷いて、男は軽い口調で言った。

「その通り。──俺おれが緋央刹だよ」

　その瞬間、場の雰囲気が一変した。息苦しいほどの緊張に満たされ、桐崎とオレ以外の四人は戦闘態勢に入るがごとく、殺意を漲みなぎらせる。

「お前が伝説の殺人鬼か。……とてもそうは見えねぇな」

　傷の男が挑ちよう発はつするように言った。

「よく言われる」

　緋央が楽しそうに笑う。

「だけど、俺は人気者だから、あんたたちみたいに分かりやすく犯罪者で御ご座ざいって顔してるわけにはいかないんだ。無用な殺せつ生しようは避さけたいところだからね。自分の楽しみ以外の殺人は面めん倒どうだからさ」

「……言ってくれるねぇ」

　口元を歪めて、傷の男が言った。

「ところで、先日来た奴らといい、あんたたちといい、警察の人間じゃないな？　何者だ？」

「……君が眠ねむっている間に色々変わったということだ」

　バンダナの男が初めて口を利きく。

「おれたちは君と同類だ」

「へえ。そうすると、犯罪者か。なるほど。……うん、なんとなく分かってきたな」

　顎を摩さすって何度か頷き、緋央は言った。

「この国も中々面おも白しろいことを思いつくもんだな。いや、結構」

　両手を広げ、微笑ほほえみを浮うかべながら、

「正直、普通の人間を殺すのにちょっと飽きてきたところなんだ。少しくらい、楽しめるんだろう？」

「……楽し過ぎて、魂たましいまで抜けちまうぜ」

「ははっ、そりゃいいね」

　可お笑かしくて堪たまらないというように腹を抱える緋央に、傷の男は舌打ちした。

「……ふざけた野郎だ。とっととケリをつけてやるぜ」

　彼かれは、指をかけていたチャックを一気に下ろす。

「まずは──オレからだ！」

　ゆっくりと、袋が剥はがれていった。それが完全に地面へ落ちる前、傷の男は中身を掴つかんで取り出すと、高く掲かかげる。

「……へえ」

　それは、廃工場に差し込むおぼろげな光の中で、不気味に照りを返した。四角形のエンジン部分から伸びた楕だ円えん形けいの薄い鉄板には、無数の牙きばにも似た小さな刃はが生えている。それは獰どう猛もうな獣けものを思わせるがごとく、傷の男がスロットルを引いた瞬間、低く唸うなりを上げた。

　廃工場の淀よどんだ空気を震わせるような断続的な激しい音が、耳みみ障ざわりなほど大きく響く。刃は、残像を刻むほどに速く牙を回転させた。

「なるほど、チェーンソーか。恐こわいねぇ」

　傷の男はそれを両手で持つと、横に流した。その巨きよ大だいな武器を目の前にして尚、平然と佇たたずむ緋央に向けて叫さけぶ。

「ミンチに、なりやがれえええええええええええええッ！」

　言うが早く、地面を蹴けって疾しつ走そうした。通常よりも長く大きなチェーンソーはそれだけで重量も相当なものだろう。それでも傷の男は何の苦もなく振ふり回すと、跳ちよう躍やくした。大上段から、一いち撃げきを加える。

「オラァッ！」

　だが、緋央はわずか後ろへ跳躍しただけでその攻こう撃げきを避ける。地面に当たった刃が不気味な咆ほう哮こうを上げてコンクリートを抉えぐり取った。だがそのまま大きな隙すきを生むことはない。即そく座ざに旋せん転てんすると、チェーンソーが弧こを描えがいて緋央へ襲おそい掛かかる。

「……っ！」

　今度は間違いなく、その胴どう体たいへと喰くらいついた。おぞましい音を立てて緋央の衣服を切り刻み、肉へと到とう達たつした刃がその身を屠ほふっていく。

「刻め刻め刻めえええええええええええええ！」

　多量の血しぶきが飛び、傷の男の体を染め上げた。緋央は抵てい抗こうすることも出来ず高速回転する刃に翻ほん弄ろうされると、そのままの勢いで吹ふき飛ばされる。

「……あいつにばかり獲え物ものを取られるわけにはいかないね」

　そう呟くと同時、ツインテールの女が動いた。高く宙を舞まう緋央へと、廃材を足場にして接近する。そして、懐から両手を抜いた。握られていたのは、丸いボールのようなものだ。それらを素早く、緋央へと投とう擲てきする。沈ちん黙もくしていたのは、わずかの間だった。

　やがて、鼓こ膜まくを破るかのような轟ごう音おんが鳴り響き、緋央の周囲数メートルの空間が爆ばく発はつした。オレは思わず腕うでで目を庇かばう。しゅ、手しゆ榴りゆう弾だんかよ……！

　その直後、バンダナの男が疾しつ駆くし、落ちてくる緋央へ向けて、腰こし元もとから抜いた細長い何かを振り回して投げた。大気を打ち砕くだき、長く伸びる鎖くさりの先には、小型の鉄球がついている。それが緋央の体を衝しよう撃げきで下から押おし上げ、即座に戻もどされた瞬間、旋せん回かいしてもう一度放たれる。今度は追い越こした後に引っ張り、頭ず蓋がいを強く叩いた。そのままの勢いで、地面へと打ち落とす。バウンドする体が体勢を整える前に、制服姿の女がガラス瓶びんに入った何かを放った。緋央の顔面へと当たったそれは簡単に砕け、中身が飛び散って体全体に降り注ぐ。途と端たん、肉の焼ける嫌な臭においが漂ただよった。どうやら硫りゆう酸さん系の液体が入っていたらしい。

　一連の動きが瞬またたく間まに行われ、やがて、終わりを告げる。オレは、呆あつ気けに取られて見ていることしか出来なかった。

　それまでの音の連れん鎖さが嘘うそであったかのように、静まり返る。肉を刻まれ、爆発し、二度の鉄球で砕かれ、挙句、硫酸で大きな火傷やけどを負った緋央は、沈黙を守っていた。

　しかし──、

「……こりゃまた、派手だね」

　四人は、目を見開く。通常の人間であれば間違いなく死に至っているであろう傷を受けたにもかかわらず、相手が平然と立ち上がったからだ。

「おかげで一いつ張ちよう羅らがボロボロだ」

　そう言って頭を掻く緋央の体は、オレたちの見ている間に、急速に【再生】していった。チェーンソーで刻まれた肉は周囲の細さい胞ぼうと共に構築されていき、爆発と硫酸で負った火傷は跡あと形かたもなく消えていく。砲ほう丸がんで折れていたはずの首と脇わきの骨が、ぼぎぎり、という鈍にぶい音と共に苦もなく元へと戻った。奴は、オレたちを見て笑う。

「さて──終わったかな？」

「っ、ざけやがって……化け物がぁっ！」

　傷の男は更さらなる追つい撃げきを加えんと、再びチェーンソーを構えて突とつ貫かんした。相当な重さを持っているはずの得物はしかし、棒切れでも扱あつかうかのように、恐るべき速さで連続した攻撃を加えていく。だが、そのいずれもを紙一重でかわしながら、緋央が言った。

「【悪あく魔まのいけにえ】って映画を観みたことはあるかな」

「ああ!?」

「あれは実にいい作品なんだけど、俺は思うんだ。ノコギリトカゲ然しかり、チェーンソーっていうのは正体不明の怪かい人じんが持つからこそ恐きよう怖ふの対象となるけれど」

　頭蓋を食い千切らんと迫せまる鉄の牙を、ダンスでも舞うかのように避け、

「実際に武器にするっていうのは、少し考えものだ。何せ重いし大おお振ぶりになるし、当たっても即座に切れるわけじゃない。あれはやはり、怯えた人間を切り刻むのに適した武器だ」

「なにが……！」

　横よこ薙なぎに放った一撃をかわされたその瞬間、返す刀で左斜めに斬きりつけようとした傷の男の刃は、

「つまりね」

　すっとかざした緋央の腕に喰い込んだ。不快な音を立てながら、その肉を刻み、血の噴ふん水すいを上げる。が──骨へと到達した刃の進行速度は、目に見えて遅おそくなった。傷の男はそれに気付いていない。緋央は小さく呟いた。

「──あんたは、殺人鬼としては三流だ」

「馬ば鹿か！　引き戻せ！」

　桐崎の叫びに、傷の男はようやく気付く。だが彼が慌あわてて得物を引き戻そうとしたその刹せつ那な、緋央の空いた手がトレンチコートを払はらい上げた。そして、

「もう、興味はないね」

　傷の男を助けようと踏ふみ込んだ桐崎の行動は、その意味をなくした。

「がっ……」

　空を裂さくかのような銀の煌きらめき。その軌き跡せきは鮮あざやかなまでに弧を描き……傷の男の頭を刎はねていた。

　胴体から切り離はなされた首は無造作に地面へと転がり、ふらつくように何歩か下がった傷の男の体から、遅おくれて大量の血が吹き上がる。

「っ……このっ！」

　ツインテールの女が、懐から取り出した手榴弾を続けて四つ投擲した。緋央は手に提さげた長く肉厚の刃を持つナイフを腰こしのホルスターに収めると、それを見て眉間に皺を寄せる。

「爆ばく弾だんは苦手なんだよなぁ。一瞬とはいえこっちが無防備になる」

　だから、と半歩下がると、両手を軽く振った。

　袖そで口ぐちから飛び出した何かが手榴弾に打ち込まれ、即座にその場で爆発した。

「近寄る前に消しておくよ」

　疾走。その両手には、スローイングナイフが握られている。第二撃を用意していたツインテールの女は目を見開いた。接近する緋央へ、横手からバンダナの男が鎖付き鉄球を放ほうる。こめかみに衝しよう突とつしたその勢いで緋央の体は転がった。しかし、バンダナの男は驚きよう愕がくに目を見開いたまま、ゆっくりと倒れていく。その額には、いつの間に放ったのか、数本のスローイングナイフが突つき立っていた。ゆらりと立ち上がった緋央は、折れた首の骨を直す。それを見た二人が、同時に襲い掛かった。

　ツインテールの女が手榴弾を武器に跳とび、制服姿の女が硫酸入りの瓶を投げつける。

「……めろ……」

　桐崎がスカートを跳はね上げた。ナイフを抜き取ると、そのまま走り出す。

「やめろ──っ！」

　だが、その刃の先が緋央に届くことはなかった。奴が動き、無造作に何度か腕を振る。

　たったそれだけで、二人の体はどす黒い赤で染まっていた。

　何をしたのかさえ見えなかった。ただ確かなのは、緋央の体力を消耗させるどころか、あまりにもあっけなく、二人の命は奪うばわれてしまったということだけだった。

　ぼとぼと、という肉が落ちる音。硫酸の入った瓶が砕け、手榴弾がピンを外されることもなく地面に転がる。

　血に濡ぬれたナイフをだらりと下げて、緋央は言った。

「はい、お疲つかれさん」

　……まじかよ。

　まだ五分も経たってないぞ。こんなにあっさりとやられるもんなのか……？

「…………」

　桐崎が、ナイフを携えたまま歯は噛がみする。緋央はゆっくりと深呼吸すると、オレたちの方を向いた。

「それで、そちらさんはどうする？」

　ハンカチを取り出してナイフの刃を拭ぬぐい、腰のホルスターへと収める。見ると、様々な種類の刃は物ものがベルトに下がっていた。

「正直、期待外れだったからガッカリしてるんだけどね」

「……それは申し訳なかった」

　桐崎は、ナイフを真まっ直すぐに突きつける。

「待たせたな。真打の登場だ」

「へぇ。あんたがトップか」

　肩を揺らして笑うと、緋央は言った。

「しかも武器がナイフとは結構な話だよ。切り裂きジャック先せん輩ぱいに倣ならって、やっぱり犯罪者はそれが基本だよね？」

「…………」

　桐崎は答えず、鼻を鳴らして、

「……行くぞ」

　余計なやりとりもせず、前傾する。瞬しゆん時じに、抑おさえ込んでいた殺気の本流を剥き出しにした。

「……なるほど。少しは楽しめそうだ」

　何かを感じ取ったのか、緋央は口元を緩める。持っていた短めのナイフ二本を仕し舞まうと、桐崎が持つものとよく似たタイプを取り出した。それをだらりと下げると、短く言う。

「どこからでもいい。──来なよ」

「…………ッ！」

　桐崎が声を上げ、地面を蹴った。眼前へと踏み込むと同時、その手を振るう。即座に反応した緋央のナイフが動き、それを受け止めた。

　次の瞬間、その応おう酬しゆうは始まりを告げる。

　一いつ気き呵か成せいのごとく、桐崎は攻撃の手を緩めなかった。次々と繰くり出される刃が風を裂き、甲かん高だかい音を響かせる。その全てについていきながら、緋央は笑った。

「中々の腕をしてるじゃないか。あんた、相当ヤってきたね？」

「いちいち説明してやる義理はない！」

　半歩退いたその体勢から、溜め込んだ斬ざん撃げきが放たれる。それは鋭するどい威い力りよくをもって緋央の体を引き裂いた。零こぼれ落ちる血液が、宙を汚よごす。だが、緋央は少しも怯ひるまない。怯む必要がないのだ。何な故ぜなら切り裂かれた傷は、その瞬間から修復を始めるのだから。目を見開いた桐崎に、緋央は口端を上げて下方から刃を払った。返す刀でそれを受け止め、そのまま互たがいにぎりぎりとせめぎ合う。

「レンドール０８モデルか！　いい型だ！」

「彼かれ氏しからのプレゼントだ！」

　同時に弾はじかれると距きよ離りを取り、間かん髪はつ入いれずにその両方が接近する。あらゆる方向から薙いだ刃が、あらゆる方向で衝突した。その中には確実に緋央の体を傷つけるものも少なくはない。だが、その全ては無む駄だでしかなかった。即座に細胞は再生を始め、すべてのダメージを瞬しゆん間かん的てきにゼロへと変える。桐崎は舌打ちして、それでも更に斬撃の嵐あらしを見み舞まった。視し認にん出来る速度はとっくに超えている。ただ銀光の尾おだけを追うので手て一いつ杯ぱいだ。緋央は愉ゆ悦えつを思わせるような笑みを深めた。

「いいねぇ、あんた。面白い技わざだよ」

「無む駄だ口ぐちを……！」

　桐崎が弓引くように下げた腕を、そのまま槍やりがごとく突き出す。ナイフの腹で受け止められた直後、旋転した桐崎の体から回し蹴げりが放たれた。

「叩いている暇ひまはないぞ！」

　まともに腹に喰らった緋央がそのまま吹っ飛ぶ。追うように迫る桐崎は、しかし足を止めて横に転がった。先ほどまで桐崎のいた場所を、スローイングナイフが貫つらぬいて後ろの廃材に突き刺ささる。立ち上がって息を整える暇もなく、目もく前ぜんで緋央の打ち出す速撃に桐崎は追つい随ずいした。

　永遠かと思われるほどのやりとりが続き、しかし、転機は訪おとずれる。

　桐崎が右手で放ったナイフが受け止められた直後、左手からスローイングナイフを投擲したのである。二本の銀矢は、正確に緋央の両目に突き刺さった。

「……っ！」

　すぐに抜き去るとそれを放る。傷は瞬く間に修復されていった。だが、ほんのわずかでも隙は生まれる。

　桐崎がオレを見た。何も言わなくても、奴の望んでいることが分かる。オレは走ると、血を払うために頭を振る緋央の体を後ろから羽は交がい絞じめにした。

「っと……こらこら、そんな趣しゆ味みはないよ。さっさと離れてくれるかな──！」

　緋央は逆手に持ったナイフを、オレの胴体へと突き刺す。

「ぐっ……！」

　力を緩めたオレを振り返って突き飛ばすと、刃を一いつ閃せんさせた。首元から熱い液体が迸ほとばしる。そのままよろめいたオレは、しかし、

「……ああああっ！」

　踏ん張って足をつくと、逆に走り出して拳を振り上げた。

「……!?」

　初めて緋央の顔に動どう揺ようの色が浮かぶ。そのまま顔面へと、オレは自分の拳を突き入れた。

「つっ……！」

　不意を突かれたのかまともに喰らった緋央は、数歩後ろへと下がる。そこへ飛びつき、オレはもう一度捕つかまえた。

「奇き遇ぐうだな、オレもあんたと同じ、【死なない男】でね……！」

　オレは修復を始めた喉のどの違い和わ感かんを覚えながらも、口元を歪めて言う。

「前から思ってたんだよな。どうやったらオレは死ぬのかって。試したことはねえけど、鬼おにでもなんでも、頑がん丈じような奴には必ず弱点がある。──桐崎ィ！」

「ああ、クギト！」

　緋央の背後から迫った桐崎が、奴の腰から、先ほど傷の男を殺した際に使用したナイフを抜き取った。そのまま旋転し、声なき声を上げて刃を振るう。

「…………ッ！」

　緋央の口から、苦鳴のような言葉が漏もれた。そして、次の瞬間──奴の首は、刎ね飛んでいる。

　中空に、呆ぼう然ぜんとした顔をした緋央の頭が舞った。……よし！　オレは、上う手まくいったとその場に膝ひざをつく。桐崎も大きく息をついた。

　……だが、

「……なるほどねえ」

　その時、確かに、緋央の声がした。

「なっ──」

　瞠どう目もくする。主を失った緋央の体はふらつくように歩いていたが、やがてその手が動くと落下してきた頭を掴んで、自分の首へと接着させた。

　どくん、という鈍い音が鳴る。それが、動揺のあまり聞こえたオレの鼓こ動どうだったのか、それとも、奴の増ぞう殖しよくする細胞の音だったのか──。

　それを確かめる時もなく、じゅるじゅるという奇き妙みような音を奏かなでながら、切断されたはずの緋央の首は傷きず跡あともなく、くっついていた。

「馬ば鹿かな……」

　桐崎が、絶望的な声を漏らした。オレだって同じ気持ちだ。

「……数秒だけなんだけどね。どういうわけか、その間なら頭だけでも話せるし、胴体から離れても、くっつけとけば再生するらしい」

　口の端はしを上げながら、緋央はナイフを手元で弄もてあそんだ。

「しかし驚おどろいたな。俺と同じような奴がいるとは。いや……再生能力で言えば、俺の方が上なのかな？」

　……嘘だろ。こんなもん、無む茶ちや苦く茶ちやじゃねえか。

「それにしても面白いな」

　オレを見て、緋央が笑う。

「自分以外に【死なない男】がいるとは思わなかった。あんた、気に入ったよ。連れて帰って、じっくり解体したら色々興味深いことが分かるかもしれないな」

　ぞくり、と寒気が走る。どうにかなるかもしれない、と思っていた。つい、さっきまでは。桐崎とオレがいれば、大たい概がいのことはどうにかなっていたから。だが、これは……。

　桐崎と渡り合うほどの身体能力。そして、オレさえ超えるかもしれない不死の体。

　こんな奴に、どうやって勝てばいいって言うんだ。

「クギト……！」

「あんたは少し黙だまっててもらえないかな」

　背後から繰り出された一刀を、緋央は後ろを見ることもなく受け止めた。驚愕に目を見開く桐崎に、緋央は低く呟く。

「本気でやっていたとでも、思ってた？」

　振り返る。と同時に薙ぎ払ったナイフの刃が、横一文字に桐崎の胸を切り裂いた。

「……！」

「桐崎！」

　たたらを踏む桐崎は、次の瞬間、鈍い音を立てて吹っ飛ぶ。前動作さえなく放たれた蹴りに、無造作に廃材へと体を打ちつけた。そのままずるずると落ちていく。駆かけ寄よろうとしたオレの前に立ち塞ふさがり、緋央が言った。

「一緒に来てもらえるかなあ。あんたはいい玩具おもちやになりそうだよ」

「……誰が行くか！　そこをどけ！」

「そいつは無理だ。従わないなら、無理やりにでも連れてくよ」

　その手が、オレの首を掴もうと迫る。が、その間際、

『──乃出狗斗、及および桐崎恭子。伏ふせて目と耳を塞いでください』

　インカムから、ハルの声がした。オレは、その声に疑問を投げかけるより前に、本能に従ってうつぶせになり、目を閉じて耳を塞いだ。

「？　一体なにを──」

　からん、という何か軽いものが地面を転がる音がする。その直後、閉じた指の間から強きよう烈れつな爆ばく発はつ音おんが聞こえ、網もう膜まくが強い光で赤く染まった。

「つっ、あ……！」

　目を開く。緋央が耳を押さえて、その場にうずくまっていた。オレの眼前に、筒つつのようなものが転がっているのが見えた。

『スタングレネードを投げました。しばらく身動きが取れないはずです。敵の強さは想像以上でした。一ひと先まず撤てつ退たいします』

　オレは即座に体を起こした。桐崎も胸を押さえ、どうにか立ち上がっている。

　そして、オレたちはその場から脱出した。

　任務を受けて初めて──果たす前に、逃げ出したのである。



　咄とつ嗟さに身を引いたのが幸いしたのだろう。桐崎の傷は、そう大したものではなかった。

　敗北を帰したオレたちは、明めい答とう駅で下ろされる。

「……一先ずは、お疲れ様でした」

　ハルはその無表情をやはり変えることはなく、あくまでも淡たん々たんと話す。

「どうやら敵の力を見誤っていたようです。こちらも十数年前より戦力は強化したつもりですが、予想を遥はるかに超えた相手でした。特に不死能力に関しては、現状のデータ予測を遥かに上回っています。これには、更なる対策を講じる必要があるでしょう」

「……どうするんだ？　これから」

　オレの問いかけに軽く頷いて、

「まだ明確なプランがあるわけではありません。一度本部に戻り、ボスと相談するつもりです。ただ」

「……ただ？」

「恐らく、今度は総力戦となるでしょう」

　そう、ハルは言った。

「組織員の全すべてだけでなく、【組織側】としてもあらゆる手段を用意し、全力をもって事に当たるつもりです。正直なところ、それで百パーセント緋央刹を殺害することが可能かと問われれば、肯こう定ていするだけの要素がありませんが」

　ある程度の覚かく悟ごはしておいて下さい。と、続ける。

「今度の撤退はありません。あちらが先に死ぬか、こちらが潰つぶれるか。どちらかでしょう」

「……文字通り死ぬ気でやれってことか」

「乃出狗斗、貴方あなたの場合は、緋央刹によって拉ら致ちされる可能性があります」

　最悪な奴に目をつけられちまった。あんな野郎に誘ゆう拐かいされた後起こることなど、想像したくもねえ。

「……それでも任務に同行するおつもりですか？」

「嫌だ、つったら許してくれんのかよ」

「こちらとしては構いませんよ。ただ、名なぐ栗り豹ひよう介すけが起こした事件の際、貴方が堂々と宣言した言葉の信しん憑ぴよう性せいを疑う状じよう況きようとなりますが」

　遠まわしに非難してきやがって……。

「わぁってるよ、そんなことは。生あい憎にく、根性なんてもんとは無む縁えんだが、それくらいの気き概がいは持ってる」

「それは何よりです」

　大して嬉うれしそうでもなく（元々表情なんてないから想像だが）ハルは返した。

　そこでオレは、先ほどから桐崎が一度も口を利いていないことに気付く。

「おい、桐崎？」

　訝いぶかしく思って尋たずねると、桐崎は痛みを堪こらえるような顔で、虚こ空くうを見据えていた。オレは少し心配になって、肩にそっと手を置く。

「桐崎、大だい丈じよう夫ぶか？　傷が痛むのか？」

「……あ」

　オレの更なる言葉にようやく我を取り戻したのか、はっとした顔で振り向き、

「ん？　どうした」

　桐崎は、明らかに無理やりと分かる笑顔を作る。

「どうしたって……なんか苦しそうだったからよ。傷、やっぱり結構深かったんじゃないのか？」

「あ……ああ、いや、大丈夫だ」

「……そうか？　それならいいけどよ」

　小首を傾げるオレに、ハルは腕うで時ど計けいを見下ろして言った。

「では、私はそろそろ。対策会議が終わり次第、こちらからご連れん絡らく致いたしますので」

「……おう」

　ハルの電話なんてそれこそ嫌な思い出しかないが、今回はまた格別だった。正直、二度とかかって欲しくはない。だが、そういうわけにもいかないだろう。

「それでは失礼します」

　わずかに頭を下げると踵を返し、車へと乗り込む。やがてエンジンがかかると、滑すべるように走り出し、すぐに見えなくなった。

「……さて」

　これからどうなるのだろうか。考えただけでも気分が沈しずむ。それでも、待つしかないんだろう。再戦が決行される日を。勝てるかどうかも分からない、あんな滅め茶ちや苦く茶ちやな敵を相手に挑いどむその日を。

「とりあえずよ、帰ろうぜ、桐崎」

「……ああ」

　力の無い声でそう返す桐崎へ、オレはやはり違和感を覚えた。

　だが、ゆっくりと上げたその顔は強く引き締しまっていて、そこにはある種の強い想おもいのようなものが感じられた。恐らくは不安と戦い、それにどうにかこうにか勝利したのだろう。そう思った。

　だからオレはほっと息をつき、ゆっくりと歩き始める。

「また飯、食ってくか？　ウチで」

　そう、軽く投げかけた問いに、

「……ああ、そうする」

　桐崎が、何度も見た笑顔で応こたえる。

　そこだけはいつもと変わらずに。

　これまでとなんら違ちがうところはなく。

　それはまるで、未み来らい永えい劫ごう、確定されたものであるかのように。

　だけど。

　……だけど結局、オレが桐崎の笑顔を見たのは、これが最後となった。
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　それからしばらく経っても、【組織】からは何の連れん絡らくもなかった。

　オレは日常に戻り、受験生とあってか、それなりに忙いそがしい時間を過ごしていた。

　それほど良くもない頭をどうにか無理やり回転させて、教科書を片手に未知の数字や読めるはずもない英語、覚えきれない数の年号や複雑な化学式を脳みそに刻み込む。その行こう為いはひどく精神を磨ま耗もうさせ、適当に学歴社会や受験制度を呪のろってみたりもした。

　そんなこんなで、あっという間に毎日は過ぎていく。

　飽あきるほど退たい屈くつな、似たようなことの繰り返し。

　だが。

　たった一つだけ、これまでと違っていることがあった。

「乃の出で」

　授業の終わりに、担任に呼び止められた。教室を出ようとしていたオレが振り返ると、

「お前、桐きり崎さきと仲が良かったな」

「……まぁ」

　担任は困ったように眉み間けんへ皺しわを寄せて、出しゆつ席せき簿ぼで肩を叩たたいた。

「彼かの女じよが最近、学校に来ていないのは知っているだろう。なにか知らないか？」

　……そう。

　桐崎は、あの日。緋ひ央おう刹せつと戦った後、オレの家で飯を食って別れたのを最後に、全く姿を見せなくなった。

　来きたるべき日に向けて何か考えるべきことがあるのかもしれない。あるいはあいつには何か作戦があって、その準備をしているのかもしれない。

　最初はそう考えていたオレだったが、さすがに何日も欠席を続けるのを見て不ふ審しんに思い、自宅のアパートまで出向いたこともあった。

　だが、何度呼よび鈴りんを鳴らしてもなんの反応もなく、隣りん室しつにいる住人に話を聞くと、ここ何日かは姿を見てないという。

　それ以上手がかりもなく、オレは一いち抹まつの不安を覚えながらも、どこかであいつなら大丈夫だ、という根こん拠きよのない気持ちを、それでも縋すがるように持ち続けた。

　だが、やはり、桐崎からはなんの連絡もない。当然だが、携けい帯たい電話をかけても不通となっていた。

「……分からないんですよ、オレも。心配なんですが」

「そうか……桐崎は独り暮らしをしていたな。お父さんにも連絡したんだが、娘むすめのことはよく分からないとの一点張りでな」

　困ったもんだ、とでも言いたげに首を振り、担任は「なにか連絡があったら知らせて欲しい」と言い残して去っていった。



「…………」

　不可解な失しつ踪そう。だけどオレは、どことなくこれが、予測されてしかるべき事態であるように思えてならなかった。

　前兆はいくらでもあったはずだ。あいつの様子がおかしかったことなど、それこそずっと前に分かっていた。

　それなのに問い質ただすこともせず、いつか話してくれるだろう、という曖あい昧まいな考えで過ごしてきてしまった。

　あいつが話さないということは、その必要がないからだ。そう思っていた。だけど、本当にそれでよかったのだろうか。

　オレは、無理やりにでも桐崎のことを追及するべきだったのだろうか？

　もしそうしていたら、今みたいな状況は起こらなかったのではないだろうか。

　そう思うと、やり切れない気持ちになる。

　結局あいつは独りで悩なやみ、独りで選んで、そして、消えたのだ。

「……桐崎さん、どうしたんだろうね」

　帰り道。りんが不安げな顔でそう漏らす。

「わかんねぇ。あいつ、何も言わなかったからな」

「わたしも、ちょっとおかしいな、って思ってたんだけど……。あんまり問い詰つめてもいけないかなって、そっとしておいたんだ」

　大きくため息をついて、

「でも、それが、いけなかったのかな……」

「……あいつもあいつだ」

　足元にあった石を蹴り、オレは傍そばの壁かべを叩いた。無意味だと分かっているのに、苛いら立だちが治まらない。

「どうせまた、どうでもいいことで悩んでるんだ。それで勝手に自分で自分を追い込んで。それで、いた堪たまれなくなってどっか行っちまったんだろ。だったら、さっさと話せってんだ」

「……桐崎さん、すごく頭が良くて、なんでも分かっちゃう人だから」

　悲しそうに、りんが言った。

「だから、辿たどり着いた答えが、絶対に正しいものだって、そう思っちゃったのかな」

「……これがあいつにとって正しい答えなのかよ」

　だからって、いきなりいなくなるなんてありかよ。

「全部独りで抱かかえ込んで、勝手にいなくなっちまってよ。それは……違うだろうが」

「……わたしもそう思う」

　りんは頷いて、「でもね」と続ける。

「そう決め付けないと、いつまで経っても動けない、って思ったんじゃないかな。ずっと悩んで、苦しんで、それで選んだことだから」

「それで、消えちまったのかよ」

　オレに、なんの相談もなしに。

「……ふざけんなよ」

「クギちゃん……」

　その口が、「大丈夫だよ」と形作ろうとする。しかし、りんは声を出す前に、それを押し止とどめた。……分かっているのだろう。そんな言葉は、なんの気休めにもならないことに。その代わり、

「ねえ、クギちゃん」

「……ん？」

「桐崎さんがいなくなった理由、思い当たる節とか、ある？」

「…………」

　オレはしばらく黙った後で、ゆっくりと首を左右に振った。

「わからねぇ」

「……本当に？」

　足を止めた。オレは、りんの方を向く。

　真っ直ぐな目が、そこにはあった。全く微び動どうだにせず、だからといって殊更に強いものでもなく。ただ、答えを待つように。

「本当に、分からないの？」

「……久く遠おん？」

　それは、疑っている、という感じではなかった。ほぼ確信している。そんな風に見える。だけど、あくまでも推論でしかなく、また、詳しよう細さいは掴めず。

　それでも、オレがなにかを知っているのは分かっている。

　だから、尋ねているのだ。

　本当に、分からないのか、と。

　……こいつ、なにかに気付いているのか？　オレは、喉を鳴らした。

　実際のところは、オレだって事の真相を完全に理解しているわけではない。

　だけど、桐崎が何をきっかけに姿を消してしまったのか。その程度は分かっている。

　明らかに、緋ひ央おう刹せつとの戦いが原因だ。あれで桐崎は何かを決断した。恐おそらくは、これまでずっと抱え込んできた大きな迷いに対して、正しい、と思える答えを見つけたのだ。

　だが、りんにそれを伝えることは出来ない。当たり前だ。これまでずっと秘密にしていた。そして、これからもずっとそうするつもりだ。りんがこっち側に関かかわる必要はない。関わらせるつもりもない。こいつみたいな人間に、オレや桐崎が背せ負おう闇やみは、見せないでいい。

　だから。

「……分からないって言ってるだろ」

　オレはそう言った。

「オレが聞きたいくらいだよ」

　同じように真っ直ぐと、りんを見返して。

「…………」

　しばらく、オレたちはそのまま見つめ合った。互いに無言で、一歩も動かずに。そのまま、何秒経っただろうか。

　やがて、りんはその口元を緩ゆるめた。

「……そっか」

「ああ」

　そして、深々と頭を下げる。

「そうだよね。ごめんなさい、変なこと訊きいて」

「いや、気にすんな。あいつと一番近いのはオレだからな。無理もねえよ」

「……早く帰ってくるといいね、桐崎さん」

「ああ」

　オレは、深く頷うなずいた。

　しばらくそのまま進むと、十字路に辿り着く。りんは足を止めて、

「じゃあ、わたし、こっち」

「ああ。じゃあな」

「うん」

　いつもの笑顔を見せると、手を振った。

「ばいばい、クギちゃん。また明日」

　そんなりんに、オレも片手を上げる。

　その時だった。

「……へぇ、彼女が二人もいるんだ。羨うらやましいねぇ」

　オレは、全身が総毛立つのを感じた。

　慌てて振り返り、後ろへ下がる。りんを守るように片手で押さえつけた。

「……クギちゃん？」

「おいおい、ひどいじゃないか」

　軽けい薄はくな調子でそう言って、全く気配もなくオレの背後に立っていたその男──、

「──あれだけ激しくやりあった仲だろう？　クギト君」

　緋央刹は、そう言った。

「……てめぇ」

「ここ、明めい答とう市っていうんだってね。いい街だ。風情がある。駅前のメイトウ饅頭まんじゆうは名物かな？　かなり美う味まかったけど」

　ポケットから取り出した白い板のようなものを口に放り込み、緋央が首を傾げる。

「……ああ、そうだ」

　オレは、内心の動揺を悟さとられぬよう、無理やりに唇くちびるを歪ゆがめた。

「地元の人間でも滅めつ多たに口に入れない、クソ不ま味ずい名物だよ」

　その言葉に、緋央はきょとんとした顔をした。その後、突とつ然ぜん、タガが外れたように笑い出す。

「ハハハハハハハハハハハ！　あんた、面おも白しろい奴やつだなあ」

「そりゃどうも」

「いいね、その姿勢。人生、どんな時でも冗じよう句くとホワイトチョコだけは忘れちゃいけない」

「あ？　ホワイトチョコ？」

「好きなんだよね。あんまり食べると糖とう尿によう病びようになるから気をつけてるけど」

　可お笑かしそうにそう答え、ポケットからクリーム色の紙に包まれた板チョコを取り出した。

「クランチ入りが最高だ。そこの彼女はいるかな？」

　緋央が一歩踏み出そうとするのに、オレは叫んだ。

「動くな！」

　その声の大きさに、りんは不審なものを感じ取ったようだった。「クギちゃん……どうしたの？　この人、お知り合い？」と問いかける。

「……とびっきりの知り合いだよ」

　頭にクソがつくのが欠点だけどな。

「厳しいなぁ。あんた、二人も恋こい人びとがいるなら、一人くらい俺おれにくれない？」

「ほざけ……！」

「ははっ、威い勢せいがいいね」

　トレンチコートのポケットに手を突っ込むと、緋央は微笑んだ。

「……まぁ、俺が欲しいのは、どっちかと言えばあんたなんだけど」

「生あい憎にく、そっちの趣味はねえな」

「安心してよ。ケツを貸せとは言わないから。まぁ、もっと痛いもんを色んなとこに突っ込むことになるんだけどね」

　シモネタのレベルも最悪だな。オレは舌打ちし、警けい戒かいしながら言った。

「……目的はなんだ」

　本来なら、りんにはさっさと逃にげろと言うべきなのかもしれない。だが、事を起こしたが最後、こいつは何らかの行動をとる気がする。だから下手な選せん択たくをすることは出来なかった。……どうにか、隙を窺うかがうことは出来ないだろうか。

「あぁ、それなんだけどさ」

　頬ほおを掻かいて、緋央は首を鳴らす。

「この間は、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で終わってしまっただろう？　あれは良くない。実に良くない。物事は一いつ貫かんしてその終わりまで行うべし、そう荘そう子しも言ってる」

「言ってねーだろ」

　適当だけどよ。

「まあ、言ってないんだけどさ。芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけでもいいよ。とにかく、あんな戦いじゃ俺の十年間、溜たまりに溜まったストレスは発散しきれないんだよ。あんたたち、結構面白かったからさ、もう一回くらい相手してくれないかな？　あんたと、あの女の子と」

「……二対一で、か？」

「別に問題ないだろう？　俺は構わないよ。ただ、あんまり大人数連れてこられちゃ困る。面倒だからさ。俺は純じゆん粋すいな勝負をしたいんだよ」

「…………」

「人を何百人も殺していると、いい加減ちょっとワンパターンになってきてね。色々趣しゆ向こうを凝こらしてみたいんだよ。だから、これからは強い人間を殺していくことにしたんだ」

　声を立てて笑うと、緋央はオレを指差した。

「──その第一弾が、あんたと、あの女の子」

　ちなみに、と付け加えて。

「あの女の子……確か、桐崎、とか言ったっけ」

「……桐崎、さん？」

　それまで様子を窺っていたのだろう。りんが、予想外の名前を聞いたというように声を上げた。くそ、余計なこと言いやがって……！

　だが、そんなオレのことなど構うはずもなく、

「あの子にも伝えてあるよ。そうしたら、クギト君、あんたが了りよう承しようしたらオッケーだって」

「……桐崎が？」

　受け入れたというのか、そんな提案を。なにを考えているんだ。

「だからもう、あんただけなんだよ。お願いだから、ＹＥＳって言ってくれないかなあ」

　頼たのむよ、というように、緋央は両手を合わせる。まるで、ちょっとしたお使いでも願うかのように。……ふざけんなよ。オレは、ふつふつと湧わいてきた怒いかりのままに口を開いた。

「そんなもん、お断りに決まってんだろうが」

「……へぇ」

「頭イカれてんのかてめえ。とっととあのオンボロ工場に帰って昼ひる寝ねでもしとけよ。そのうち大軍仕し掛かけてやるからよ」

　強く睨にらみつけ、

「てめえに戦いを選択する権利なんて、これっぱかしもねえんだよ」

「…………」

　緋央は、ゆっくりと顔を上げた。世界が夜に落ちる前。ほんの少しの黄昏時たそがれ。血のように真っ赤に染まった空を見つめ、

「……昔はねぇ、強い者が全部決めてきたんだよ」

　そう呟つぶやいた。

「強い奴が弱い奴を駆く逐ちくして、掌しよう握あくし、支配する。そうやって王権は生まれた。民主主義だなんだって言っても、根本的なところは変わってないと思うんだよね。結局いつまでも上は存在して、下を気の向くままに弄ぶ。だから、俺にはあると思うんだよなぁ、権利」

　ゆっくりと視線を戻し、いつもの、あの微笑みを浮かべて。

「だからさ、逆なんだ。あんたには、断る権利なんてないんだよ」

「うるせぇ、ゴミ野や郎ろう。なんと言おうが、てめえとドンパチするつもりなんてこっちにはねえよ」

　そう、オレが言った直後だった。

「……まあ、それなら、仕方ない」

　不意に──、

「外そと堀ぼりから、埋うめていくとするか」

　緋央の姿が掻かき消えた。

「っ!?」

　瞠目し、その動いた先を探ろうとした時。

「……っ、あ……！」

　短い悲鳴が聞こえた。背筋を、刃物で撫なでられたかのような感かん触しよくが襲おそう。

　オレが慌てて振り返ると、そこには緋央が立っていた。

　そして、

「……古典的だけど、これはかなりの効果があるんだよ」

　微笑みを携たずさえながら、

「ようは、人ひと質じちだ」

　緋央は、その手で。

「……ギ……ちゃん……！」

　その、体に見合った細い手で、りんの首を掴つかんでいた。

「久遠！」

「動くと殺すよ？」

　オレは、咄嗟に掴みかかろうとした自分を止めた。

「……まぁ、動かないでもその内死ぬけどね」

　ケタケタと、楽しそうに笑う。

「やめろ……」

　全身から、冷たい汗あせが吹き出した。止とめ処どなく流れていく。

　馬ば鹿か野や郎ろう……！　やっぱりさっき逃がしておけばよかったじゃねえか！

　なんでオレは、いつだってこうなんだ！

「やめろ！　緋央！」

「細っこい首だよねぇ。その気がなくてもぽっきりいきそうだ」

　りんが苦く悶もんの声を上げて足をばたつかせた。ぎりぎりと喉を締め上げるその指は、恐ろしいほどの力で、ゆっくりと肉へ沈み込んでいく。声を出すことも敵かなわないのか、りんは、空気の漏れたような音を出し始めた。

　──死ぬ。

　りんが、死んでしまう。

　そのリアルな想像は、後数秒もしない内に現実になる。頭が真っ白になった。

　今までりんは、オレや桐崎とは違う世界で生きていた。これまでずっと色んな任務に挑んできたが、いつだって外側にいた。

　それなのに。

　今、少しずつ、しかし確実に、りんはこちら側に引きずり込まれようとしている。

　……ダメだ。

　それだけは。

　絶対に、ダメだ……！

「放せ……」

　オレは、自分でも情けないくらい弱々しい声で言った。

「放してくれ……緋央……！」

「…………」

　そんな態度へ、微かすかに笑いを漏らし、

「……彼女だけじゃない。クギト君、あんたのことは探らせてもらったよ。お姉さんがいるんだってな。それも警察官の。その人も殺そう」

「っ!?」

「それだけじゃない。あんたと接した人間、あんたに声をかけた人間、あんたの落とし物を拾った人間、あんたが道を訊いた人間、学校であんたを知ってる人間、ありとあらゆるあんたに関わる人間全てを殺す」

　だからさ、と、軽い口調で。

「承知してくれよ、殺し合い」

　オレは拳こぶしを握にぎった。ぎりぎりと音を鳴らすそれを、膝に叩きつける。

　……そして。やがて、ゆっくりと頷いた。

「……分かった」

　オレは、言う。

「やってやるよ。だから……だから、そいつを放せ」

「はい、結構」

　緋央は手を放した。りんがそのまま崩くずれ落ち、激しく咳せき込む。

「久遠……！」

　オレは駆け寄ってしゃがみこみ、その様子を窺った。……どうにか、間に合った。

　だが、その首にはどす黒い指の痕あとが残っている。オレは奥おく歯ばを強く噛かみ締めた。

「場所は以前と同じ廃はい工こう場じよう。日時は三日後の午後九時半。それじゃ、宜よろしくお願いします」

　肩かたを竦すくめて片手を上げると、緋央は踵きびすを返し、そのまま歩み去っていく。

「……くそ！」

　固めた拳で、地面を叩く。そんなことをしてもなんの意味もないことは分かっていた。それでも、何度も、何度も、オレは固い地面を叩き続ける。

「……ギ……ちゃん」

「久遠……」

　りんが、閉じていた目をゆっくりと開けた。荒あらい息を漏らしながら、震ふるえる手でオレの腕うでを掴む。

「大丈夫か、久遠。今から病院に連れていくからな」

「…………」

　だが、りんはゆっくりと首を左右に振った。

「なに言ってんだ。大丈夫かどうか調べてもらう必要があるだろうが」

「……わたしは……だいじょう……ぶ」

　呼吸を整えるかのように、大きく息を吸っては吐はいて、りんは消え入りそうな声で言った。

「それ……よりも……」

「あんまり喋しやべるな、久遠」

「クギちゃん……」

　オレはりんの肩を担かつぎながら、携帯電話を取り出した。救急車を呼んだ方が早いと思ったのだ。手早くボタンを押おしていく。

「……ねえ、クギちゃん」

「待て、今、連絡する」

「…………」

　そうして、オレは筐きよう体たいを耳に当てた。

　──だが、

「っ!?」

　強い力で、それを取り払われる。からからと、携帯電話が地面を転がった。

「……久遠？」

「ごめんね」

　調子の戻ってきた喉に手を当てて、りんが言った。空いた手で、携帯電話を拾い上げながら、

「ごめんなさい。でも……訊きたいことが、あるの」

「……お前」

　もう一度大きく息を吐き、唇を噛み締めた。オレは視線を逸そらし、

「後で話すから。今はとにかく、病院に行っとけよ。それで──」

「──今じゃなきゃ、ダメなの！」

　不意を突いたその叫さけびに、驚いてりんの顔を見つめる。

「今、クギちゃんから、訊きたい！　もう、誤ご魔ま化かされるのは嫌いや……！」

「久遠……」

「本当は！」

　オレの制服を掴んで、りんは訴うつたえかけるように言った。

「本当は……気付いてた！　三人で海外旅行した時から、ずっと！　確かじゃないけど、記き憶おくにあったもん！　クギちゃんと桐崎さんが誰だれかと戦ってたの、わたし、見てた！」

　……そんな時から、勘かん付づいていたのか。そういえば、と思い出す。あの時から、たまにりんの様子がおかしい時があったことに。

「でも、二人が話さないから……話しちゃいけないことだって、そう思って。だから、黙ってた。全部とは言わない。それでもいつか、少しくらいなら聞かせてくれるかなって。もしかしたら気のせいだったかもしれない、ってそう思い込むようにして。でも……」

　潤うるんだ目で、続ける。

「でも、さっきの人はなに!?　わたしにだって分かるよ……！　すごく危ない人だった！　上手く言えないけど、普ふ通つうの人じゃない！　どうして、クギちゃんがあんな人と関わってるの!?」

　その真しん摯しな目は、一片の嘘うそも通用しないように思えた。いや、実際そうなのだろう。りんは恐らく、ずっと耐たえ続けてきたのだ。膨ふくれ上がる疑問に。突きあがってくる不安に。それでも大だい丈じよう夫ぶなんだと自分を押さえつけ、信じ続けてきた。それが緋央と出会い、その築き上げてきた全てが、脆もろくも崩れ去ったのだ。

　もう、誤魔化されるのは嫌だ。

　その叫びが、全てを物語っているように思えた。

「…………」

　オレは、自分の胸に顔を埋め、泣きじゃくるりんに、なにも言うことは出来なかった。

　いつものようにはぐらかし、それでこの場を収められるだろうか。不可能だ。こいつはもう、知ってしまったのだ。たとえわずかだったとしても……オレや桐崎が戦い続けてきた、その闇を。

　……潮時か。

　話すべき時が来たのだろうか。

　いつか来るのかもしれない。そう思っていたが、心のどこかでは願っていた。

　りんはずっと、何も知らないままでいてくれることを。

　だけど、それはやはり甘あまかったんだろう。既すでにずっと前から、こうなることは決まっていたのかもしれない。

　オレは目を閉じた。ゆっくりと、深呼吸する。そして、

「……分かった」

「クギちゃん……」

「黙ってて悪かった。お前を、お前だけは、巻き込みたくなかったんだ」

　オレはゆっくりと体を離はなし、自分を見上げるりんに、

「話すよ。……今まであったこと、全部を」

　ここまで来たら、なにからなにまで聞かせるしかないだろう。

「……今年の初めくらいかな。オレは桐崎と出会った」

「桐崎さんと……？」

「学校で、じゃない。夜中の公園でだ」

　りんが、意図が掴めないというように目をしばたたかせる。オレは続きを口にしようとし、

「……そこから先は、私が話そう」

　その声に、振ふり返った。

　ゆっくりと闇に変わりつつある世界を背に、女が立っている。

　──桐崎恭きよう子こが。

「桐崎、お前……」

「久遠りん。全ては私の責任なんだ」

「……桐崎さん？」

　その態度がいつものそれと違うことに気付いたのだろう。不思議そうな顔をするりんに、桐崎は続けた。

「私が──クギトを、巻き込んだ」

　ついてきて欲しい、そう言って桐崎は歩き始める。そのまま人目を避さけるよう、オレたちは近くの小さな公園に場所を移した。

　そこで……桐崎はゆっくりと、自分のことを語り始める。

　自分が、己おのれに刻まれた忌いまわしい宿命に翻ほん弄ろうされ、多くの人を殺あやめたこと。そんな中、

【死なない男】であるオレと出会い、救いを求めたこと。【三月ウサギ】とのこと。【組織】のこと。名な栗ぐりや早さ苗なえとの出会い。旅行した島で行われた戦い。旅先の海外で会った少女の正体について。余すところなく、文字通り全て、りんの知り得なかった事実を淡々と。

「…………」

　全てを聞き終えた後、りんは呆然と佇たたずんでいた。信じ難い話の連続に、体が受け入れることを拒きよ絶ぜつしたかのごとく。

　だが、やがて、オレの方を見た。

「……本当、なの？」

　しばらく、何も答えを返すことは出来なかった。だがオレは、ようやく、深く頷いた。

「……ああ、本当だ」

「そんな……」

　自分の手を見つめながら、りんは首を振った。

「……そんな、嘘うそみたい」

「確かにそう思うのも無理はない。だが──これが、今までクギトと私が経験してきた全てだ。偽いつわりはない」

　桐崎の言葉に、呆然としていた表情が、少しずつ元に戻もどっていく。

「……うん、そうだよね」

　そう言って、りんは苦笑した。

「嘘つくなら、もっと、もっともらしいこと言うよね。……じゃあ、本当のことなんだ」

「……そうだ」

　りんは顔を上げて、桐崎に向かって言う。

「桐崎さん、その話し方は……」

「普ふ段だんの姿は、私が対外的に使っている処世術の一つだ」

「そうだったんだ」

　再び視線を落とすと、力なく拳を作った。

「……わたし、本当に、なにも知らなかったんだねぇ」

「久遠、言い訳にしか聞こえねえと思うけどよ。でも、」

「ううん、分かってる」

　そう言って、りんは頷く。

「クギちゃんと桐崎さんが、わたしのために黙ってたんだって。そうだよね。こんなこと、話せるわけないよね。……当たり前だ」

　どこか悲しそうに笑って、

「……ずっと二人で、そうやって戦ってきたんだねぇ……」

　その姿はどこか痛々しく、オレは思わず目を逸らした。りんは隠かくし事をされたことを嘆なげいているのではないはずだった。恐らくは、オレや桐崎がそんなことに巻き込まれたことも知らず、のん気に暮らしていた自分を責めているのだろう。それは、りんのせいじゃない。当たり前だ。それでもこいつは、そういった理り屈くつで納得できるほど、器用な人間じゃなかった。

「……久遠りん」

　黙り込んでいた桐崎が、そんなりんに向かって、不意に口を開いた。

「だが、安心して欲しい」

「え……？」

「私はもう、クギトとは関わらない」

「……あ？」

　オレは驚いて、桐崎を見る。

「どういうことだ、桐崎」

「文字通りだ。私はもう、クギトとは一いつ緒しよに戦わない。学校にも行かない」

「なに言ってんだよ、お前」

「独りに、戻る」

　断言して、続けた。

「……そして、私だけで、緋央刹と戦う」

「おい、笑えねえぞ、その冗じよう談だん」

　立ち上がると、歩み寄った。

「なにトチ狂くるったこと言ってんだ。元から疑わしいと思ってたけどよ、ついに頭のネジがぶっ飛んじまったのか？」

「イカれているのは元からだ。それに……笑えない冗談は、嫌きらいではなかったのか」

　オレを真正面から睨みつけるように見て、桐崎が言う。

「だから貴様の前で、私がそんな下らないことを言うはずがない。いいか、何度でも言う。私は、緋央刹と独りで戦う。貴様は手を出すな」

「わけわかんねえことほざいてんじゃねえ！　あいつの強さ知ってんだろうが!?　オレとのコンビでも勝てなかったんだぞ!?　お前、死ぬつもりかよ!?」

「──そのつもりだ」

　オレは目を見開いた。沈ちん黙もくが下りる。からからに渇かわいた喉のどから、オレは声を絞りだした。

「……なに、言って……」

「緋央刹と戦えば、私は恐らく殺されるだろう。それでいい」

「いいわけ……いいわけ、ねえだろうが！」

「もちろん、ただでは死なない。全力をもってこれに当たり、相手を再起不能に追いやることは約束する。後は緋央が瀕ひん死しの状態の時、動けぬよう捕ほ縛ばくすればいいだろう」

「そんな上う手まくいくわけねえだろうが！　それに上手くいったとしても、そんな方法、オレは認めねえぞ！」

「貴様に認めてもらう必要はない。これは私が決めたことだ」

「お前……！　いい加減にしろ！　なんでそんなこと言うんだ！」

　襟えり首くびを掴み、オレは桐崎に強く叫んだ。

「約束しただろうが！　ずっと！　ずっとお前の傍にいてやるって！」

「それが、貴様の責任か」

「ああ、そうだ！」

　桐崎が、強く唇を噛む。そして声を張り上げた。

「そんなもの、貴様がとる必要はない！」

「…………なんだと？」

　そのまま、じっと見つめ合う。やがて、桐崎が口を開いた。

「……名栗との事件から、ずっと考えていたんだ。あの時、早苗に言われたことを」

　視線を逸らし、息をついて。

「いや、それまでも分かっていたはずだ。だけど、わざと忘れるようにしていた。それほど、貴様と過ごした日々は楽しかった。時たま本当に、自分が皆みなとなにも変わらない、ただの女となったように思えるほど。……ふざけた話だと思う。それを、改めて突つきつけられた気がしたよ」

「…………」

「クギト、貴様が私と一緒にいることで、人生の選せん択たく肢しを狭せばめられていることは事実だ。それだけじゃない。私といれば無用な苦しみを生み、不必要な傷を負う」

「だから、それは……！」

「それさえも私と出会った責任であると言うのなら、そんなもの、私は貴様にとってもらいたくない」

　桐崎はわざと感情を抑おさえるように、平へい坦たんな口調で話した。

「クギト。──私は、貴様が好きだ」

「……お前」

「ずっと考えてきた。考え続けてきた。自分を戒いましめもした。それでも、この気持ちだけは、変わらなかった。変えられなかった。

　私は貴様が好きだ。貴様の性格も、ちょっと恐こわい顔も、体も、仕草も、口くち癖ぐせも、趣しゆ味みも、何から何まで、全てが好きだ。出会った時からずっと」

　そこで、桐崎はゆっくりと微笑ほほえんだ。

「一ひと目め惚ぼれというやつだ。……参ったよ」

　胸が、詰まる。

　自分でも表現し切れぬ何かが、心の底から、少しずつ湧わきあがってくる。だけどそれを、言葉にすることが出来ない。オレにはその正体が分からない。だから口を開き、それでも形にならず、ただ目を逸らした。

「だが……いや、だからこそ。貴様が私のせいで苦しんでいるのを見たくない。貴様が私と出会った責任をとると言った時。それで苦しむことさえ是ぜとすると宣言した時。私はぞっとした」

　何かを言わなければならない。そんな、強い想いに捉われ続ける。そうしなければ、桐きり崎さきが消えてしまうかのような気さえして。だからオレは必死で考えた。考え続けた。だけど、それでも言葉なんて浮うかんできやしなかった。

「それまでわざとあやふやにしていた【いつか】が、その瞬しゆん間かん、【一生】になった。私は恐くなった。本当にそれでいいのか。クギトをいつまでも私なんかの傍に置いていいのか。誤魔化して、目を逸らしてきた部分が急に牙きばを剥むいた。……だから、私は、選択しなければならなかった」

「……それを受け入れるか、それとも、拒きよ否ひするかを、か」

「そうだ」

　桐崎がなにを選んだか、考えるまでもなかった。それが、安易に手にとったものではないことも。それでも……認めたくなかった。

「……クギト、貴様は、幸せになれ」

「桐崎……」

　後ろを見て、桐崎が微笑む。

「久遠りんはいい子だ。私なんかとは比べ物にならないくらいに。彼女と幸せになれ」

　それは、本心から言っているに違いなかった。だから、オレは嫌でも分かってしまう。こいつはもう、何もかも決めてしまったのだと。

　……ふざけんなよ。

　そんなの、ありかよ。

　そんなくだらねえ選択が、あり得ていいわけがねえだろうが。

　だが──同時にオレは、理解していた。

　あり得ていいわけがない【答え】、それが、どうしようもない【現実】なのだと。















　オレには、それを覆くつがえすだけの【力】などないのだと。

「……私が死んだからといって、別にそれを気に病やむ必要はない。やってきたことに対する、当然の結果だ。今まで私は、それを先延ばしにしていただけのことだったんだ」

「……やめろ」

　そんなこと言うな。そんな風に、何もかも諦あきらめたみたいに言うな。

「これが【組織】の与あたえる最後の任務だというのなら……私が罪を償つぐなう時が、ようやく訪れたんだろう」

「桐崎、いい加減に……！」

「たとえ短い間でも！」

　オレの言葉を遮さえぎって、桐崎は言った。

「……たとえ短い間でも、誰かと素直な気持ちで過ごせたことは、とても幸せだった」

　だった、なんて言うな……！　過去形にするな！

「……だから、もういいんだ、クギト」

　オレの顔に、手を添そえて。

「もう、私は、充じゆう分ぶんだ」

「……やめろよ」

　腹が立った。桐崎に与えられた理り不ふ尽じんさでもなく、その結果、こいつが選んだ物でもなく──なによりも、無力な自分自身に。それを止められる術すべもなく、ただ馬ば鹿かみたいにやめろとしか言えない、そんなオレに、どうしようもなく怒りが湧いた。

「私が死ぬその時に、貴様が傍にいて、緋央に弄もてあそばれるのを見るよりは、ずっと、ずっといい」

「やめろって……！」

　桐崎は、もう一度微笑んだ。

　そして、オレの肩を突き飛ばす。

　踏ふみ込んだ瞬間、スカートを払はらった。その右手で抜ぬいたナイフで、オレをゆっくりと刺さす。

「……っ！」

「……さよなら、クギト」

　痛みに顔を顰しかめるその隙すきをつき、桐崎はオレの傍をすり抜けて。

　そのまま、走り去る。

「桐崎──ッ！」

　後を追ってどうなるというんだ。もう一人のオレがそう言った。だがそのままそこで、桐崎を見送ることは出来なかった。方法も分からないまま、そんな自分を間ま抜ぬけだと思いながら、それでもオレは走り出そうとする。

　……だが。

　強い力に、押し止められた。振り返ると──りんが、オレの手を掴んでいる。

「……放してくれ、久遠」

「…………」

「久遠、桐崎を追いかけなきゃならないんだ。早く……！」

「……だ……」

　小さく、囁ささやくような声で。

「やだよ……クギちゃん……」

「……久遠？」

　りんは、俯うつむいたままで言った。

「……ごめん、ごめんね」

　震える指先で、それでもしっかりとオレを止めるように握り。

「分かってるんだ。クギちゃんが、どういう気持ちで桐崎さんと一緒にいたか。わたしがクギちゃんの立場でも、多分、同じことをすると思う」

「…………」

「ただの同情なんかじゃないよね。それくらい、分かるよ。そんなクギちゃんだから、桐崎さんを追いかけたいっていう、その気持ちも分かる。でも……でもね」

　肩を小刻みに揺ゆらし、何かを堪こらえるようにしていたりんは、

「やっぱり……いやだよ」

　顔を上げ、赤く腫はらした目で叫ぶ。

「行っちゃやだよ……クギちゃん！」

「……お前、どうし」

「自分でも、おかしいこと言ってるなって、そう思うよ……！　クギちゃんを見送らなきゃいけないって、さっきから、ずっと、そう考えてる……！　何度も、何度も、そう自分を叱しかって……！」

　一つ、また一つと。

　涙なみだを落として。

「でも……それでも……！」

　嗚お咽えつを漏らしながら、りんは叫び続けた。

「それでも、行っちゃやだ……！　わがままでもいい！　嫌われてもいい！　叩かれたって、突き飛ばされたって、何されてもいい！　それでもお願い……！」

　そのまま、強く背中を抱だき締める。

「お願いだから、行かないで……！　わたしを置いていかないで！」

「……久遠」

「クギちゃんは優やさしくて！　強くて、カッコよくて……！　だから……！」

　声を嗄からしながら。

「だから……好きだった！　ずっと、ずっとずっと、好きだった！」

　目を見開く。感情のままに、りんは言った。

「桐崎さんよりもずっと前から！　わたしはクギちゃんのことが好きだった！　でも、クギちゃん、桐崎さんと付き合いだしてから変わった！　よく笑うようになった！　だから、それでいいと思ったの！　……ずっと、わたしが我が慢まんすれば、諦めれば、それで済む話なら、そうしようって、ずっとそう考えて……！」

　オレは、何も答えることが出来ない。りんが……オレのことを……？

「でも、やっぱり、ダメだった……！　クギちゃんが行っちゃうって、わたしなんかには想像も出来ないくらいに大変で、辛つらくて、耐え切れないことが待ってるのにって……そう思ったら……！　わたし、やっぱり、行って欲しくない……！」

　強く、オレを抱き止めながら。りんは、尚なおも自分の気持ちを吐と露ろし続ける。

「お願い……。クギちゃんにだけは、わがまま、言わせて……！」

「…………」

「……行かないで、下さい」

　オレは、その場に立ち尽つくした。力が、入らない。

　桐崎のこと。りんのこと。オレ自身のこと。

　様々なことが頭を巡めぐる。それらは何一つまとまりをもたず、延々とループするかのように回り続けた。

「……ごめん」

　だから、口に出来たのは、そんな言葉だけで。

「ごめんな……久遠」

　そんな自分が、どうしようもなく弱く思えた。

　世界で一番、最悪で、惨みじめで、どうしようもない奴に思えた。

　だから、オレはりんに、ただ、ずっと謝り続けた。

　その背後で、空は少しずつ、闇へと落ちていこうとしている。

　夜は、間もなく訪おとずれようとしていた。



　……オレってやつは、どうしてこんなにも鈍どん感かんなんだ。絶望的なほどに。



　桐崎がいなくなって、三日が経たった。

　今まで同じ環かん境きようの中で、一つだけが抜け落ちている。

　たった、それだけなのに。

　全ては変わってしまった。

　りんは以前のようにオレを見かけても、傍そばに寄らなくなった。先日のことがあってから、目が合ってもすぐに逸らし、避けていく。どう接していいのか分からないのだろう。当然だった。

　……オレは、独りになった。

　そういえば、以前にも同じことがあった。あれは、四しの宮みやと出会った頃ころのことだっただろうか。一時期、桐崎はオレと疎そ遠えんになった。

　だけど、それでもあいつの姿を見ることは出来た。

　たとえ近付いてこなくても。声をかけてこなくても。無視するような行動を取り続けても。

　それでも、オレの視界のどこかに、あいつはいた。

　だけど、もういない。あいつは消えてしまった。

　それも、自分の意思で。

　その憎にくまれ口を聞くことも。

　激しい言い合いをすることも。

　シモネタ交じりの最低な冗談を交わすことも。

　興奮したあいつが、ナイフをチラつかせることも。

　もう、二度とない。

「……思えば、本当に、ろくでもないような奴だったな」

　屋上で独り寝ね転ころがりながら、オレは苦笑した。

　鬱うつ陶とうしい奴だった。相手をするのを面めん倒どうくさいと思うこともあった。

　だけど……それでも、桐崎が隣となりにいることが、当たり前になっていた。

　それが、急にぽっかりとなくなって。

　空くう虚きよな気持ちになった。

「…………」

　眩まぶし過ぎる光を遮るように、青空へと手を伸のばす。何もないものを、それでもあるかのように掴み取って。小さく呟く。

「……どうしたんだろうな、オレは」

　オレは桐崎に約束した。たとえ何年、何十年かかろうとも、必ずお前の傍にいると。それが、オレの責任なんだと。

　だが、あいつは言った。

　──クギト、貴様が私と一緒にいることで、人生の選択肢を狭められていることは事実だ。それだけじゃない。私といれば無用な苦しみを生み、不必要な傷を負う。

　──それさえも私と出会った責任であると言うのなら、そんなもの、私は貴様にとってもらいたくない。

「……とってもらいたくない、か」

　責任をとってみせるという選択をとったオレに対して。

　桐崎は、その必要はない、という選択をとった。

　だったら、オレはもう、何も口出しすることは出来ない。

　それでも強引にあいつについていこうとすれば、それは、ただの押し付けになる。

　あいつが望まないのに助けに行って、それでどうなるというのだろう。

　桐崎は、絶対に喜ばない。

「だからって……」

　このまま放っておけば、桐崎は間ま違ちがいなく、死ぬ。

　あいつが、死んでしまう。

　それでも耐えるべきだ、と思う冷静な自分がいる。お前が決めたんだろう。桐崎の選択に従うと。

　だが。

　その一方で、腑ふに落ちないオレもいた。

　だけど、それが何な故ぜなのかが分からない。もやもやとした想いは、どれだけ己を説得しても、消えはしない。

　オレは、なにが気に入らないのだろう。

　なにに納得がいかないのだろう。

「あいつが、望んだことだ」

　それが正しくないことくらいは、桐崎にだって分かっているはずだ。それでも、手に取らざるを得なかった。不幸になる結末と、絶望する最後を天てん秤びんにかけて、あいつは前者をとった。圧あつ倒とう的てきなまでの相手を前に、せめてもの出来る抵てい抗こうとして、独りで戦うことを決意したのだろう。

　だったらオレは、それを受け入れるべきだ。あいつの人生に付き合うと言うのなら、たとえ死という結果だったとしても、それを選んだということを承しよう諾だくして然しかるべきなのだろう。

　だけど。

「くそ……」

　だけど、やっぱりスッキリしない。これでいいのか、そう問いかけてくるオレに、明確な答えを出す術を持たない。何度同じことを考えて、同じ結論に辿たどり着いても。結局やっぱり、気に入らない。

　何故、なのだろうか。

「……桐崎」

　その名を呼ぶ。

　桐崎恭子。呪のろわれた命を受けた女。多くの人間をその手にかけた犯罪者。許されざるべき存在。罰ばつを受けるべき者。

　それが世界の、あいつに対する評価だろう。

　そしてそれは、多分まっとうだ。

　誰だってそう思う。その通りだと。死という最期はあまりに相応ふさわしいのだと。

　……でも。

　でも、オレは思う。桐崎を非難する奴らの、一体何人が、あいつと深く付き合ったことがあるのだろうか。

　あいつの苦しみ。考え。願い。夢。それらをどの程度知っているというのだろうか。

　オレは、知っている。全部とは言わない。それでも、誰よりもずっと。

　桐崎恭子という人間を、知っている。あいつがどんな人間だったのかを。なにを想おもい、なにと戦い、なにに悲しんできたかを。

「……そうか」

　その時だった。不意にその答えは、目の前に現れた。

　オレは、かざしていた手をどける。鮮あざやかなまでの青空に視線を据すえて、微かに笑った。

「なんだ……そうだったのか」

　それまで抱き続けてきた違い和わ感かんが、晴れた気がした。

　分かったのだ。なぜオレが、こんなにもはっきりとしない想いを抱え続けてきたのか。

　それは、あまりにも単純だった。簡単な話だった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに。

　──それで、お前は、どうしたいんだ？

　担任の言葉が蘇よみがえる。

　ゆっくりと立ち上がった。その視線の先で、飛行機雲が尾おを引いて伸びていく。

　オレは、無意識に、拳を握り締めていた。



　午後六時。

　オレは食しよく卓たくに様々な料理を並べて、椅い子すに座すわった。

　そのまま、じっと待つ。連絡をしておいたから、もう間もなく帰宅してくるはずだった。

　静せい寂じやくの中で、時計の針だけが、短く音を立て続ける。

　そのまま、どれくらい経っただろうか。

　玄げん関かんの戸が開く音がする。しばらくすると、廊ろう下かを歩く音が響ひびいて、暖の簾れんがめくられた。

「……お帰り、姉さん」

「ただいま、クギト」

　姉さんはそのままキッチンに入ってくると、鞄かばんを置いてオレの真向かいに腰こし掛かけた。オレは沸わかしていた湯でお茶を淹いれて、湯飲みを差し出す。

「っていうか、なに？　突然に。びっくりしたじゃない。今日は早く帰ってこいだなんて、珍めずらしい。姉さん、残業ぶっちぎってきたから大分恨うらまれたわよ」

「……うん、悪い」

「まあ、いいけどね。うん、今日も美お味いしそうね。さすが我が弟」

　夕飯を前に嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、姉さんは箸はしを手に取ろうとする。しかし、その前にオレは言った。

「姉さん」

「んん？　なに」

「飯を食う前に、話があるんだ」

「えー、ご飯食べてからにしようよぉ」

「……大事な話なんだ」

　オレの声色が変わったことに、気がついたらしい。姉さんは、それまでおどけていた表情を一変させ、その顔を引き締める。

「……どうしたの？」

　前置きをしている時間はなかった。不自然に思われたとしても、オレは単刀直入に口を開く。

「オレ、これから出かけるから」

「こんな夜に？　どこ行くの」

「……助けたい奴がいるんだ」

「…………」

　姉さんは無言で、湯飲みを手にとった。ゆっくりと茶をすする。

　そして、

「……桐崎さん？」

　目を見開く。

「……なんで分かったんだ？」

「あんたが助けたいなんて、あの子以外考えられないじゃない。……それに桐崎さん、少し普通じゃなかったしね。何かあるんじゃないかとは思ってたわ」

「知ってたのか……」

「あんたねえ。あたしの職場がどこだと思ってんのよ。子どもの心の機き微びを掴むのは、これでもそこそこ自信あんのよ」

　呆あきれたように言って、姉さんは続けた。

「……あたしの前でやってたあの口調や態度が、演技であることくらい分かってた。あの歳としの子が、あそこまで自分を偽いつわるのに長たけている以上、その裏に重い事情があるんだろうってことも」

「それなのに、どうして何も言わなかったんだ」

「指し摘てきしたからって、どうなるっていうのよ。桐崎さんが自分で言わない以上、あたしがどうこう口出し出来ることじゃないでしょう。あの子にはあの子なりの考えがあってやっていることだと思ったから。それをあたしがどうこう言うのは、ちょっと横暴よ」

「そう、だったのか……」

　うーむ。姉さんを少し嘗なめていたようだ。

「……それで、桐崎さんを助けに行くの？」

「ああ」

「それは、あんたじゃなきゃダメなわけ？」

　オレは、目をしばたたかせる。姉さんが言った。

「あんたには、あたしがいる。それだけじゃない。大人だって、ろくでもない奴ばっかりじゃないわよ。この世界には、頼たよれる人はいくらでもいる。警察だって利用出来る。桐崎さんを助ける方法はいくらでもある。それでもあたしに詳くわしいことを話しもせずに、あんたが一人で行かなくちゃいけない問題なのね？」

「…………」

　オレは、わずかに目を逸らした。しばらく、口を噤つぐむ。……だが、やがて視線を戻して、姉さんの瞳ひとみを真まっ直すぐに見た。

「──ああ。あいつを助けられるのは、オレだけだ」

「そ。じゃあ、行ってらっしゃい」

　あまりにもあっさりと許しを得たので、オレは驚おどろいて言い返す。

「……それだけか？」

「なによ、他にあるの？　悪いけど、あたし拳けん銃じゆう持ってないから貸せないわよ」

　いらねえよ。つかあったら貸すつもりだったのかよ。大だい丈じよう夫ぶか、公務員。

「あんたがそこまで言うなら、本当にそうなんでしょ。あたしはね、あんたが軽はずみな行動を取らないことくらい知ってる。それこそ神経質なほどに細かいところまで考えて、悩なやんで、それでようやっと得た結論だと思う。だったら、あたしにはもう、何も言うことはないわ。詳しくだって、聞かない。あんたが言わないでおこうと決めたんならね」

「姉さん……」

　一いつ瞬しゆんの迷いが過よぎる。だがオレは頭を振って、やはり最初に考えた通り、正直に言おうと決めた。

「姉さん。でも、もしかしたら、二度と帰ってこれないかもしれないんだ。だけど……それでもオレは行きたい。桐崎を、助けに行きたいんだ」

　真っ直ぐに見み据すえて。オレは、尋たずねる。

「……それでも、いいか？」

「…………」

　そこで、テーブルに視線を落として。姉さんは、しばらく無言でいた。

　だが、やがてそっと、短く息を吐く。

　そして、静かに呟いた。

「……、あのね、クギト」

「……なに？」

「あんたは、普通の子どもなら背負う必要のないものをもって生まれた子だわ」

　湯飲みを持つと、ゆっくりと揺らして、

「辛いことも、苦しいこともあったわね。どうして自分だけがこんな目に遭あうのか、そう考えたことも、あったと思う」

「……ああ」

「でもね。あたしは、あんたのその【力】が呪われたものだなんて、一度も思ったことはないわ」

　姉さんは、はっきりとそう言う。

「あんたのその体は、いつか、大切な誰かを守るために備わったものよ。傷ついて、悲しんでいるその誰かの前に立って、その人に降りかかる全すべてを受け止められるように。たとえどれだけ痛くても、平気な顔をして笑っていられる。そんな、ヒーローになるための【力】よ」

　……覚えてはいないはずだった。

　それでも、その時確かに、オレは思った。

　姉さんの浮かべる微笑みが、いつか見た母さんのそれと、同じであることに。

「あたしは、あんたがその【力】を使いたいと思う誰かと巡り会えたことを、素直に嬉しく思う。あんたがその人のために戦おうとする人間になったことを、心から喜ばしいことだと思う」

　体を伸ばして、その手でオレの頭を撫なでた。

「……だから、頑がん張ばってきなさい、男の子」

「……姉さん」

　唇くちびるを噛み締める。言いたいことは幾いくらでもあった。思いつくことが次々と浮かんだ。だけど、オレはなにも口に出すことができない。ただ短く、「ああ」と答えただけだった。

「だけど、一つだけ約束して」















「……うん？」

「帰ってこれないかもしれない、なんてこと言わないで。それだけカッコいいこと言って出ていくんだから、ヒーローらしく、絶対に無事で戻ってくること。それも、桐崎さんと一緒にね。……出来る？」

　その問いかけに、オレは、しばらくの時間を置く。

　だが、やがて、笑みを浮かべて頷いた。

「……ああ、任せとけ」



　午後八時。オレは、家を出た。

　底冷えするような寒さの中を、歩き始める。

　時折吹ふく風に、コートの襟えりを掻き合わせた。

　しばらく進んだところで、オレはポケットに手を入れると、携けい帯たい電話を取り出す。番号を呼び出して、通話ボタンを押した。

　数回のコール音。やがて相手は出る。

『……乃出狗くぎ斗と？』

「ああ、オレだ」

『……丁度良かった。貴方あなたに連れん絡らくを取ろうと思っていたところです』

　相も変わらぬ棒読み口調で、ハルが言った。

「桐崎が緋央と独りで戦おうとしていることか？」

『やはり知っていましたか。……こちらも今、そのことを掴んだところです』

「お前らが知らなかったことが寧むしろ驚きだけどな」

『桐崎恭子の監かん視し役やくについていた人間との定時連絡が途と絶だえ、その後、行方不明になりました。不ふ審しんに思って捜そう索さくしたところ、恐らくは緋央の手によると思われる死体が見つかりました。そのため、事実確認を急いでいた段階です。桐崎恭子の携帯電話は不通になっており、筐きよう体たいその物が破は壊かいされたらしくＧＰＳ探知も不可能。どうにか監視役が隠し持っていたレコーダーを手がかりに情報を掴みましたが』

「なるほどな」

『……何故、貴方を置いていったのか、その理由は分かりますか？』

「ああ、嫌になるくらいにな。……あいつ、死ぬつもりだぞ」

　ハルは、虚きよを衝つかれたかのような間を空けた。だが、すぐに元の調子を取り戻すと、

『……そうですか。それで、桐崎恭子についていく必要がないと判断された貴方は、どうなさるおつもりですか？』

「そんなもん、決まってんだろ」

　堂々と、宣言する。

「──派手に、喧けん嘩かへ乱入だ」

　長い沈黙があった。やがて電話の向こうから、大きくため息をつく音が聞こえる。

『……どうしてか、などという問いかけは止やめておきます。今までの貴方の言動や行動から推測するに、恐らくはまた、世よ迷まい言ごとに等しい考えで決めたのでしょう』

「悪かったな。その通りだ」

『……だから貴方は、大馬ば鹿か野や郎ろうだと言ったのです』

　お褒ほめの言葉をどーもありがとう。

「それで、頼たのみがあるんだけどよ」

『貴方の頼みを聞く義理はありません、と言いたいところですが、一応訊きいておきます。なんでしょう』

　お、ちょっとは素直になったか。

「お前らどうせ、今から桐崎と緋央のところに行くんだろ？」

『準備が出来次第、そうするつもりですが』

「途と中ちゆうで合流させろよ。それで、ちょっとやって欲しいことがあるんだが」

　そして、オレはその内容を口にした。

『それは……』

　ハルは珍しくほんのわずか動どう揺ようを滲にじませたような声で、

『……正気ですか？』

「ああ」

『……。そうですか。分かりました。ではそのように手配します』

「おう、宜よろしく。じゃあ、まあ、後で明答駅まで迎むかえに来てくれ」

『ええ、それではまた』

　オレは通話を切った。携帯電話を仕し舞まいこむ。

「……さて、行くか」

　準備は整った。オレは気合を入れるように、両頬を手で叩たたく。そして、再び歩き出した。

　が、一歩踏み出したところで立ち止まる。

「……クギちゃん」

　背後からした声に、振り返った。明めい滅めつする街灯の下。そこには、息を切らした、りんの姿がある。

「お前……」

「……良かった」

　ほっとするような息をついて、呼吸を整える。

「もう、いなくなってて。間に合わなかったらどうしようって思ったけど、ぎりぎり大丈夫だったね」

「……どうした」

　オレの問いかけに、りんは頷うなずく。

「……うん」

　そのまま、体の前で指を絡からみ合わせる。しばらくそのままでいたが、やがて、ぽつりと呟いた。

「……クギちゃん、行くんでしょ？」

「…………」

「桐崎さんのところ──行くんでしょ？」

　オレは少しばかり考えた。だが、もう隠す必要などどこにもないのだと気がついて、ゆっくりと頷く。

「……ああ、行くよ」

「やっぱり……」

　りんは、それを聞いて怒おこるでもなく、また、悲しむでもなく。予想していた答えが返ってきた時のように、ごく自然に言った。

「そうじゃないかって、そう思ってた。心のどこかでは、このままずっと何事もないまま過ぎるんじゃないかなんて、そんな、馬鹿みたいなこと考えてて。それでもやっぱり……クギちゃんは、行くんだろうなって。そう思ってたよ」

「…………、ごめん」

「謝らないで」

　眉まゆ根ねを下げて、そう答える。

　そしてりんは深く息を吸い、心の全てを吐き出すかのようにして尋ねた。

「一つだけ、訊かせて」

「……なんだ？」

「どうして？」

　俯いたままで続ける。

「どうして──クギちゃんが、そこまでするの？　沢たく山さん辛つらい目に遭って、痛い想いをして。それなのに、どうして桐崎さんのところに行くの？　前に言った、責任のため？」

「…………」

　すぐには答えなかった。分からなかったのではない、迂う闊かつに言葉にしたくはなかったからだ。ちゃんと考えて。後こう悔かいのないようにして。

　それでも、やはり、変わらなかったから。

　オレは言った。

「それもある。だけど、それだけじゃない」

「……どういう、こと？」

「そう良くもない頭で、ずっと考えたよ。確かにオレは桐崎と約束を交わした。でもあいつがそれを拒絶した以上、強引に果たそうとするのは押し付けなんじゃないかって。だからオレは諦めるべきなんだって」

　だけど。いくら、そう考えても。結論付けようとしても。

「……それでも、オレには無理だった。あいつを、忘れられなかった。そうしようとすればするほど、あいつのことが、オレの中で大きくなっていった。それは理屈じゃなかったんだ。……いや、初めから、あいつを助けたいってことに、そんなもの必要なかったのかもしれない。出会っちまった責任をとるってことも、勿もち論ろんある。だけど」

　オレは、はっきりと言った。

「あいつには、この世界に、オレしか味方がいないんだ。だから、心配なんだよ。放っておけないんだ。オレが目を逸らしたら、あいつは本当に、独りになっちまう。そのことが……どうしたって、耐えられなかったんだ」

　そう、とても簡単なことだった。出会った時と同じだ。オレは、桐崎が心配だから、助けたかったんだ。だからあいつの決断が、納得いかなくて、気に入らなかったんだ。

「……ただ、それだけだったんだ」

「…………」

　りんは黙だまったまま、自分の服の裾すそをぎゅっと握にぎり締めた。

　やがて、小さく呟く。

「……ばか」

　震ふるえるような声で。

「クギちゃんの、ばか」

「……ああ、そうだな。悪い」

　りんは一歩、オレに近付いた。

「……でも、そうなんだろうなって、思ってた」

　また一歩、オレとの距きよ離りを縮めていく。

「クギちゃんだったら、そう言うだろうなって思ってた。わたしの知ってるクギちゃんなら。わたしが好きになったクギちゃんなら。絶対、絶対そう言うだろうなって。どれだけ止めたって、どれだけ行かないでって訴えたって、必ず、そう言っちゃうんだって、分かってた」

　だから、と。

「だから……顔を合わせたくなかった」

　オレの、すぐ傍で。りんは顔を上げる。

「会えば、必ずそう言うと思ってたから。その言葉を、聞きたくなかった。クギちゃんが遠くに離れていっちゃうのが、恐かった」

「……ごめん」

「謝らないで。わたしこそ……ごめん」

　少しずつ、だけど、確かに。

　りんの隠し続けてきた感情が、こぼれていく。

「……でも、やっぱり、悔くやしいな」

　それでも心の内を悟られぬよう、微笑みを浮かべながら。

「初めてだったんだよ。人を好きになったの」

「……りん」

「あ」

　呟つぶやいたオレの言葉に、りんが宝物を見つけたような顔で言う。

「うれしいな。また、名前で呼んでくれた」

　オレは何も言えず、そんな自分がどうにも情けなく思えて、大きく息をつく。

　そのまましばらくしてから、りんがそっと囁いた。

「……ね、クギちゃん、ちょっとしゃがんで？」

「あ、ああ。……こうか？」

　オレは小首を傾かしげながら、体を屈かがめる。

　その瞬間──りんは精せい一いつ杯ぱいに背を伸ばして、オレの額に、そっと唇を寄せた。

「……っ」

　オレは驚いて、目をしばたたかせる。りんはそんなオレを見て、えへへ、と恥はずかしそうに笑った。

「……キス、しちゃった」

「…………」

　そのまま体を預けるようにして、オレを強く抱き締める。そのまま慈いつくしむようにして言った。

「……クギちゃん、大好き」

　オレは、その手でゆっくりと、りんを包み込む。そして、小さく言った。

「……りん、ごめんな」

「うん」

「必ず、帰ってくるから」

「うん」

「桐崎と、戻ってくるから」

「うん」

「また三人で、弁当でも食おう」

「……うん」

　何度も、頷いて。りんはやがて、声を上げて泣き始めた。

「ありがとな──りん」

　どれほど経っただろうか。実際には、数分程度なのかもしれない。それでも長く感じるひとときの後、りんはオレから体を離した。

「……ねえ、クギちゃん？」

「ん？」

　洟はなをすすりながら、悪戯いたずらっ子のような顔をして、















「わたしね、クギちゃんが桐崎さんを助けに行くの、心配だからだけじゃないと思うな」

「……どういうことだ？」

「ずっと前からね、わたし知ってたよ。なのに、クギちゃん全然気がついてないんだもん。最初は照てれ隠しかと思ってたけど。本当に分かってなかったんだね」

　きょとんとするオレに、りんは続ける。

「あのね、クギちゃんが桐崎さんを助けに行くのはね。多分……」

　その後、予想だにしない言葉が待っていることに──オレはまだ、気がついていなかった。







　　　第五章　死なない男に恋した少女





　許されないことなのだと、そう思っていた。

　出会ったその時から、ずっと。

　なんでもないやりとりも。ふざけ合っている時間も。一緒に歩く、そのことさえも。

　一日、一時間、一分、一秒が。

　全ていずれ訪れるその時までの、仮かり初そめなのだと。

　それでも、ともすれば誤解しがちなほど楽しい瞬間の繰くり返しが、遠く彼方かなたにある終わりを忘れてしまうほどに愛いとしくて。

　だから、恋をした。

　少しずつ、でも、確実に。自分は彼かれに惹ひかれていった。その度に後悔をして、戒いましめて、二度となきように厳しく叱って。

　だけど、ふとした瞬間に、胸が締め付けられた。

　願わくば、この時が永遠であるようにと。

　そう祈いのりさえ捧ささげるほどに。

　もし、自分が普ふ通つうの女の子だったら。

　もし、自分が皆と同じ人間だったら。

　もし、他と変わらぬ出会いをしていたら。

　沢たく山さんの【もし】を、何度夢見たことだろう。

　だけど、それは恐おそらく、違ちがう。

　もし自分が普通の女の子であったなら、彼とはこんなにも打ち解けられなかっただろう。

　もし自分が皆と同じ人間だったなら、違う誰かに恋をしていただろう。

　もし他と変わらぬ出会いをしていたら、彼と自分は今でも他人のままだっただろう。

　自分が自分だったから。忌いまわしいこの呪いを受けた身であったから。

　だから彼と出会い、共に生き、そして好きになった。

　だから、こうなるのは、仕方のないことだった。ありもしない過去や未来に想いをはせても意味がない。自分はとても幸せだった。それは確かなのだから。

　だから……、これでいい。

「……クギト」

　その名を呼ぶ。二度と会うことがないであろう、誰よりも愛した男の名を。そして、

「そろそろ、終わりかな？」

　こちらを弄ぶかのようなその声に、彼かの女じよ──桐きり崎さき恭きよう子こは、不敵な笑みを浮かべた。

「いいや、まだ準備運動にもなっていない」

「……頑張るねえ」

　緋ひ央おう刹せつが甲かん高だかく口笛を吹いた。

「だけどあんた、結構ボロボロなんじゃないか？」

　その通りだった。恭子の体には、既に無数の傷きず跡あとが刻まれている。だが、戦いが始まって三十分。あらゆる手を尽くして相手に挑いどみ続けた。全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて挑んだ勝負だ。こちらもただやられていたわけではない。相応のダメージを与え、中には致ち命めい傷しようとなるべきものもあった。

　だが、緋央刹の持つ尋じん常じようならざる再生能力は、それらを瞬またたく間まに回復させていく。映像を巻き戻すかのように簡単に、恭子の攻こう撃げきを無効化する。

（【死なない男】か……）

　今までずっと隣にいたから、自覚したことがなかった。自分はなんと頼りになる男と共にいたのだろうと。

　今までだって絶望的な状じよう況きようはいくらでもあった。一人であったら死んでいたかもしれない、そんな場面を挙げれば切りがない。

　だけど、傍には乃の出で狗くぎ斗とがいた。だから戦えた。戦い続けられた。

　だが……彼は、もういない。

　自分から、突き放したのだ。いや、突き放した、という言い方はおかしい。元からこうなるべきだったのだ。正しい状態へ、戻っただけに過ぎない。

（だから……思い出すな）

　彼のことを、その一片たりとも頭に浮かべるな。自分は独りだ。生まれてからいままで、そして死ぬまでも。あれは、泡うた沫かたのごとき幻げん想そうだったのだ。

「やっぱりあの子……クギト君がいないとダメなんじゃないか？」

「…………」

「あの子はどうしたの？　あんたが独りで来た時は、正直なところ、ガッカリしたよ。普通の人間を相手にしてもつまらないからね。あんたとあの子、二人だから面おも白しろいんだ」

　荒あらく息をつきながら目を瞑つぶり、体力の回復を優先する。全身の隅すみ々ずみに流れる血液を意識し、ゆっくりと深呼吸した。

「まあ、いいよ」

　緋央は肩かたを竦すくめて言う。

「とっととあんたを殺して、クギト君を迎えにいくとしよう」

　目を、見開いた。折れるかと思うほど、歯を食い縛しばる。

「……貴様などに」

　低く、怒いかりをこめた声を放った。

「貴様などに……クギトを、渡わたしてたまるか──ッ！」

　ナイフの柄えを握り、地を蹴ける。風を切りながら、接近した。その手にもった刃はを、無造作に薙なぎ払う。

「……っと」

　即そく座ざに反応する相手の得物が正面から牙を剥むいた。二度、三度、衝しよう突とつし合う金属音が、廃はい工こう場じように響く。恭子の手が、突きを繰り出した。二つの刃が空を切り、緋央の持ったタクティカルナイフが交差して受け止める。弾はじく。踊おどる体から繰り出された斬ざん撃げきが無数の軌き跡せきを描えがいた。それらを片手で受け止める。だが、それ以上押おすことが出来ない。少しずつ、後ろへ下がっていく。

「まだまだ元気だねぇ」

　愉ゆ悦えつに塗まみれたその不快な声が、耳じ朶だを打った。恭子は舌打ちすると、相手の右手にあるナイフを絡めて外へ打ち払う。それと同時、己おのれの得物を逆手に持つと、柄で緋央の手首へ力の限り叩き込んだ。

「っつ！」

　思わず取りこぼしたタクティカルナイフを跳はね上げた足で遠方へ飛ばし、そのまま振り返り様に回し蹴げりを叩き込む。

「ははっ、危ない」

　余よ裕ゆうのある動きでそれをかわすと、跳ちよう躍やくしたまま、緋央は腰こしに手を伸ばした。

「だったら──こいつは、どうかな？」

　轟ごう、という音が鳴る。空を切り、旋せん回かいする巨きよ大だいなナイフが目前まで迫せまった。恭子は瞠どう目もくすると、半歩退いて身をよじる。だが、その肉厚の刃は肩を深く抉えぐって背後の壁かべに突き刺さった。

「ぐぅ……！」

　体勢を崩くずし、その場に転がる。すぐに起き上がるも、緋央は既にすぐ傍まで走り寄っていた。咄とつ嗟さに払った刃はサバイバルナイフで弾かれて、無防備になった腹へ、片手にもったマチェットが突き刺さる。衝しよう撃げきに目が眩くらみ、こみ上げてくる衝しよう動どうのまま吐と血けつした。

「あーあ、痛そうだ」

　恭子はそれでも緋央を睨にらみつけると、袖そで口からスローイングナイフを投げつける。軽い動作でそれを避さける隙をつき、急いで距離をとった。

「……ぐ……が……あぁ！」

　マチェットを掴つかむと、勢い込んで抜く。血が噴ふん出しゆつするも、致命傷は避けられたようだ。意識が一いつ瞬しゆん明めい滅めつするが、舌を噛かんで正気に戻る。

「根性だねえ、まだやるつもり？」

　恭子はちらと視線を横にやった。そこには、先ほど緋央が投げつけたククリナイフが突き刺さっている。

「そんなにクギト君が大事なの？」

「……当たり……前……だ」

　断続的に息を漏もらして、視線を固定し、集中することに努めた。

「他の……誰でも、いい……。だが……」

　落ち着け、と言い聞かせる。自分の体のことはもういい。恐らく機会は一度だけ。それを逃のがせば次はない。

「……だが、貴様にだけは、絶対に渡さない」

　視界が揺らぐ。後少しだけ。ほんのわずかでいい。もってくれ。

「クギトは……」

　恭子は、ゆっくりと吸い込んだ息を、一気に吐はいた。

「──クギトは、私が、守る！」

　動いた。壁に突き刺さったククリナイフを抜くと、腰こし溜だめに構え、渾こん身しんの力で投げつける。重心の力により旋回する刃が、唸うなりを上げて相手へと襲おそい掛かかった。だが、それではまだ足りない。

　恭子は疾しつ走そうすると、左手で抜いたスローイングナイフを五本、投げつけた。合計六本の凶きよう器きが緋央に向けて放たれる。それでもまだ足りない。恭子は走り続けた。

「……やれやれ、苦し紛まぎれだ」

　呆れたようにため息をついて、緋央はポケットに手を入れたまま、慌あわてる素そ振ぶりもない。だが、それでいい。それこそが狙ねらいだった。

　恭子は疾しつ駆くする。誰よりも、何よりも速く。何者をも超こえるかのように。

　そして。

「……？」

　そこで、緋央が片かた眉まゆを上げる。気付いたのだ。恭子の走りが。その足が──、

　──投とう擲てきしたナイフへ、追いついていることに。

「ああああああああああああっ！」

　恭子は強く叫さけぶと、地面を蹴った。空中で身を翻ひるがえし、手にもったレンドールナイフを、高く振り上げる。

　上と下。両方からの攻撃に、一瞬、緋央の対応が遅おくれた。

　その隙をついて、恭子はその体を押さえつける。刹せつ那な、緋央の服を掴んで背後へかざした。

「…………っ！」

　背後から迫っていた六本の凶器が、数すう瞬しゆん遅おくれて、その体へ食いついた。苦鳴が上がる。恭子はそのまま緋央を蹴り飛ばすと、懐ふところへと入り込み、その腕うでを振るった。

　裂さく。

　縦じゆう横おう無む尽じんに、一切の容よう赦しやなく、その刃がその身を屠ほふっていった。何度も何度も、体力の続く限り、永遠にも思える数、目に見えぬほど速く。その度に血ち飛沫しぶきが舞まい、恭子の体を忌まわしい赤で染め上げた。心臓を抉り、眼球を潰つぶし、内臓を破は壊かいする。そして最後に、腰のマチェットを抜くと、左右の腕を斬きり飛ばした。

　緋央の叫びと共に、ぼとりと音を立てて、肉につ塊かいが落ちる。

「……数秒間だったな」

　恭子はマチェットを放ほうり投げると、その手で掴んで笑う。

「今度は再生出来ないだろう。──その首、刎はねさせてもらう！」

　捻ひねった体から、全力の一刀が放たれる。横薙ぎに走る刃が、真っ直ぐ緋央へと牙きばを剥いた。

　──そして。

　あまりにも、あっさりと。

　その音は、鳴った。

「……ざーんねん」

　動きが止まる。恭子は目を大きく見開いたまま、ゆっくりと下を向いた。

　刃は、ただ無情に、彼女の胸へ突き刺さっていた。

「ナイフが腰にあるだけとは、誰も言ってないよ？」

　そう言って可お笑かしそうに声を上げ、緋央は振り上げた足を下ろした。

　鈍にぶい音が鳴り、じわりと血が浮かぶ。恭子はよろめいて、その場に崩れ落ちた。

　緋央が踵かかとを壁で叩くと、つま先から突き出ていた刃が収まる。地面に落ちていた腕を蹴って上げると、右みぎ肩かたにくっつけた。じゅるじゅると音を立てて再生するのに頷くと、もう片方を拾い上げて同じように接着する。抉られた心臓が、破壊された内臓が、気味の悪い音を立てて元に戻っていく。

「中々いい作戦だった。まさか自分が飛ばした武器を追い越すなんて、さすがに予想外だったよ」

　やれやれと体を伸ばして、緋央が歩み寄る。

「少なくとも今まで戦った相手よりは強かったよ。その点に関しては褒めてもいい」

　恭子は、立ち上がることの出来ない体で、それでもナイフを振るおうと腕を動かし、

「おっと」

　無造作に払われた刃が、その手首を切り裂いた。

「あぁっ！」

　悲鳴を上げて、ナイフを取りこぼす。

「だけど、詰つめが甘あまかった」

　緋央は自分のこめかみを指先で突き、口元を歪ゆがめた。

「相手が俺おれじゃなかったら、倒たおせたかもね」

「…………」

　恭子は奥おく歯ばを噛み締しめて立ち上がろうとして、

「だからっ」

「……っ！」

　その両足に、ナイフを突き立てられる。

「もうそろそろ、抵抗はやめたら？」

　視界が霞かすむ。自分の命がどの程度残っているのか、それさえも分からなかった。体に力が入らない。

（……限界……なのか）

　ここで終わってしまうのか。

　偉えらそうに言っておいて。相手を追い詰めも出来ないで。ここで、死んでしまうのか。

（嫌いやだ……）

　こんな奴やつに。

（クギト……）

　彼が奪うばわれるのは。

（嫌だ……クギト……）

　恭子は、少しずつ薄うすれようとする意識の中で、自分でも知らぬまま、

「…………」

　その名を、呼んでいた。

「……と……」

　たった一人。

「……ぎと……」

　ただ一人、自分の傍そばにい続けてくれた、その男の名前を。

「くぎと……」

　ひたすらに、純じゆん粋すいな想いで、求めるように。

　彼女は、最後に叫んだ。

「クギト……！」

　……だが。

「泣けるねぇ」

　彼はもういない。

「最初から最後まで、彼のためか」

　ここにはいない。当たり前だ。

「ま、そういうの嫌きらいじゃあないんだけど。確かにここで、映画みたいに颯さつ爽そうと現れてくれれば格かつ好こいいよね」

　自分の世界から、彼はいなくなってしまったのだから。

「……まぁ、現実なんてこんなものだよ」

　緋央がナイフを振ふり上げたのを、恭子は呆ぼう然ぜんと見上げる。

「それじゃ、そろそろ死んでね」

　その時、もう自分は死ぬんだと、そう思っていて。だから、迫り来くる刃を見ながら、彼女は思った。

（……すまない、クギト）

　諦てい観かんをもって、事の成り行きを、ただ眺ながめる。だから、恭子は信じられなかった。

（私は、もう──）

　その刹那、背後で激しい音が鳴ったのを聞いた時も。

　ガラスが砕くだけ散り、目の前で舞っているのを見た時も。

　その中から、見知った背中が降りてきたその時も。

「おらああああああああああっ！」

　愕がく然ぜんとする緋央のその顔面に、拳こぶしを叩き込んだ時も。

「……クギト？」

　それが。

「……よぅ、桐崎」

　それが彼だなんて、信じられは、しなかった。















「今──呼んだか？」



「……クギト」

　背中越ごしに、桐崎の声がする。オレは、背を向けたまま手を振って挨あい拶さつをした。そして、顔を顰しかめる。

「つか、いてぇ……」

　さすがにガラス窓を突き破やぶったのは無理があったか。正面から乗り込むのもアレだと思い、意表をつく意味でも窓から登場したら、たまたまベストタイミングだったわけだが。

「クギト……どうして……」

「どうしてって」

　オレは、腕をぐるぐる回して言った。

「助けに来たんだろ」

「……だから、それが、どうして」

　桐崎が、声を嗄からして、それでも叫ぶ。

「どうして、来たんだ!?　私は独りでやると、そう言っただろう!?」

「だからって、はいそうですか、って受け入れられると思ってんのかよ。オレを嘗めてんのかお前は」

「でも……でも！」

「まあ、待てって」

　オレは、その言葉を手で止めた。

「……ってぇ」

　首を振りながら、緋央が立ち上がる。

「痛いなぁ。まさか本当に登場するとは思わなかったよ」

「ヒーローはピンチに現れるもんだろ？」

　片口を上げると、緋央は微かすかに笑った。

「格好いいねえ、クギト君。ますます惚ほれちゃいそうだよ」

「……お断りだつってんだろ」

　緋央が悠ゆう然ぜんと構えるのに、オレは拳を構える。

「っつーか、てめえ、人の女を色々可愛かわいがってくれたもんだな」

「もうちょっとで遊び終わるところだったんだけどな」

　やれやれと首元を掻かいて、「で」と言った。

「クギト君、なにしに来たの？　俺と付き合う気になったとか？」

「冗じよう談だん。お前の玩具おもちやになるくらいなら、キロ幾らで自分の肉売った方がマシだぜ」

「嫌われたもんだ」

「嫌われるようなことするからだろ」

「愛情表現なんだよ」

「そいつは最高だ。だったらオレの愛情表現は、お前をぶっ飛ばすことだな」

「……吼ほえるねぇ」

　緋央がナイフを抜いた。血を布で拭ぬぐう。

「でもね、頼りの桐崎さんはもうボロボロだよ。どうするつもり？」

「お前、鼓こ膜まくが腐くさってんじゃねえのか？」

「うん？」

「あいつを助けに来たつってんだろ」

　喧嘩前に慣らすよう、拳を鳴らすと、オレは強く睨みつける。

「こっから先は、オレが相手だ」

「お、言うねえ。有言実行出来れば大したもんだ」

　ゆっくりと息を吐く。そして言った。

「桐崎を治ち療りようしなきゃいけないんだ。手短に終わらせようぜ」

「……へぇ」

　大おお振ぶりのナイフで肩を叩き、緋央が笑う。

「何があったか知らないけど、随ずい分ぶんと調子に乗ってるじゃないか。そういうの、嫌いじゃないよ」

　ぞっとするような声で、

「……頑張ってる子ほど、細切れにしがいがある」

「だったら来いよ、変態野や郎ろう」

　オレは腕を突き出すと、その先にある中指を挑ちよう発はつ的てきに揺ゆらした。

「──今度は、てめえが這はい蹲つくばる番だ」

「……ははっ」

　緋央の体が、わずかに前ぜん傾けいした。その瞬間、

「そんじゃ──いこうかな」

　眼前で、ナイフが振るわれる。それは不可視の速度でオレを切り裂いた。胸から噴出した血が、視界を汚よごす。

「……っ……がぁ！」

　オレは生じる痛みに顔を顰めながらも、一歩踏み出して、拳を振るった。

　だが、予想していた通りその攻撃は空を切る。ワンステップ、右手に逃れた緋央が放った一刀が、オレのわき腹を切り裂いた。

「ぐ……っ！」

　よろめく体に鞭むちを打ち、たたらを踏みながらも体を引き戻もどす。その勢いを活いかし、下方からアッパーを見み舞まった。だが、またもミス。今度は左手から、緋央の刃が腕を裂く。

「オラァッ！」

　旋回すると同時に蹴りを放つが、既すでにその体は空中にあった。大上段から投げ掛けられた小剣ほどもあるナイフが、オレを頭ず蓋がいから一直線に叩き斬る。

「……つっ！」

　赤黒い血が点々と地面に散った。人よりは頑がん丈じように出来ているといっても、その痛みは確かに体を蝕むしばんだ。オレはふらついて、何歩か後ろに下がる。

「……なんだよ、前と同じじゃないか」

　つまらなそうに、緋央が言った。

「さすがに俺と同じだけあって丈じよう夫ぶな体してるけど、それだけ？　自信満々に出てきたから、なにかとんでもない修行でもしてるのかと思った。ほら、よくあるだろ？　ズタボロに負けた主人公が、凄すごい力を持つ師し匠しようの下で学んで超ちよう常じようの力を手に入れたりとかってやつ」

　首を鳴らして、微笑みを浮うかべる。

「そういうの、ないの？」

「……ねーよ」

「そうなんだ。……それは残念だな」

　ナイフを手の中で弄もてあそびながら、

「──じゃあ、もういいか」

　緋央は一瞬にしてオレの懐に入り込んだ。

「……っ！」

　煌きらめいた銀光が、鮮やかなまでに弧こを描く。その軌跡はオレの体を巻き込んで、高く跳ね上がった。その直後、ほぼ刹那で振り下ろされ、二重の傷を生む。オレは声を上げながら、それでも拳を振るった。だが既にその先に、緋央の姿はない。跳躍した体はオレの肩を軸じくにして背後へ回り、更さらに斬撃を加えた。悲鳴を上げる暇ひまさえもなく、二重、三重、四重に刃が暴れ狂くるう。

　旋せん転てんする体は横手へと移動し、分厚いナイフが吼えた。鈍い音と共に、オレの腕が吹き飛ぶ。

「クギト……！」

　桐崎の叫びに、オレは返す言葉もなく、緋央の力に翻ほん弄ろうされる。再び前方へと戻った緋央の手が、二本の短いナイフを抜いた。残像さえ刻むほど速くその腕が振られ、次々と新しい傷を生んでいく。治る端はしから切りつけられ、徐じよ々じよにその回復速度は追いつかなくなっていく。

「……くそ……が！」

　空いた手を、振りかぶった。だが、その拳は虚むなしくも空気を叩くだけだ。擦すり抜けて、緋央がオレに笑いかけた。

「……どれだけ耐たえるかな？」

　衝撃。緋央の繰り出した蹴りが、オレの体を吹き飛ばした。そのまま、無造作に転がっていく。

　壁に衝突した瞬間、体の内部で聞きたくもない音がいくつも鳴った。オレは何度も咳せき込み、血唾つばを吐き出す。

「……クギト」

「……待ってろ……桐崎」

　オレはそれでも地面に手をつくと、頭を振って、どうにか立ち上がった。転がった腕を拾い、千切れた部分に無理やりくっつける。増ぞう殖しよくする細さい胞ぼうが、切断された箇か所しよを修正していった。

「後、少しだ……」

　ゆっくりと深呼吸すると、前に向き直る。

　──その瞬間、今度は地面に叩きつけられた。めまいが襲う。ナイフの柄をもった拳で何度も殴なぐられ、歯が折れ、顎あごの骨が砕けた。最後に重い一いち撃げきが腹を打ちのめし、オレは宙へと上げられる。

「教えてくれないかな」

　跳躍し、オレを追い越した緋央が、手にもった分厚いナイフでその体を貫つらぬく。

「……っ！」

「なにが、もう少しなんだい？」

　踵が顔面を嬲なぶり、オレはそのまま、重力を伴ともなって地面に落下した。ごきり、という音が鳴り、首の骨が折れたのを感じる。

　着地と同時、掬すくい上げるような動きをする手に握られた大振りのナイフが、オレの首を掻っ捌さばいた。血飛沫を上げ、うめくオレを、緋央は桐崎の方に向かってサッカーボールのように蹴り飛ばす。

「がぁっ！」

　二度目の激げき突とつ。背骨が砕け、内臓へと突つき刺ささった。口から吐き出された血は、びちゃびちゃと地面を濡ぬらす。

「…………！」

「お、ギブアップかな？」

「……んなわけ、ねえだろ」

　痙けい攣れんする手で、どうにか体を起こした。再生するのを待っている時間などない。オレは、渾身の力で立ち上がった。

「終われねえんだよ……こんなところで……！」

　ふらつきながらも、体勢を整える。オレはゆっくりと息を吸い、肺の激痛と共にそれを吐き出した。

「うん、それでこそ男の子だ」

　余裕たっぷりに微笑ほほえみかける緋央へ、オレは血唾を吐き捨てた。

「……クギト」

「大だい丈じよう夫ぶだ……桐崎」

　血で染まった視界を確保するために目元を拭い、オレは言う。

「……ちゃんと、考えはあるんだ。あいつに近付けさえすれば」

　頭を振って、明滅する意識を振り払はらい。

「ちゃんと……方法は、あるんだ」

　微かに、笑った。

「だから……心配すんな、桐崎」

「……違う」

　桐崎は震える声で、そう答えた。

「違う……クギト」

「……どうした」

　わずかにそちらを向く。桐崎はぼろぼろの体で、こちらを見据えながら、小さく左右に首を振った。

「もう……もう、やめてくれ」

「……ああ？」

「こんなことは、もう、やめてくれ……」

「なに言ってんだよ、お前。せっかく助けにきたっつーのに」

「助けなんか、いらない……」

　悲痛な叫びを、切々と上げて。

「言ったはずだ……私は独りで戦うと。独りで戦って、それで死ぬと」

「…………」

「どうして……どうして来たんだ。言っただろう……、私は、そんなものを望んではならないのだと。貴様に助けてもらうような人間ではないのだと」

「……ああ、言ったな」

「だったら、どうしてここに来た……!?」

　伸のばした手で、あまりにも弱々しく、オレの服を掴み。

「私は、貴様に来て欲しいなどと、頼んだ覚えはない……！　私は、ここで死ぬべきなんだ！　死んで当然の人間なんだ……！　貴様、私と約束しただろう！」

　必死に訴うつたえた。

「私のとった選せん択たくに、一生付き合うと！　だったら、早くここから逃にげてくれ……！　これが、私の選んだ答えなんだ……！」

「……そうかもしれねえな」

「だったら、どうして……！」

　桐崎は続ける。

「ようやく、覚かく悟ごが出来たのに……！　やっと、諦あきらめられたのに……！　どうして……！」

　ただ、そう尋ねて。

「どうして……助けになんか、来たんだ……!?」

「…………」

　オレは拳を強く握った。オレの行動を楽しむかのようにして佇たたずむ緋央を見据える。

　そして、静かに口を開いた。

「……さあな」

「なんだと……」

「正直な話、わかんねぇんだよ」

　空いた方の手で、桐崎の腕を掴み。

「確かにオレは、お前の選択に最後まで付き合うと決めた。それが責任だからだ。でもよ……お前が死ぬってオレに伝えた時、自分の中で、どうにも違うんじゃねえかって、そんな考えが浮かんできたんだ」

　それは、初めて自分の中に生まれた気持ちだった。

「勝手で悪いんだけどよ……」

　時が経つにつれ、自覚出来ない内に、どんどんと成長して。

「……オレは、どんだけ苦しくても、辛つらくても、お前に生きていて欲しいみたいなんだよ」

　オレを惑まどわせ、時に怒りさえも覚えさせて。

「結果なら仕方ねぇ。事故なら諦める。だけどよ……なにもしないで諦めることだけは許せねえ。絶対に止めてやるって思っちまう」

　それでも、手放すことのできないものへと、変化した。

「変だよな。矛む盾じゆんだよ。だから、随ずい分ぶん悩なやんだんだ。これが、この気持ちがなんなのかって。けどよ……りんに言われてはっきりした」

　オレは、確信をこめて言った。

「桐崎……聞いて驚け」

　堂々と、世界に向けて主張するように。

「どうもオレ──お前が、好きみたいだ」

「…………！」

　桐崎が、驚いたように目を見開く。

「お前は罪深い奴で、そこからは絶対に逃れられない。オレもお前を、普通の女みたいに扱あつかうのは無理だ。だけどよ……そこも含ふくめて、お前が好きだ。殺さつ人じん鬼きでもなく。すぐ人を刺したがる女でもなく。罪を認めて、それでも前を向こうとする、桐崎恭子って【お前】が好きだ」

　だから。

「だから、自分で死を選んで欲しくない。これからも自分の罪と真正面から戦って、戦い抜ぬいて、出来る限り生きて欲しいんだ」

　オレは、呆然とオレを見つめる桐崎へ笑いかけた。

「……ふざけんなって話だよな。分かってるんだ。でも、そう思っちまった」

　視線を戻して、一歩踏ふみ出す。オレは、問いかけた。

「桐崎……お前はどうだ」

「……私？」

「お前は生きたくないのか」

　また一歩、踏み出す。

「たとえ死んだ方がマシなくらい、辛い目に遭あったとしても」

　オレは、緋央刹という敵に向けて。

「それでも、オレと一いつ緒しよに生きたくないか」

　いや──その先にある、未来に向けて。

「だったら、そう言え。たとえ世界中が、お前のその選択を非難したとしても。──オレは！」

　ただ、歩き続ける。

「オレだけは、お前を受け入れる……！　てめえの下らない人生、全部を失っても！」

　両手を広げ、後ろにいる桐崎へ襲い掛かる、あらゆるものを遮さえぎるように。

「こうして、前に立って！」

　オレは、叫んだ。

「絶対に──！」

　全てを、吹き飛ばすように。

「絶対に、お前を守ってやる……！」

「……クギト」

「だから言えよ、でけぇ声で！」

　オレは、叫び続けた。

「たったひと言でいい！」

　ただ、それだけで。

「オレに……！」

　全てが救えるんだと信じて。オレは、最後に、言い放った。

「オレに──生きたいって、そう言えよ、桐崎……！」

　沈ちん黙もくが、下りる。

　オレは、ただ待ち続けた。

　桐崎の、選択を。

　桐崎の、願いを。

　桐崎の、想いを。

　桐崎の、本当の──心を。

　ただ、ひたすらに、待ち続けた。

　……そして。

「…………ない」

　やがて、桐崎は、ぽつりと漏らした。

「……そんなこと、言えない……」

「……そうか」

　そう、こぼしたオレに。

「…………」

　だが──震える声で、少しずつ。

　それまで耐えていた、全てを吐き出すように。

「言えない……のに」

　桐崎は、オレの手を、ゆっくりと握った。

「…………」

「……き……いよ……」

　そして、嗚お咽えつを漏らしながら。初めて、子どものように泣いて。ただ、本心から。

「い……たいよ……クギト……」

　桐崎は──願った。

「生きたいよ……クギトぉ……！」

　くしゃくしゃに歪めた顔で、ぼろぼろと涙なみだを零こぼしながら言う。

「クギトと……生きたい……！　一緒に、生きたい……！　ずっと、ずっと、ずっと一緒に生きていたい……！　生きたいよ……クギト……！」

　振り返ると同時、オレは桐崎を強く抱だきしめた。

「……ああ」

　誰だれにも否定出来ない、強い力を込めた言葉を告げる。

「──任しとけ」

　そして、耳元で囁ささやいた。















「桐崎、なんでもいい。廃はい材ざいかなんかに隠かくれとけ」

「……え？」

「説明してる暇ひまはない。分かったな」

　桐崎は戸と惑まどいながらも、了りよう解かいした、というように頷いた。

　その時。大きな、ため息の音がした。

「……終わった？」

　緋央がゆっくりと拍はく手しゆする。

「いや、感動したよ。素晴らしいな、そこまでの絆きずなを持っているっていうのは。思わず、泣いてしまうかと思ったよ」

「……そうかよ」

「うん、下手な映画を観みるよりずっと良かった。ゴールデンラズベリー賞ものだ」

　言って、その両手に短めのナイフを握る。

「……そこまで言い切ったんなら、ラスボスは倒さなきゃね？　クギト君」

「わぁってるよ」

　オレは桐崎を解放して前を向くと、中指を立てて笑い飛ばした。

「──だからさっさとかかってこいよ、三流殺人鬼」

「それじゃ、行くよ！」

　走り出す。それと同時、オレも地を蹴った。そのまま拳を振りかぶる。だがそんなものは意に介かいす必要などないというように、緋央がナイフを左右に流しながら突とつ貫かんする。

　そして、オレたちは正面から衝突した。

　オレの拳が、緋央の顔面を叩き。

　クロスする刃が、オレの胸を切り裂く。

　だが、そんなものは問題ではない。オレは痛みを無視して、そのまま押し進めた。

「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　全身から絞しぼり出す膂りよ力りよくで。間断なくナイフを振り躍おどらせる緋央の攻撃に怯ひるむことなく、そのまま勢いで吹き飛ばす。

「……っとぉ！」

「オラァッ！」

　数メートル彼方かなたで後転して着地する緋央へ、更に追つい撃げき。その拳は、反対側の壁まで奴を追いやった。

「いたっ！」

　大してダメージを受けてもいないように、緋央は不ふ愉ゆ快かいそうに言って、地面に降り立つ。その瞬しゆん間かんを狙い、オレは跳躍して奴に襲い掛かった。そのまま全体重をかけて押さえ込む。

「取ったぜ、クソ野郎！」

「……おお、おめでとう」

　少しも自分のスタンスを崩さずに、緋央が言った。

「さて、それでクギト君はどうするんだろう。桐崎さんに後ろから攻撃してもらうとか？　いい考えだ。よし、そうしよう」

「……ちげーよ」

　やっと、このタイミングが来た。オレは安あん堵どの息をつく。そして──、

「おい、これ、なんだか分かるか？」

　急いでポケットから出した、棒状の機械を見せた。

「……なんだい、それ？」

「爆ばく弾だんのスイッチ」

　緋央がわずかに眉を顰ひそめる。だが、すぐに平静さを取り戻して微かに笑った。

「ああ、そう。そういうことか。そういえばあんたも【死なない男】だったね。うん、いいアイディアだ。それで、爆弾はどこに隠しているんだ？」

　オレの言葉を聞いても、緋央は一切動どう揺ようしない。だが、それも予想通りだった。だから、オレは笑う。

「……誰が、何ど処こかに隠したって言ったよ」

「なに？」

　オレは口元を歪めて、空いた手で自分を指した。

「爆弾は──オレの体の中にある」

「……なんだって？」

　さすがに予想外だったのだろう。緋央が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「しかも【組織】に貰もらった特別製だ。この工場の半分は吹っ飛ぶ威い力りよくがある。この距きよ離りなら、さすがのお前だって無事には済まない」

「……そいつはグレートだな。でも、クギトくん、ちょっと考えてみようか」

　本当に理解出来ないという顔で、そう尋ねた。

「そんなことすれば、どうなるかくらい分かるよね？」

「桐崎に被ひ害がいが及およばない距離はとった」

　そのために殴り飛ばしたのだから。

「いや、いや、そうじゃない。そうじゃないんだ、クギト君。確かにそんな爆ばく発はつなら俺も木こっ端ぱ微み塵じんにならなくても、しばらく再起不能になるかもしれない。でも、あんたはどうする？　クギト君、あんたは俺より再生能力が劣おとっているんだ。下手をすれば細胞の増殖機能が限界を超えて死ぬかもしれないよ？　そういう幕切れは俺、嫌だな」

「そんなことは、やってみなきゃ分からないだろ」

「……ちょっと、ちょっと」

「丁度いい機会じゃねえか。これでも最近じゃ自じ慢まんなんだぜ。お前とオレ、どっちの【死なない体】が上か、試してみねえか？」

「……本気、か？」

　緋央のそれまで余裕ぶっていた態度が、徐々に失われていく。

「……ハルの話じゃ、お前にここまで近づけた人間は今までいなかったみたいだな。でもお前、オレを軽く見てたろ。なんにも出来ねえって、そうタカをくくってたろ？　だから接近を許した」

　慌てて、緋央はオレの持っているスイッチに手を伸ばそうとし、

「嘗なめんなよ。オレは……」

　ゆっくりと、オレはその手にもったスイッチを。

「オレは……【死なない男】なんだよッ！」

「ちょっ、待っ──」















　指で、強く押す。

　次の瞬間──閃せん光こうと爆発が、辺りを包み込んだ。



　……どれほどの時間が経たっただろうか。

　濛もう々もうと立ち込める煙けむりが、視界を覆おおい隠していた。

　オレはその中で、ゆっくりと目を覚ます。動こうとしてみたものの、全身に力が入らない。おまけに、形容し難い痛みが絶えず襲ってきて、思わず苦鳴を漏らした。

「…………くそ」

　予想していたことだが、まさかここまでとは。回復にはかなりの時間がかかりそうだった。だが、どうにか生きている。それだけでも僥ぎよう倖こうだった。

「……いや、びっくりだ」

　大音量で鼓膜がどうにかなってしまったのだろう。すぐ近くにいるであろう緋央の声が、ひどく遠く聞こえる。

「まさか本当にやるとは。あんたをちょっと侮あなどっていたかもしれない。ごめんな」

　その口ぶりだと、明らかに自分よりもダメージは軽いようだった。だが、すぐ動けるという程度でもないはずだ。その考えを裏付けるように、

「さすがに俺もちょっとやばいかな。さっきから指先しか動かないんだよね」

　だが、その口ぶりには、少しの恐きよう怖ふも滲にじんでいない。……ふと、こいつはそういった人間的な感情を持ち合わせているのだろうかと思った。多くの死に触ふれる内、少しずつ、かつて持っていたものを失っていったのかもしれない。だとすれば、既に緋央刹という人間は存在せず、その形をとった文字通りの化け物が、何の因果かこの世を彷徨さまよっているだけなのだろうか。

「……でも、後ちょっとなんだよね。一分くらいで元通りになるはず」

「そうかよ」

「残念だったねえ」

「……ああ、そうみたいだな」

　緋央は楽しそうに言った。

「でも、アイディアは良かったよ、表ひよう彰しようものだと思う。賞品として、今回だけあんたたちのことを見み逃のがそうか？」

「……いらねーよ」

「そっかぁ」

　気の抜けたような声が、爆ばく音おんで弱った鼓膜を小さく打った。そのどこまでも余裕を崩さない態度は、見事としか言いようがない。殺しの技術はもとより、自分の死にも人の死にも感情の浮き沈しずみを見せないというのは、それだけである種の恐怖を感じた。

「……お前は」

　不意に、オレはか細く声を漏らす。

「お前は、強いな」

「うん？」

「お前は確かに強いよ。ほぼ無敵だ」

「ハハッ、初めてクギト君に褒ほめてもらったな。うれしいよ。ありがたく受け取っておく」

「それに比べて、オレは弱い」

　それこそ、自分でも笑えてくるくらいに。

「独りじゃ、なんにも出来ないんだ。だから、お前を止めることも無理だ」

「仕方がないよ、それはさ」

「ああ。……でもよ。そんなオレでも、一つだけお前に勝ってることがある」

「……うん？」

　オレは微かに笑って、未いまだ頭上を覆う砂すな煙けむりを見上げながら言った。

「オレはな──」

　揺らぎようのない、確信を込めた声で。とても、誇ほこらしげに。

「──オレは、独りじゃないんだよ」

　その時。

「……ぉ……！」

　粉ふん塵じんの向こうから。

「……ぉ……おお……！」

　力強く、叫ぶ声が。

「……おお……ぉぉ……ッ！」

　その、影かげが。

「……嘘うそだろ？」

　迫り来るのを、捉とらえた。

「……まだ、動けるのか」

　まさに、次の瞬間。

「緋央おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　煙を掻き消すようにして──桐崎が、姿を現した。

　傷ついた体で。満まん身しん創そう痍いの状態で。それでも、鬼き神じんのごとき迫はく力りよくで、ナイフを振り上げて。

「持っていけ……！」

　その手に持ったナイフの切っ先を、跳とびあがり様、

「これが、私の、最後の一ひと突つきだ──ッ！」

　真まっ直すぐに、緋央の心臓へと、突き刺した。

「…………っ！」

　そのまま、力を込めて、刃をへし折る。派手に転がって、体勢を立て直した。桐崎は深く息をついて、その先が半分欠けたナイフを振った。

「……ぐ……」

　再生し始めた体で、緋央はやがて、ゆっくりと立ち上がる。

「……なにをしたのかな。心臓に、突き刺しただけ？」

　そのまま、自分の体を見下ろす。刃は完全に緋央の内部へ入り込んでしまったようだった。

「……それで俺を止めようっていうのは、ちょっと無理があるなぁ。もう分かってると思ってたけど。これくらい、すぐに元に戻って──ぐっ!?」

　肉体が修復を始めようとしたその瞬間、激しい痛みが走ったかのように緋央は蹲った。

「あ……れ……？」

　胸を押さえて、顔をしかめる。

「……なんだ、これ」

「とっとと理解しろ、三流殺人鬼」

　桐崎は嘲あざけるようにして言った。

「貴様の心臓に、刃を埋うめ込んだ。たとえ再生してもまた傷つく。何度でもだ」

「……はは。なるほど……考えた、ね」

　そのまま、緋央は倒れこんだ。胸を掻き毟むしりながら、苦しげに呻うめく。

「自分で心臓を抉り取ってみるか？　その瞬間に叩たたき潰してやる。いずれ排出されるかもしれんが、貴様を捕とらえる間程度はもつだろう」

　半はん壊かいした工場に、複数の足音が響ひびいた。黒服に身を包んだ奴らが現れ、それぞれが緋央に向かって銃じゆうを突きつける。だが、緋央はそれに対応することさえも出来なかった。心臓が修復される度に襲ってくる度し難い痛みに、ただ叫びを上げる。身を縮め、救いを求めるように手を伸ばした。だがその先に、掴めるものはありもしない。そんな緋央に、

「……地じ獄ごくの苦しみを味わえ、クソ野郎」

　桐崎が、低い声でそう呟いた。



「……あー、くそ、死ぬ」

　尋じん常じようならざる刺し激げきの連続に、オレは思わずそう声を漏らした。幸いにも完全にさよならしたわけではないようだが、腰から下の感覚がひどく鈍い。おまけに右みぎ腕うでがとてつもなく軽く、左は皮一枚でぶら下がっている状態のようだ。顔面も焼け焦こげているようで、まともに表情を作ることも出来ない。

　おまけに、さすがのご自慢の再生能力もすぐに元通りとはいかないようで、しばらくは身動き出来そうになかった。

「生きているか？」

　頭上から声。潰れかけた目を無理やりこじ開けると、桐崎が覗のぞき込んでいた。

「……どうやらな」

　それでも生きている。命はあった。何な故ぜだろう。少し前までは、そのことが疎うとましくて仕方なかった。なにをしても平気な体。どれだけ死んでも死ぬことの出来ない自分。

　だけど、今は、心から喜ばしく思う。

　呼吸をして、心臓を動かして、そして、桐崎の姿を見ることが出来ること。

　もし、神様なんてふざけた奴が存在しているなら。

　一発ぶん殴って、そして、こう言うだろう。

　こんな体に、産んでくれてありがとう。

　桐崎を救える【力】を与あたえてくれて──感謝する。

「無理をして……」

　ぺたん、とその場にしゃがみこむと、桐崎はオレの額に手を当てた。

「……もし、失敗していたら、どうするつもりだったんだ」

「失敗なんて、しねえよ」

　わずかに動かすことが出来るようになった腕を上げて、桐崎の頭を撫なでる。

「お前を置いて、死んだりなんか、絶対しねえ……」

「……クギト」

　こみ上げてくる感情を堪こらえきれず、桐崎はその目を潤うるませた。

「クギトォ！」

　そのまま、勢い良くオレの体に覆いかぶさってくる。

「いででででで！」

　まだ修復し切っていない体を、激痛が襲った。

「……あ、すまん」

「お前、わざとやってんじゃないだろうな……」

　オレの言葉に、お互たがいが笑い合う。

「ところで、お前の方は大丈夫なのか」

「ああ。肋ろつ骨こつが折れて、両足首をナイフで貫かれ、腹に大きな穴が空き、手首が裂けて、心臓のすぐ横を刺されている程度だ」

「……それ、瀕ひん死しじゃね？」

「まぁ、致ち命めい傷しようは避けられたようだ。血も止まってきたし、我が慢まん出来ないほどではない」

　超ちよう人じんはお前の方じゃねえのか。

　ようやく力が入るようになってきたので、どうにか上体を起こす。

「……にしても、ようやく終わったか」

「ああ……そうだな」

　縛しばり付けた緋央を、【組織】の連中が取り囲んでいた。奴はこのまま連行され、どういう目に遭うのか。それは分からない。だが、多くの者がそうであるように、自分の犯おかした罪に見合った罰ばつを受けるのだろう。そう、桐崎のように。

　オレは何気なく左に視線を移した。それに気がついて一いつ瞬しゆん、視線を合わせたものの、桐崎は何故か、頬ほおを朱しゆに染めた。そのまま目を逸そらす。

「なんだよ」

「……別に」

「こっち向けよ」

「やだ」

「なんでだよ」

　オレは服でも消し飛んだかと自分の体を見下ろしたが、運の良いことに、ほとんど消し炭みたいだが、かろうじて生地の形状は保っていた。

「別に変なことねえだろ。こっち向けって」

「い、いやだ」

　オレは首を傾かしげて、桐崎の肩に手を置く。すると、びくっと体を竦めて、耳たぶまで真っ赤に染めた。

「……なんだよ」

「あ、あんまり、こっちを見るな……！」

　オレは怪け訝げんに思って眉を顰めたが、やがて、ああ、と納得がいく。

　そういやオレ、こいつに告白したんだっけ……。

　言うだけ言ったらわだかまっていたもやもやがどこかへ消えてしまい、それでスッキリしたのか、オレの中にはもう妙みような感情はない。だが、それをぶつけられた桐崎は、今いま更さらながらそれを思い出して恥はずかしくなったのだろう。

「……別にいいじゃねえか。両思いだって分かったんだから」

「う、うるさい！　なんだ貴様！　なんでそんなに平然としてるんだ!?　どど、童どう貞ていの癖くせに！」

「童貞関係ねーだろ。お前の方こそあれだけ堂々とオレに好きだって言った癖に、今更照れてんじゃねえよ」

「……だ、だって」

　桐崎は指を突き合わせながら、オレの方をちらりと見た。

「あれは、その、片思いだったし、もう、会うことはないと思ったから……その」

「そうかぃ。じゃあ、もう一回言ってくれよ」

「……ふぇ？」

「もう一回。今度は両思いとして、オレのこと好きって言ってくれ」

「…………っ！」

　桐崎が沸ふつ騰とうした。

「ば、ば、ばかっ！　く、クギトの、アホーっ！」

　頭から湯気が立ちそうなくらいの勢いで赤くなる桐崎を見て、オレは笑った。そうこうする内、どうにか立てる程度には回復したようだ。オレは、「ちょっと行ってくる」と立ち上がると、足を引きずりながら歩き始めた。















「あ、クギト、手伝うぞ」

「いいよ。お前はそこで休んどけって」

　手を振り振り、オレは緋央のところへと向かう。

　緋央を取り囲む集団の中に、一ひと際きわ小さい姿があった。

「ハル」

　声をかけると、振り返って近づいてくる。オレの前で、ハルは軽く頭を下げた。

「ご苦労様でした」

「……ほんとにな」

　苦笑するオレに、ハルは桐崎の方を見て、無表情で言う。

「聞いているこちらが嫌になるほど、清すが々すがしい告白でしたね」

「……聞いてんなよ」

「インカムを通して様子を探り、チャンスがあれば踏み込んで欲しいと、私に言ったのは貴方あなたでは？」

　そうでしたね。まったくもって過去の自分を殴り飛ばしたいので、さしあたって時間でも捻ねじ曲げるかな。

「……後こう悔かいは、ありませんか？」

「あ？」

「【組織】は確かに目的を果たしました。後々、解体されることとなるでしょう。ですが、その存在に味をしめた政治家たちによって、きっと似たような【組織】が作られる。そして彼らは、間ま違ちがいなく桐崎恭子を利用しようとします」

「…………」

「それだけではありません。どう言い訳をしようとも、桐崎恭子は殺人鬼です。彼女を愛するということは、その罪も同時に被かぶるということです。これから先、貴方や桐崎恭子には様々な障害が待ち受けているでしょう。彼女を責める者、恨うらむ者、憎にくむ者。敵は多く、味方などいない。それでも、」

「そういう御ご託たくは、もういい」

　オレは頭を掻いて、はっきりと言い放った。

「あいつの味方はオレだけでいい。桐崎に向けられた悪意は二人で受け止める。勘かん違ちがいするな。オレはあいつを肯こう定ていするわけじゃない。……ただ、全すべてを一緒に背負っていく。そう決めただけだ」

「……、そうですか」

　ハルは頷うなずいて、しばらくオレを見つめた。その後で、ゆっくりと振り返る。少し離はなれた場所で、終わりのない痛みに苦痛の叫びを上げる緋央を眺めた。やがて、ぽつりと語り始める。

「……少し、昔話をしましょうか」

「あん？」

「昔々、今から、十年ほど前の話です」

　結構最近じゃねえか。

「ある女の子がいました。彼女はさる貴族の流れを汲くむ大企業家の一人娘だったそうです」

「……おい」

「彼女はある日、大好きだった父親に連れられて、大きなパーティに参加しました。会場には政府高官他、様々な地位の高い人間が集まっていたそうです」

　ハルは淡たん々たんと、出会った頃ころから変わることのない、その感情をなくした表情で続ける。

「ですがそこに、緋央刹という男が現れました。彼はナイフを取り出すと、次々に参加者を殺し続けたそうです。男、女の区別なく。子ども、老人の差別なく。その中には、当然、女の子の家族もいました」

　オレは静かに耳を傾かたむけた。

「ですが、何故か女の子だけは、助かることが出来ました。それは、その子が人一倍賢かしこかったからでしょうか。それとも、とても素早かったからでしょうか？　いいえ、違います。その子が助かったのは、偶ぐう然ぜんでした。

　偶然……緋央刹によって選ばれ、見逃されたのです」

　微かに息を吸って、吐き出す。

「その理由は、単純なものでした。【大量殺害現場を目もく撃げきした人間がその後、どう成長するのか試してみたい】……そんな気まぐれで、彼女はただ一人生かされたのです」

「……お前」

「彼女はその後、駆かけつけた警察官によって保護されました。そして親族である、ある政治家の元に預けられます。その政治家は、緋央刹を殺害するために、【組織】を立ち上げようとしていた人間の一人でした」

　緋央刹へ、その凍こおるような瞳ひとみを向けて。

「彼女はやがて、【男】に出会います。【組織】のリーダーである【男】は、女の子に向かってこう言いました。お父さんの仇かたきをとってみたくはないか──？　と」

　ハルは話し続ける。

「何故、その【男】が女の子を拾ったのか、それは今でも定かではありません。ある種の強い意志を感じ取ったのか、それとも、それさえも、緋央刹が彼女を生かしたのと同じく気まぐれであったのか。……とにかく、彼女は【組織】に属することを選びました。そして」

　最早もはや疑いようのない、自分自身の過去を。

「事件のショックから感情や表情が欠落しながらも、緋央刹への憎しみだけは忘れず……肉体的にも、精神的にも辛い訓練を経て、遂ついにはエージェントとなったそうです」

「……そう、だったのか」

　今までハルと会って、話してきた言葉の数々を思い出す。そこには、あらゆる感情がない交ぜになった、一つの大きな、そして揺らぎようのない信念があった。それは、そんな背景があってこそだったのかもしれない。

「……乃出狗斗。だから私は、理由がありながらも結局は自分自身の弱さから大量殺人鬼になった桐崎恭子も、そして、それを受け入れようとする偽ぎ善ぜん者しやの貴方も大だい嫌きらいでした」

「……だろうな」

「今も、許すことは出来ません」

　オレはなにも答えない。それに反論するべきでないことくらいは、分かっていた。

　しばらくの間、無言の時が流れた。だが、やがて、ハルが口を開く。

「……それでも」

「それでも？」

　ゆっくりと視線を、オレの方にやって。ハルは軽く頷く。

「それでも──」

　その時だった。いわく表現し難い咆ほう哮こうが、潰つぶれかけた廃はい工こう場じように轟とどろいた。オレは何事かと振り向いて、目を見開く。

「……はは、まだだ！　クギト君！」

　拘こう束そくを引き千切り、緋央が立ち上がっていた。食い縛った口元から涎よだれを垂らし、目を血走らせて、

「まだだ……！　こんなものじゃ、まだ俺おれは死なない！」

　正気を失ったまま、こちらに向かって突貫する。止めようと動いた黒服の男たちは、すべての武器を奪うばわれている緋央によって、なぜか一瞬にしてその喉のど笛ぶえを掻っ切られる。緋央は腕を振って、指についた血を払った。手刀で切り裂さいたらしい。地面に落ちていた自分のナイフを拾い上げると、

「──ッ！」

　咆哮を上げ、猛もう烈れつな勢いで迫せまり始めた。

「やべえ……！」

　オレは急いで防ごうとする──が、まだ完全に回復したわけではない体では、その意思についてこられない。怖おぞ気けが走った。桐崎もまだ本調子ではなく、動くことでやっとの状態だ。正気を失い、心臓に刃はを埋め込んでいるとはいえど、奴の体は既にほとんどが元に戻っている。

「桐崎……！　逃げろ──！」

　振り返って叫ぶも、自分の言葉がどれほど無理なものか悟さとっていた。桐崎も立ち上がろうとするが、ぐらりとよろめいて、その場に跪ひざまずく。

「くそ……！」

　動け……！　動きやがれ、この、ポンコツが……！

「ははははははは！」

　緋央は一瞬にして、オレたちの元まで到とう達たつしようとしていた。桐崎に辿たどり着くのは、時間の問題だろう。オレが、歯は噛がみした、その直後。

「……乃出狗斗、どきなさい」

「……あ？」

　突き飛ばされる。よろめいて、尻しり餅もちをついた。視線の先で、ハルが懐ふところに手を入れる。そのまま、取り出したリボルバーを向けた。

「お、おい、お前──！」

「ハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　狂きよう乱らんする緋央が腕を振るも、ハルは少しも動かない。そのまま、引き金を絞しぼる。

「……っ！」

　乾かわいた音が鳴り、額に穴が空いた緋央は一瞬、退いた。だが、その程度で怯むような相手でないことくらい、ハルにだって分かっているはずだった。すぐに体勢を直すと、睨にらみつけたまま走り始める。それでも、立て続けに撃うち続けた。驚おどろくべき精密射しや撃げきで、ほぼ同じ箇所を、何度も。二発、三発、四発、五発、そして、

「ハル……やめろ！」

　六発目が放たれた直後、懐に入り込んだ緋央が、ナイフを切り上げていた。ついで、返す刀で突いた切っ先が──深々と、ハルの胸を貫く。

「…………っ！」

　赤黒い液体が、空を汚した。ハルはゆっくりと倒れていく。

「……が……ぐ……」

　だが、そもそもがギリギリの状態だったのか、緋央の方も限界を迎むかえたらしい。頭蓋を押おさえながら、その場に崩くずれ落ちていった。生き残った黒服たちが急いで駆け寄より、もう一度拘こう束そくする。今度は何重にも強く、決して逃のがれられないように。

「ハル！」

　オレはどうにか体を動かすと、近付いて様子を確かめた。そして、「くそ！」と拳こぶしで地面を叩く。真一文字に裂かれた傷は思ったよりも深く、ナイフの突き刺さった箇所は恐らく心臓だ。ハルは、力無くリボルバーを取り落とした。

「お前……なんで」

「…………」

「なんで桐崎を庇かばった!?　らしくねえじゃねえか……！」

「……分かりません」

　虚うつろな視線を這わせながら、ハルが言う。

「分かりたくもありません……」

「……ハル」

「ただ……」

　荒く息をついて、掠かすれた声で呟つぶやく。

「……貴方たちのことは、嫌きらいでした。それでも……どうしてだかは、分からない。貴方と桐崎恭子のことを見ていると……だんだん……一つの罪としては、ありえてもいいのではないかと……そう思ってしまう……自分が、いました」

　震ふるえる手で、オレのそれを握にぎり。

「……一つの罪を、二人で背負う。そうすることで、少しずつ、報むくわれるものもあるのかもしれない……」

　ハルは弱々しく言った。

「……どうかしていると自分でも思いますが、今では……少し、そう考えています」

　だから、と。

「だから……貴方がたは……一日でも、長く生きて下さい。生きて、罪を負い……同じ罪によって悲しむ人間全てを……救ってください。それこそが……」

　鈍い音を立て、血を吐はき出す。ハルは真っ直ぐにオレを見た。そして。

「……それこそが、貴方と、桐崎恭子が、出会った意味なのかも……しれません」

　──そして、出会って初めて、自然のままに笑った。

「おい、ハル……」

　眠ねむるように、目を閉じる。握っていた手から力が抜け、地面へと落ちた。

「……冗談だろ」

　オレはその肩かたを掴つかむ。だが、なんの反応もない。あの、こちらに気を遣つかうつもりさえない生意気な言葉も返ってはこない。

「笑えねえぞ……おい！　目ぇ、開けろよ……！」

　オレは、強く、腹の底から──叫さけびを上げていた。

「ハル──ッ！」















　　　エピローグ　死なない男が恋した少女





　そこにあるのは、闇やみだけだった。

　いつ如い何かなる時もそれを浸しん食しよくする光はなく、ただ、わだかまるような濃のう厚こうの漆しつ黒こくだけが取り巻いている。

「……終わったか」

　男は静かに呟いた。

「この【組織】が在る意味も、そして、私が存在する価値も……全ては潰ついえた、ということだな」

「……如何いかがなさいますか？」

　隣となりに佇む女が、囁くようにして尋たずねる。

「【組織】を支持する議員の方々は、このままの継けい続ぞくを望んでおられるようですが」

「つまり傀かい儡らいとして生きろ、と、こう仰おつしやるわけだな」

　低く笑い、男は椅い子すに背を預けた。

「どうやら、随分と甘い果実を見つけたらしい」

「こちらの要求に従うのであれば、全権をボスに一任しても良い。そう仰っていますが」

「なるほど」

　軽く頷いて、微笑みを浮かべる。

「……なんにでも寿じゆ命みようはあるものだ。生にしろ、物にしろ、形にしろ。その中で、人間だけが、浅ましくも生き続けようとする。摂せつ理りに逆らい、道理に背そむき、混こん沌とんにさえ手を伸ばす」

　そして、肩を竦すくめた。

「醜みにくい、とは思わんかね」

「……ですが、今回はその醜さにより、緋ひ央おう刹せつの捕ほ縛ばくは成功しました」

「確かにそうだな。若さとはかくも力だ」

　含むように笑って、男は言った。

「だが、全ての物語に、幕引きは必要だ。どれほど惜おしまれようと、切望されようとも、終わりは必ず訪おとずれる」

　首を振って、

「……自分では何も出来ず、ただ人から餌えさを貰って腹を膨ふくらませようとする、豚ぶたのように卑いやしい政治家連中に伝えたまえ」

　男はゆっくりと立ち上がり、引き出しを開けた。中から、硬かたく長い物を取り出す。

「私はあくまでも与えられた任務にのみ存在し、それ以上にも、まして、それ以下にもなるつもりはない。勝手に、自分たちで全てやってみるといい、と」

「……承知しました」

「とはいっても、彼らのことだ。そう易やす々やすと受け入れてはくれんだろう」

　くつくつ、くつくつと笑い、

「……だから私は逃げるとするよ。誰にも追いつけない場所にね」

　手にもった物を、こめかみに向ける。男は呟いた。

「喉のどが渇かわいたな。……済まないが、コーヒーを淹いれてもらえないかね？」

「私は秘書ではありませんので、ご自分でどうぞ」

「……冷たいな。まあ、いい」

　口元を歪ゆがめながら、そう言って。

「それでは──さよならだ」

　……男は、躊躇ためらいもなく、銃爪ひきがねを引いた。



　結局、時間なんていうものは、今この瞬間にしか感じることは出来ない。遠く彼方かなたにあると思っていた未来も気がついてみればすぐ傍そばにあり、永遠に続くと思っていた現在もとうの昔に過ぎ去っている。

　いつのまにか冬が過ぎ、そして、春が訪れていた。

　まだ幾いく分ぶんか肌はだ寒さむい日は続くが、それでも気温は随分と上向きになっている。

　オレは制服のボタンをいくつか外して風通しをよくしながら、高校までの道をぶらぶらと歩いていた。

　暖かな日差しがあちこちに降り注ぎ、行き交う奴らの顔もどこか優やさしげに見える。何故だろう。去年まではそんなこと、気にしてもいなかったのに。視界がずっと広くなったようにさえ思えた。

　オレは欠伸あくびを噛かみ殺しながら、今日の授業をどう眠らずに過ごそうかと思案にくれていた。

　その時、

「クギト！」

　聞き覚えのある声に、オレは振り返った。肩下まで伸びた艶つやのある髪かみを風に揺らし、軽快な足取りで、一人の女が駆け寄ってくる。オレは目をしばたたかせた。

「……桐きり崎さき？」

「うむ、私だ」

　隣に並んだ桐崎へ、オレは驚きながら尋ねる。

「お前、もう大丈夫なのか？」

「ああ」

「いや、でも最低でも三ヶ月くらいは入院で、それからリハビリだって……」

　数ヶ月前、【組織】からの任務で重傷を負った桐崎は、当然のことだがその治ち療りようを余よ儀ぎなくされた。病院に収容され、元通りに歩けるようになるまでは、医者の見立てによると半年はかかるだろうとのことだったが……。

「昨日の時点でほぼ全快していたから、退院したんだ。担当医も奇き跡せきだと言っていたな」

「……お前、ひょっとしてオレと付き合う内に性質が移ったんじゃねえの？」

「かもしれんな」

　だとしたら、より一層扱いに困る奴と化したわけだが。神様の野や郎ろう、ちょっとこの女を贔ひい屓きし過ぎじゃねえのか？

「ま、元気になったんならなによりだけどよ」

「うむ、これで卒業まで貴様と一緒に学校に通えるな」

　嬉うれしそうにそう言って、桐崎は微笑んだ。オレはそれを見て、わずかに苦笑する。当然、病院へは見み舞まいに行っていたが、それでもずっと一緒にいられるわけではない。恐おそらく、桐崎はこの日を待ち望んでいたのだろう。こういう時にはなんの衒てらいもなく感情を表現するのが、桐崎の長所と言えば長所ではあった。

「ところでお前、髪、伸びたか？」

「うん？　ああ、入院中にな。わざわざ切りに行くほどでもないから、このままにしているんだが」

　毛先をいじり、桐崎はちらりと窺うかがうようにこちらを見る。

「……変か？」

「いや、別に変じゃねえんだけどよ。いつもと違ちがうから」

　オレは頭を掻いて、素直に言った。

「まあ、いいんじゃねえのか？　似合ってるしよ」

「……そ、そうか」

　桐崎は照れくさそうに頬を染め、何かを考えるように沈黙する。オレは、大きく体を伸ばした。

「……。な、なあ、クギト」

　やがて、何故か口ごもりながら、桐崎が口を開いた。

「んあ？　どうした」

「あの、なんだ……」

「んだよ」

　躊ちゆう躇ちよするような間を空け、桐崎は段々と赤くなっていく。オレが怪訝な顔をしていると、やがて、ぼそりと言った。

「……私たちは、もう、本当の、恋こい人びと同士……なんだな？」

　こちらの様子を探るように顔を覗きこむその態度に、オレは、「……あー」と頬を掻いた。

「……まあ、そうなるかな」

「そ、そうだな！　そうなんだな！」

　何度か激しく頷いて、桐崎は思い切ったように言った。

「じゃ、じゃあ！」

「……あ？」

「じゃあ、その、あれだ！」

「どれだ？」

「えっと……その……ああ、もう！」

　しばらくあたふたとしていたが、やがて耐え切れなくなったのか、桐崎は頬を染めたままでオレの前に回った。そして、ゆっくりと目を閉じる。

「……なんだよ」

「わ、分かるだろう！　女がここまでしたら！」

「ああ、えーと、ビンタで気合入れて欲しいのか？」

「どこにそんなアグレッシブな青春を望む奴がいる……」

　怒おこったように頬を膨らませ、桐崎は視線を逸らしながら呟いた。

「……恋人同士なら、やることがあるだろう。ただでさえ、貴様が常に久く遠おんりんと見舞いに来るから、色々と我が慢まんしていたんだぞ」

「そうかい。そりゃ悪かったな。で、なにすればいいんだっけ？」

　オレの問いかけに、桐崎は強く睨み付けた。そして、怒ったようにそっぽを向いて、

「もう、いい！」

　とむくれる。オレはやれやれ、とため息をついた。そして、頭を掻きながら、

「桐崎」

「なんだ！」

　と、舌ぜつ戦せんでも繰くり広げようと言うのか、臨戦態勢そのままで振り向いた桐崎に、

「……っ！」

　肩を抱いて寄せると、顔を近づけて、唇くちびるを触れ合わせた。

「……これでいいかよ」

「あ……」

　呆然としたままで、半歩、後ろに下がる。そして唇に指先を当てて、次の瞬間、爆発したように赤くなった。そのままで、軽く頷く。

「……うん」

「……、なに照れてんだよ」

「て、照れてない」

「お前、本当、卑ひ猥わいな言葉連発する癖に、そういうこと疎うといな……」

　肩を竦めて、オレは先を歩き出した。桐崎は慌あわててついてくると、

「き、貴様が不意打ちするからだろう！」

「予告したらしたで恥ずかしいだろうが」

「そ、そうだが！　だからって、もう少し、こう、あるだろう！　情じよう緒ちよの欠片かけらもないな！」

「しつこいな、オレにそんなもん求められても応こたえようがねえことくらい、とっくに分かってんだろうが。どんだけ付き合ってんだ」

「まだ一年しか経っていないぞ」

「三百六十五日もあるじゃねえか」

「……そう言われると長いように聞こえるな」

　数字を変えると騙だまされる女、桐崎。と、そこに、

「どーん！」

　勢いよく背中を押されて、オレはそのまま地面にぶち当たった。

「うぶしっ！」

「……あ、ごめん」

　顔面を強打した痛みに耐たえながら、オレは震える手で起き上がった。

「りん、お前なあ……！」

　振り返り様に怒ど鳴なりつける。そこに立っていたりんは、えへへ、と笑いながら頭を下げた。

「ごめんなさい。ちょっとやり過ぎちゃった」

「心配いらない。なんともない」

「なんで桐崎がフォローするんだよ」

　まったく、と言いながら、再び歩き始める。

「あ、キョウちゃん、おはよう！　もう退院したの？」

「ああ。予定よりずっと早く回復してな」

「そうなんだ！　よかったねえ」

　にこにこと、桐崎の異常さには一切触ふれない相変わらずの調子で、りんは言った。

「じゃあ、今度、三人でどこか行こうか！」

「そうだな。りんとクギト、それに私と、三人揃そろって花見と洒落しやれ込もうか」

　桐崎がそう答えると、りんは、「いいねー！」と嬉しそうに頷いた。

「あ、そうだ。キョウちゃん、昨日退院したんだったら、テレビでやってた、【ベア沢ざわくんのマッスルハッスルクッキング～死し闘とうの四十七日間～】って観た？」

「いや、そんな冒ぼう険けん的てきな番組は観ていないな……」

「そうなんだ。面おも白しろかったんだけどな。あのね、ベア沢くんがロードローラーでね……」

　そう言いながら、りんは、自分が面白かったと思うテレビ番組について、桐崎に語り始める。オレはそれを背中越ごしに聞きながら、わずかに口元を緩ゆるめた。

　……数ヶ月前。桐崎とオレが明めい答とう市に帰ってきた時、りんは駅前で待っていた。

　正直、オレはもしも二人で生きて帰った時、りんがどういう対応をするのか、それだけが気にかかっていた。

　何しろ、全てを話してしまったのだ。桐崎が殺人鬼であったことも含め、ありとあらゆることを。それを踏まえた上で、あのりんがどういう判断をするのか──不安がない、と言えば嘘になった。

　だが、りんは、オレと桐崎に向かって、

「……おかえりなさい」

　いつもと変わらない、その微笑みを浮かべたのだった。

　そして、責められることを覚かく悟ごする桐崎に向かって、近付くと、

「大変だったね、桐崎さん」

　と、頭を撫でた。

「……桐崎さんがやったことは、多分、許されないことだと思う。言い訳も、謝罪の言葉も、意味がないのかもしれない」

　そう言って、「でも」と続ける。

「でも、わたしは、桐崎さんが頑がん張ばってたこと、分かったよ。沢たく山さん傷ついて、苦しくて、それでも頑張ってたこと、分かった。それに、これからその頑張りは、ずっと続くんだってことも。だから……だから、わたしは、何も言わない」

「……久遠、りん」

「わたしのことは、りんって呼んでね。わたしも桐崎さんのこと、キョウちゃんって呼ぶから」

　あの、誰も敵かなわぬ笑顔で。

「わたしは、すごく弱いから、なにも手助けすることは出来ないかもしれない。それでも、お話ししよ。今まで通りにはいかないかもしれないけど、たまに会って、沢山お話ししようね」

　りんは桐崎を抱き締しめた。

「……その時だけは、キョウちゃん、普ふ通つうの女の子になって、いいから」

　だから、と。耳元で囁くように。

「だから……クギちゃんを、宜よろしくね」

　オレは、その時思った。どれだけナイフを巧たくみに扱えても。どれだけ【死なない体】を持っていたとしても。たとえ凄すご腕うでの剣けん士しだとしても。銃の名手だとしても。あるいは、その全てを持ち得ていたとしても。

　それでも結局、こいつみたいな人間には敵わないんだろうと。

「……でね、そこに金かね重しげさんが登場してさ」

「金重は何ど処こにでも登場するんだな。加か納のうの処しよ遇ぐうはどうなったんだ」

　……ぼけっとしてたらいつのまにかオレの知らん話で盛り上がってるぞ。置いていかれた気分だ。

「あ、加納さんはね、練りわさびを……あっ」

　りんが足を止めて、口に手を当てた。

「しまった。忘れ物した！」

「あ？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、今から家に帰ってとってくるね。ごめん、先行ってて！」

　りんはそう言って、慌てたように踵きびすを返して立ち去っていった。

「ところで、なんの話してたんだ？」

「それは言えないな」

　桐崎は唇に人差し指を当てた。

「女同士の秘密だ」

「……なんかお前ら、前より結けつ託たくしてねえか？」

「当たり前だ。友達だからな」

　堂々と、そう嬉しそうに言う桐崎に、オレは苦笑した。

「……ま、いいや。そろそろ行こうぜ」

「ああ」

　そのまま二人で、静かに歩く。桜はまだ咲さかない。気温も低かった。しかし、それでもどこかに春の訪れを感じる。目に見えるもの全てが、なにかを決定付けるわけではない。感じるままに捉えることが、正しい場合だってあるのかもしれない。

「……にしても、そろそろ卒業か」

「そうだな」

「しかし、まさかお前がオレと同じ大学に行くとはなぁ」

　桐崎は入院中の身ではあったが、無理を言って試験には参加したらしい。だがそれは、当初予定していたところではなく、オレが合格した、桐崎の成績からするとランクを幾いくつか落としたところであった。桐崎はわずかに頬を染めながらも、胸を張って言った。

「クギトとずっと一緒にいられるなら、大学なんてどこでもいいんだ」

「……そうかい」

　オレはわずかに口の端はしを上げながら、それにしても、と改めて思う。

「お前と出会ってから、もう一年になるんだな……」

「……そうだな」

「なんか、気がついたら、って感じだな」

「私もだ」

　それは、オレが桐崎と出会ってから、生きる、ということを意識し始めたからだろう。死なない、のではなく、死ねない。いつのまにか、そんな風に考えるようになっていた。瞬間、瞬間を噛み締め、楽しむようにしていたら、自然に時間はその速度を速めるものなのかもしれない。

「……なあ、クギト」

　そんなことを考えていると、不意に桐崎が言った。

「なんだ？」

「不意打ちではあったが、先ほど、キ……キスは済ませた」

「まあ、そうだな」

「だが、もう一つ忘れていることはないか？」

「……もう一つ？」

「バイオレンスな、別口のキスのことだ」

　オレは、瞬間、瞬間を噛み締めることを放ほう棄きし、明後日あさつての方を向いた。

「春、か……」

「誤魔化したところで現実は変わらんぞ」

　変えさせてくれよ。前向きな気持ちとかで。

「というわけでとぉ！」

「甘あまい！」

　襲おそいかかろうとする桐崎の体を、オレは巧みな動きで避さける。が、その先にある外がい壁へきに、思い切り頭をぶつけてしまった。

「おごふっ！」

「フフフ、作戦通りだ」

　こいつ、予想してやがったな……！　慄おののくオレの上に、桐崎が馬乗りになる。

「ま、まて、なにもこんな朝っぱらからしなくてもいいだろうが！」

「確かに、しなくてもいいことかもしれない」

　桐崎は不敵に笑いながら、

「だが、何故か世の中、しなくていいことばかりしているものなのだ……！」

　ええい、無意味に確信を突きおって。

「あ！　だ、大体お前、ナイフ折れただろ!?　そんなもんで刺させるわけない！」

「うむ、仕方がないので今回はスローイングナイフで我慢することにしよう。次のデートで新しいのを買ってくれないか？」

「自分を殺す毒薬を身み銭ぜに切って相手に渡わたすと思うか？」

「そこを渡してくれるのが、クギトの人とは違うところだ」

　たまには他のやつを見習って普通の選択をするべきだと思うよ、オレは。

「大体お前、この間、これが最後の一突きだー！　とか言ってなかったか!?」

「あの日はこれで最後にする、という意味だ」

　一休さんかお前は！

「それはともかく、えーい」

　どすり。

「ぎゃあ！」

「ぐりぐりー」

「いでででででで！」

「ぐちゅりー」

「おうふっ！　効果音を口に出すな！　そんな可愛かわいいもんじゃないだろうが！」

　だが、桐崎は聞く耳を持たない。

「……フフフ、実に久しぶりだ。必死で耐え続け、溜たまりに溜まったものを吐き出す瞬間がついに来た」

「お前なあ……！」

「だが、今日はここまでにしよう」

　予想に反してあっさりと、桐崎は立ち上がった。ナイフの血を拭ぬぐう。

「……あ？」

「どうした？」

「いや、別に。なんか、今日はやけに簡単にやめたなと思って」

　得物を袖そで口ぐちへと仕し舞まうと、桐崎は笑った。

「約束しただろう？　一日、一ひと刺さしだとな」

「……お前」

　変わってねえと思ったけど、ちっとは成長してるのか。いや、そもそもが刺すこと前提で成長の度合いを測るのも色々とおかしい気がするけど。

「それに、他の楽しみも増えたからな」

「……楽しみ？」

「とぼけるな。もう私たちは恋人同士だぞ？　つまりだな、昼は私が刺し、そして、夜は私が挿さされるという」

「せぇい！」

「ひでぶっ！」

　起き上がり様の遠えん慮りよない拳に、桐崎は勢い良く吹ふっ飛んだ。

「な、なにをする！」

「公共の場という単語をご存知ですかね桐崎さん!?」

「知っているからこそ言っているのだとしたら？」

　既に対処のしようがない。

「……もういい」

「そう怒るな。お詫わびに貴様の望むプレイに従ってやろ痛い！」

　尚なおも卑猥な言葉を連発しようとする桐崎の後頭部をひっぱたき、オレはため息をついた。やれやれと、視線を上げる。

　雲一つなく、腹が立つくらい爽さわやかな天気だった。

　明日も明後日も明々後日しあさつても、一ヵ月後も一年後も十年後も、オレはこうして、桐崎と変わらぬやりとりを続けながら、空を仰あおぐことが出来るのだろうか。

　誰もが知っているように、オレたちは所しよ詮せんちっぽけな存在で、一秒先のことだって予想できない。

　確かに【組織】の目的は果たされた。それでも、桐崎の償つぐないが終わったわけじゃない。絶対に訪れるであろう、【明日】という不確定要素。そこには予想も出来ないような未来や、絶望に打ちのめされるような闇が、待ち受けているのかもしれなかった。こいつだって、そのことを忘れたわけではないだろう。

　だけどそれは、決して、拒きよ絶ぜつするようなことじゃない。

　桐崎には、オレと出会う明日が。

　オレには、桐崎と出会う明日が。

　それまで想像もしていなかった形で、訪れたのだから。

　──だから……貴方がたは……一日でも、長く生きて下さい。生きて、罪を負い……同じ罪によって悲しむ人間全てを……救ってください。

　分かっているさ、と心の中でハルに呟く。いいことばかりじゃない。そんなことは百も承知だ。だけど、無数の悲しみがあっても、オレたちはきっと、やっていける。桐崎も、オレも、独りではないのだから。

「桐崎」

「ん？」

「……これから、宜しくな」

「なんだ、突とつ然ぜん」

「いや、別に。色々あるだろうけどよ。頑張ってくれよ、天才刃は物もの使いさん」

「……ああ」

　桐崎が駆け寄ってくる。目をしばたたかせるオレに、背を伸のばして唇を寄せた。

　長い、長いキスの後、ゆっくりと離す。そして、桐崎は微笑んだ。

「──こちらこそ宜しくな、【死なない男】」

　オレは、思う。一年前とは違う空の下を歩きながら。

　多くの苦しみがあった。失った物も多かった。その度に苦しみ、悔くやみ、吐き気がするほどに悩なやんだ。そしてそれは、これから先もあり続けるだろう。

　それでも。

　一度は捨てようとさえ思った、この腐くさりきった人生も、そう悪いもんじゃない。

　少なくとも、持ちきれなくなるその時まで、捨てたくないと思う程度には。

　だから、生き続けようと思う。うらぶれたままでなく、まぶしくても、前を向いて。

　せっかく──、

「……行こうぜ、桐崎」

「ああ、クギト」







　──せっかく、彼かの女じよに、恋をしたのだから。
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　絶対無敵！　空そら埜の一かず樹きです。お久しぶりで御座います。

「死なない男に恋した少女７～彼方のアシタ～」をお送りしました。

　死なない男と許されざる過去をもつ少女を巡る物語は、この巻にて閉幕となります。

　思えば二年前、右も左も分からないままに始まった本シリーズ、闇やみ雲くもに走り続けて気がつけば七冊も出すことが出来ました。全て今まで支えて下さった皆様のおかげであり、どうにか思い描いていた結末へと辿り着けたこと、ありがたく思います。

　普段はあまり作品の内容については触れないのですが、最後ということで少しだけ。

　桐きり崎さき恭きよう子こという少女が万人に受け入れられる存在でないということは、シリーズを始めた時から自覚していました。罪の中でも最も重い「殺人」という禁きん忌きを犯しているのだから当然です。それでも、そこから目を逸らすのはやめておこう、と当初から決めてありました。自分の意思とは裏腹に人を殺してしまう。そんな逃れようのない理不尽さの中で、それでも微かな希望を頼りに生き続けようとする、人の強さみたいなものを描きたかったからかもしれません。想いが自己満足になっていないことを祈りつつ、これにてひとまずは筆を置かせて頂きます。

　ちなみにお話はこれで終わりますが、彼らの人生はまだまだ続きます。もしもリクエストが多ければ、「帰ってきた死なない男に恋した少女」とか「真（チェンジ）・死なない男に恋した少女～世界のサイゴ～」とか、あるいは恭子と狗くぎ斗との娘を主人公にした話などを書くことがあるかもしれません！　現実になーれ。

　さて、ここからは謝辞を。残りページ数も少ないので抑え目で。

　前担当のＳ様、今までありがとうございました！　そして新担当のＮ様、ふがいないわたくしですがよろしくお願いします。

　挿絵担当のぷよ様、最後までお付き合い頂き、本当にありがとうございました！

　サイトからメールを下さる方、何よりこのシリーズを最後まで読んで下さった全ての方々へ、最大級の感謝を！

　それではまた、新たなシリーズでお会いしましょう。

Ｐ．Ｓ　もうネタが尽きたということはないが何も思いつきませんごめんなさい土下座。

　　　　　　ＢＧＭ『嘘』　七月二日　空埜一樹

　　　　　　ＨＰ『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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